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１． はじめに 

 
 本プログラムは、アジア・アフリカ地域の持続的発展に関する学際的研究を、グロ

ーバルで長期的な視野から、多面的に行うために創出された。われわれは、アジア・

アフリカの地域研究に携わる研究者と、先端技術の開発に関わる科学者との学問的対

話を促進するために、「持続型生存基盤パラダイム」という新しい考え方を提案し、地

球温暖化のアジア・アフリカの地域社会への影響といった緊急の課題に対応しつつ、

ローカルな、あるいはリージョナルな持続的発展径路を追究したいと考える。 
 本プログラムの主幹部局である東南アジア研究所は、強い学際的な志向を持った京

都大学の地域研究の伝統のなかで発展してきた。本プログラムは、アジア・アフリカ

地域研究研究科が東南アジア研究所と協力して行った 21 世紀 COE プログラム（2002
－2007 年）の成果を受け継ぎ、フィールドワークと臨地教育にもとづく大学院教育を

継続するとともに、「持続型生存基盤コース」を新設し、若手研究者の養成を図る。さ

らに、生存圏研究所などから森林科学・木質科学、気象学・大気圏科学、物質循環論、

エネルギー科学など「サステイナビリティ学」に関連するハードサイエンスの領域を

加えて、地域研究における科学的研究の幅を広げる。それによって、先端科学技術の

知識を、伝統的な地域研究を支えてきた生態学、政治学・経済学、社会学・人類学、

歴史学、医学の知識と融合させ、これまでの体制よりもはるかに幅広い人文科学、社

会科学、自然科学の諸分野につうじた地域研究の専門家や科学者を養成する。 
3 年目にあたる平成 21 年度の第一の目標は、7 月に実施された中間評価ヒアリング

の準備と並行して、中間的な成果をまとめることだった。なかでもパラダイム形成を

現段階で総括した論文集『地球圏・生命圏・人間圏‐持続的な生存基盤を求めて』（杉

原薫・川井秀一・河野泰之・田辺明生編著、京都大学学術出版会、2010 年 3 月）の刊

行に大きな力を割き、その編集過程でメンバーの知的協働を深めることができた。他

方、引き続き、広い学際性を維持しつつ共通の枠組を発展させるために、パラダイム

研究会を 11 回、国際シンポジウム・セミナーを 13 回、その他、イニシアティブ研究

会・ワークショップを多数主催・共催した。さらに、その成果を速報として公開する

ワーキングペーパー14 冊を刊行した。 
 教育面では、本プログラムの開始を契機として、大学院アジア・アフリカ地域研究

研究科において、平成 21 年 4 月に「グローバル地域研究専攻」が設置され、そのなか

に「持続型生存基盤論講座」が設置されて、学生定員 8 名（新専攻全体）でスタート

した。持続型生存基盤論講座に準備された講義には、他講座、他専攻からも多くの院

生が参加した。 
 このように、本プログラムは、パラダイム形成と人材育成を両輪として、着実に進

展している。幸い中間評価でも、「とくに優れた拠点」との評価をいただいた。次年度

においては、最終成果に向けて、数巻の持続型生存基盤論講座と英文論文集の刊行の

準備を始めたい。東南アジアにおける森林プロジェクトの具体化も進める予定である。 
平成 22 年 5 月 31 日 

拠点リーダー 杉原 薫 
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２．プログラムの目標と進捗 
 

パラダイムの形成 
本拠点形成の第一の目的は、自然生態、政治経済、社会文化を包摂した総合的地域

研究に人類の生存基盤を左右する先端的科学技術研究を融合させて、「持続型生存基盤

パラダイム」研究を創成することである。 
近年のアジア・アフリカにおける総合的地域研究の成果から、人間の活動範囲が政

治経済のグローバリゼーションによって地理的・空間的に拡大しつつあることに加え、

地域はグローバリゼーションの単なる受け手ではなく、地域間交流などを通じて、グ

ローバリゼーションそのものに影響を与える能動的な主体であることが明らかになっ

た。一方、現代社会の要請に応え、地球環境問題、エネルギー問題を視野に入れた 21
世紀世界を展望するには、資本主義が前提としてきた私的所有権からの発想を相対化

し、地表から宇宙までの空間的広がりをもった「生存圏」の物質・エネルギー循環に

関わる研究を取り込み、ローカルにもグローバルにも持続可能で、かつ、科学技術・

社会制度・価値観の考察を包摂した、新たな生存基盤持続型発展径路を構築するため

のパラダイムを創出する必要がある。 
 具体的には以下の４つの研究イニシアティブを通じてパラダイム研究を推進する。

イニシアティブ１「環境・技術･制度の長期ダイナミクス」は、人類が「生存基盤の確

保」を主たる課題としてきた社会から、生活水準の向上や人口の増加、国力の増大を

目指す「開発」型の社会に変化してきた過程を歴史的に解明し、先端科学の知見とつ

きあわせることによって、現代のアジア・アフリカ地域の環境、技術、制度にかかわ

る問題群を再検討する。イニシアティブ２「人と自然の共生研究」は、従来の地域に

根ざした資源利用システム研究と、物質・エネルギー循環の危機を背景にした新しい

研究･知見を融合させて、社会文化的に実現可能な資源利用システムを提言する。イニ

シアティブ３「地域生存基盤の再生研究」では、より大きな一地域（スマトラ・リア

ウなど）をとりあげ、森林の再生、第一次産品輸出経済の発展と周囲の植生、制度、

雇用、地方政治との絡み合いを総合的に考察し、持続型発展のモデルを追究する。イ

ニシアティブ４「地域の知的潜在力研究」は、人類の多様性を保証してきた文化、価

値観のなかに、生存基盤の持続的発展の要因を探る。 
これら４つの研究イニシアティブにおける取り組みの成果として、これまでに明ら

かになった知見は、次の三点にまとめられる。その第一は、人間と自然環境の関係を、

これまでのように人間（開発）の側からだけ、あるいは自然環境の維持の立場だけか

ら考えるのではなく、両者の相互関係を考慮した上で、人類の「生存基盤」をどのよ

うに持続させていくかという視点が重要だということである。われわれは、そうした

視点を確立するために、グローバル・ヒストリーを書き直したり、生命を連鎖体とし

て見る在来の「生存基盤の思想」を読み解いたりした。 
第二は、人間と自然環境との関係を二項対立的に捉えるのではなく、「地球圏」、「生

命圏」、「人間圏」という、長い歴史と固有の運動の論理をもった三つの圏が交錯して

成立する「生存圏」として捉えることによって、これまで注目されていなかったさま

ざまな領域の問題を可視化し、総合化することができるのではないかということであ
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る。具体的には、大気の動きと降雨、植生の関係を学際的に研究することによって「熱

帯生存圏」の諸相を理論的に解明するとともに、東南アジアの大規模植林をとりあげ

て、そこにおける生態系と生物多様性の維持、地域社会との関係、バイオエネルギー

の開発などのテーマを総合的、体系的に解明しようとした。 
第三に、人間開発指数に代わる「生存基盤指数」の開発を試みた。従来の指数が一

人当たりGDP、教育、健康など人間圏にかかわる指標のみを対象としていたのに対し、

われわれは地球圏（災害への対応力、エネルギーの確保など）、生命圏（生物多様性、

バイオキャパシティーなど）にかかわる指標を人間圏と同等に重要なものとして扱う

ことによって、地域社会の生存基盤の実態に迫ろうとした。 
最後に、本年度から、４つのイニシアティブとは別に「図書・資料ユニット」を立

ち上げ、持続型生存基盤研究のためのハンドブックを作る基礎作業を始めた。とりあ

えず、われわれの会話に日常的に登場する文理融合型のコンセプトについて、専門分

野に近いメンバーに割り当てて用語解説を書いてもらい、それらを専門分野を超えて

多面的に理解できるものにするために、10 回ほどの研究会を開催した。 
 

成果の発信 
持続的生存基盤パラダイム形成の現時点での成果を、「生産から生存へ」、「地表から

生存圏へ」、そして「温帯から熱帯へ」の３つの視点を柱としてとりまとめた単行本『地

球圏・生命圏・人間圏‐持続的な生存基盤を求めて』（京都大学学術出版会）を刊行し

た。本書は、アジア・アフリカ熱帯地域の社会と生態に関する文理融合的な知見に基

づき、温帯の経験を中心に構築された既存の学的枠組みを批判しつつ、21 世紀におけ

る持続的な生存基盤を学際的に構築する試みである。また平成 21 年度においては、本

プログラムメンバーに加えて、国内外から関連研究者を招へいして、パラダイム研究

会を 11 回、国際シンポジウム・セミナーを 13 回、その他、イニシアティブ研究会・

ワークショップを多数主催・共催した。また、その成果を速報として公開するワーキ

ングペーパー14 冊を刊行した。国際会議での招待講演も、British Academy Conference on 
‘Writing the History of the Global: Challenges for the 21st Century’ における“The European 
Miracle in Modern Global History: A View from East Asia and Beyond”（杉原薫）など、積

極的に実施した。こうした成果に加えて、『東南アジア研究』、『アジア・アフリカ地域

研究』、Kyoto Review of Southeast Asia, African Study Monographs などにおいても本プロ

グラムに関係する論考が現れつつある。 
 
教育・人材養成 

本拠点の第二の目的は、パラダイム形成の現場に触れた、本格的な文理融合型研究

を担う若手研究者を養成することである。本プログラムの特徴は、21 世紀 COE プロ

グラム「世界を先導する総合的地域研究拠点の形成」によってアジア・アフリカ地域

に設置した 14 ヶ所のフィールド・ステーションを継承・発展させ、フィールドワーク

から国際ワークショップにいたるまで、研究パラダイム形成の現場に博士後期課程の

大学院生・ポスドク研究員・助教からなる若手研究者を主体的に参加させることによ

って、人材育成と研究を融合させるところにある。そのために、「生存基盤地域研究人
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材育成センター」を設置して、グローバルな人材発掘からはじめ、研究・教育を経て、

国際キャリア支援にいたる、文理融合型の国際的人材育成システムを構築する。 
また、海外の地域研究拠点（コーネル大学・ロンドン大学・ライデン大学・オース

トラリア国立大学等）と連携し、アカデミック・ディベートを通じて地域研究や専門

分野を超えたパラダイム形成能力を養成する。国際的発信能力強化のために、国際学

術雑誌への論文掲載や単行本出版のための支援を行うとともに、コミュニケーション

能力の向上や研究会・プロジェクトの企画運営能力の向上を目的とした人材育成プロ

グラムを推進する。 
 これらのプログラムによって、これまでの実績以上の博士修了者を、世界の学術界

を先導する大学・研究機関そして世界で活躍する民間企業に送り込む。また、国際連

合、世界銀行、世界自然保護連合などの国際機関、政府行政機関、世界各地で活動を

展開している NGO にもアジア・アフリカ研究の専門家を輩出し、持続型生存基盤の構

築に向けた国際的な公論形成に貢献する人材や、地域に根ざした技術開発をリードで

きる人材を供給する。 
平成 21 年度においては、大学院生を対象としたフィールド・ステーション派遣、海

外観測拠点派遣支援や論文投稿料支援、若手研究者を対象とした次世代研究イニシア

ティブ助成や海外派遣助成を実施した。また平成 20 年度に、アジア・アフリカ諸国の

優秀な若手研究者を本拠点に招へいし、最先端の研究現場での議論への参加を促進す

る若手研究者交流を実施したことを受け、平成 21 年 4 月からは、アジア・アフリカ諸

国の優秀な修士号取得者を対象として、京都大学への編入により博士号の取得を支援

するプログラムを開始した。 
これらの成果を踏まえて、新しいパラダイムのもとでの人材育成を制度化するため、

平成 21 年４月より、大学院アジア・アフリカ地域研究研究科にグローバル地域研究専

攻を新設した。新専攻に設置される持続型生存基盤論講座に新規で教授２名を採用す

る。本講座は、「持続型生存基盤研究の方法」や「国際環境医学論」、「熱帯乾燥域生存

基盤論」、「熱帯森林資源論」、「人間環境関係論」、「生存圏科学論」等の科目を提供し、

本プログラム終了後の教育・人材育成の中核を担っている。 
 

世界拠点の形成 
生存基盤地域研究人材育成センターは、大学院アジア・アフリカ地域研究研究科に

おける「持続型生存基盤講座」の新設を全面的にサポートした。 
本プログラム終了後、このセンターを、京都大学の将来構想と連動させ、持続型生

存基盤パラダイムによる科学技術研究融合型地域研究の展開と戦略的な人材育成を目

的とする京都大学地域研究グローバルユニット（仮称）として再編する。本ユニット

は、アジア・アフリカ地域だけでなく欧米を含む世界の関連教育研究ネットワークの

中心となる。将来的には学内の新たな教育研究組織として発展・改組を構想している。 
持続型生存基盤パラダイムの創出により、地域研究が国際的に活性化され、世界の

学術イニシアティブにおける地域研究の地位が向上し、さらにこれらを通じて日本の

総合的学術研究の国際的プレゼンスが強化される。また国際機関などにおける環境・

エネルギー研究をアジア・アフリカ地域の実態を踏まえたものにし、アジア・アフリ
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カの地域社会における価値観や政策を持続型発展へと方向づけ、それらの転換におけ

る日本の発信力の向上に貢献する。 
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３．運営体制の整備 

 
 
３.１ 運営体制と教育研究プログラム 

本プログラムは、地域研究を核とした幅広い文理融合による持続型生存基盤パラダ

イムの構築、パラダイム形成の現場における教育・人材育成、そしてこれらを通じた

世界に類を見ない学際融合の拠点形成を目指すものである。そのために、以下の 3 点

に配慮した運営を実施した。 
1) プログラムに参加する研究者の研究領域間、そして所属する教育研究組織間での円

滑で効率的な連携を推進すること 
2) 国内での教育・人材育成とアジア・アフリカ地域でのフィールドワークの現場での

教育・人材育成をリンクさせること 
3) 最先端の研究活動と大学院教育・若手研究者の育成をリンクさせること 
 

運営体制は、平成 19 年度と基本的に同様である。プログラム全体を総括し、運営の

基本方針に関する意思決定を担う運営委員会のもとに、人材育成センターと大学院教

育部会、若手養成・研究部会、広報成果発信部会、拠点基盤整備部会の４つの部会を

配置した。これらのセンター・部会が、大学院教育制度の整備、海外拠点を活用した

臨地教育、若手研究者のイニシアティブによる研究活動の支援などの人材育成と拠点

整備を担っている。また、情報基盤整備を強化するために、これまで拠点基盤整備部

会の小部会として機能していた情報基盤整備小部会を事務局直属の小部会として配置

換えを行った。 
また、研究活動については、持続型生存基盤パラダイムの構築に向けて、研究領域

を横断するテーマを掲げる４つの研究イニシアティブとそれらを統合するためにパラ

ダイム研究会を組織した。パラダイム研究会、４つの研究イニシアティブ、さらにそ

のもとで展開される個別の研究プロジェクトと重層的な研究推進体制とすることによ

り、研究領域間の融合を促進している。 
 

さらに、これらの諸活動を点検・評価するために、自己点検評価委員会と国際アド

バイザリーボードの活動に継続して取り組んだ。自己点検評価委員会は、毎年度、自

己点検評価報告書を取りまとめ、プログラム運営の絶えざる改善に努める。また国際

的に活躍する研究者をメンバーとする国際アドバイザリーボードからは、世界に類を

見ない学際融合の拠点形成の推進に向けたアドバイスをお願いしている。 
 
３.２ 委員会・部会組織と人員配置 

本プログラムは、23 名の事業推進担当者に加えて、東南アジア研究所、大学院アジ

ア・アフリカ地域研究研究科、生存圏研究所、地域研究統合情報センター等に所属す

る多数の教員、研究員および大学院生の協力によって実施している。そこで、これら

の関係者全員がいずれかの研究イニシアティブに参加し、研究活動を展開するととも
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に、中核メンバーはセンター・部会に参加し、本プログラムの運営を担っている。い

ずれのイニシアティブ、あるいはセンター・部会に関しても、人員配置が研究組織・

領域横断的になるよう配慮した。 
 
３.３ 事務局体制の整備 

事務局は、総務、会計などの一般事務のみならず、情報基盤やホームページ、ニュ

ーズレターなど、拠点形成にとって不可欠な研究支援業務の補佐も担っている。そこ

で、複数の教員、研究員に加えて、一般事務に事務補佐員２名、研究支援業務に技術

補佐員４名を配置した。事業推進の日常活動のエンジンとして、健全に機能している。 
 
３.４ 平成 21 年度予算と配分状況 
 

平成 21 年度予算は、直接経費 150,010,500 円、間接経費 22,501,500 円で、合計

172,511,500 円であった。これを、プログラム開始後、４つの部会と研究グループ、事

務局で配分した。ほぼ当初の予定通りに予算を執行することができた。 
 
 
表３－１ 平成 21 年度予算と配分状況               （単位：円） 
平成21年度　

設備備品費 0 0 0 2,630,000 1,250,000 0 0 3,880,000 500,000 4,380,000
支出額 212,100 219,349 132,000 715,350 2,176,928 498,704 0 3,954,431 435,550 4,389,981

（残　高） -212,100 -219,349 -132,000 1,914,650 -926,928 -498,704 0 -74,431 64,450 -9,981

国内旅費 0 990,000 250,000 500,000 3,010,000 0 250,000 5,000,000 500,000 5,500,000
支出額 117,520 1,379,280 0 0 2,754,575 64,760 257,060 4,573,195 0 4,573,195

（残　高） -117,520 -389,280 250,000 500,000 255,425 -64,760 -7,060 426,805 500,000 926,805

外国旅費 11,400,000 3,670,000 0 1,000,000 10,030,000 5,200,000 500,000 31,800,000 0 31,800,000
支出額 10,573,940 3,545,033 0 0 9,288,294 4,724,911 1,959,201 30,091,379 0 30,091,379

（残　高） 826,060 124,967 0 1,000,000 741,706 475,089 -1,459,201 1,708,621 0 1,708,621

人件費 3,150,000 29,210,000 4,060,000 4,060,000 7,170,000 7,200,000 20,690,000 75,540,000 11,920,000 87,460,000
支出額 734,193 22,635,913 715,300 1,390,943 2,368,681 5,271,192 17,455,857 50,572,079 10,918,402 61,490,481

（残　高） 2,415,807 6,574,087 3,344,700 2,669,057 4,801,319 1,928,808 3,234,143 24,967,921 22,838,402 47,806,323

事業費 1,550,000 1,280,000 6,650,000 6,690,000 4,040,000 660,000 250,000 21,120,000 3,581,500 24,701,500
支出額 4,439,115 7,919,676 10,195,585 13,259,953 6,902,209 4,313,526 1,668,855 48,698,919 5,147,548 53,846,467

（残　高） -2,889,115 -6,639,676 -3,545,585 -6,569,953 -2,862,209 -3,653,526 -1,418,855 -27,578,919 -1,566,048 -29,144,967

その他 0 2,750,000 0 0 0 0 0 2,750,000 0 2,750,000
支出額 0 2,199,997 0 0 0 0 0 2,199,997 0 2,199,997

（残　高） 0 550,003 0 0 0 0 0 550,003 0 550,003

予算額合計 16,100,000 37,900,000 10,960,000 14,880,000 25,500,000 13,060,000 21,690,000 140,090,000 16,501,500 156,591,500
支出額合計 16,076,868 37,899,248 11,042,885 15,366,246 23,490,687 14,873,093 21,340,973 140,090,000 16,501,500 156,591,500
残高　合計 23,132 752 -82,885 -486,246 2,009,313 -1,813,093 349,027 0 0 0

生存圏研究所

予算額合計 1,300,000 0 0 3,120,000 5,500,000 -                -               9,920,000 6,000,000 15,920,000
支出額合計 2,034,091 0 0 2,640,239 5,245,670 -                -               9,920,000 6,000,000 15,920,000
残高　合計 -734,091 0 0 479,761 254,330 -                -               0 0 0

総計

総予算額合計 17,400,000 37,900,000 10,960,000 18,000,000 31,000,000 13,060,000 21,690,000 150,010,000 22,501,500 172,511,500
総支出額合計 18,110,959 37,899,248 11,042,885 18,006,485 28,736,357 14,873,093 21,340,973 150,010,000 22,501,500 172,511,500
総残高　合計 -710,959 752 -82,885 -6,485 2,263,643 -1,813,093 349,027 0 0 0

　

合計間接経費
G-COE 直接経費

小計大学院教育部

会

若手養成・研

究部会

広報・成果出

版部会

拠点基盤整備

部会

研究グループ 人材育成セン

ター

事務局
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３.５ 情報基盤の整備 
 
 本年度は、広報活動および研究支援環境強化をおこない、安全に配慮しつつ円滑な

広報・研究活動の推進を図ることが出来た。主な活動は下記の通りである。 
① 遠隔会議サポート 

 本プログラムが共催した「International Workshop 2010 on Area Informatics 
Exploring Humanosphere and Urbanization of Hanoi」（2010 年 2 月 1〜2 日）にお

いて、ベトナム国家大学と接続し、プレゼン資料共有も含め距離を感じさせな

い活発な議論が行われた。 
 
 
 
 
 
 
 
 
   
 

② ホームページの情報基盤強化 
 京都大学学術情報メディアセンターのレンタルサーバ刷新に伴い新設され

た占有ヴァーチャルサーバへの移行を行い、ホームページに関する処理速度を

飛躍的に向上させた。その結果、アクセス数増大に伴うウェブサーバへの負荷

が軽減され、Google Map, Google Earth 連携システムの強化や電子書籍などの

新たなサービスを展開できるようになり、情報発信機能を強化することができ

た。同時に、占有システムになったことで、作業効率化システム導入を行うこ

とができ、ホームページ更新速度を向上させることができたことも特記すべき

である。 
③ 研究および研究支援活動の情報基盤環境強化 

 本プログラムで利用しているデータベース、メール、 メーリングリスト、

データ共有、障害対策（バックアップ）などの事務処理、研究促進環境を安全・

安定に提供するため、不正侵入対策、 統合管理型端末セキュリティ対策の抜

本見直しおよび作業環境の強化・整備を行なった。 特に近年、新型コンピュ

ータウィルスの到来とともに、研究対象地域だけでなく国内外からやってくる

ウィルスの頻度が爆発的に増え続けている。そのため、東南アジア研究所の組

織的な対策見直しと連携して対策した結果、従来検知できなかった多くのコン

ピュータウィルスにも対応でき、より安全で安心できる環境での研究および研

究支援を行うことができるようになった。 

遠隔会議の様子 
（ベトナム国家大学映像） 

遠隔会議の様子 
（東南アジア研究所側映像） 
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④ サーバ移転とネットワーク強化 
 稲盛財団記念館サーバ室へのサーバ移転を行い、より安全にサーバを運用で

きるようになった。また、現在東南アジア研究所で整備中の新たな組織ファイ

ヤウォールが設置されれば、ネットワーク利用帯域は現行の 100Mbps から

1Gbps(1000Mbps)へ拡張され、資料のよりシームレスなダウンロードや編集、

データ共有ができる予定である。 
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４．運営委員会の活動 

 
４.１ 概要 

運営委員会は、拠点リーダーと人材育成センター、４つの部会、自己点検委員会、

国際アドバイザリーボードの担当者、パラダイム研究会と４つの研究イニシアティブ

の幹事、事務局長によって構成し、本プログラムの活動計画について審議するととも

に、活動内容を確認した。プログラム開始以来、毎月一回、定例で開催してきたが、

プログラム運営が順調に推移している現状を踏まえ、運営委員会の開催を 2 カ月に 1
回、奇数月に開催することとした。平成 21 年度の開催日は以下のとおりである。 

 
第 21 回運営委員会   2009 年 4 月 6 日 
第 22 回運営委員会   2009 年 5 月 11 日 
第 23 回運営委員会   2009 年 6 月 1 日 
第 24 回運営委員会   2009 年 7 月 6 日 
第 25 回運営委員会   2009 年 9 月 7 日 
第 26 回運営委員会   2009 年 11 月 2 日 
第 27 回運営委員会   2010 年 1 月 5 日 
第 28 回運営委員会   2010 年 3 月 1 日 

 
４.２ 特定助教（G-COE）、特定研究員（G-COE）および研究員（時間雇用）の採用 

本プログラムを推進するために、2007 年 8 月と 2008 年１月に、特定助教（G-COE）
および特定研究員（G-COE）を公募し、2007 年 10 月１日に特定助教（G-COE）1 名と

特定研究員（G-COE）３名、2008 年 4 月１日に特定助教（G-COE）2 名と特定研究員

（G-COE）4 名を採用した。このうち、2007 年 10 月１日に採用した特定研究員（G-COE）
1 名は、2008 年 4 月 1 日付けで埼玉大学経済学部に専任講師として異動し、また 2008
年 4 月 1 日に採用した特定助教（G-COE）は 2009 年 4 月 1 日付けで東南アジア研究所

准教授に昇進した。 
本年度は、若手主要メンバーの大規模な入れ替えがあった。2007 年 10 月 1 日に採

用した特定助教（G-COE）１名は、2009 年 9 月 1 日付けで岡山大学大学院環境学研究

科の准教授として異動、2008 年 4 月 1 日に採用した特定助教（G-COE）１名は、2010
年 4 月 1 日付けで富士常葉大学社会環境学部に准教授として異動した。また、2008 年

4 月 1 日に採用した特定研究員（G-COE）のうち、１名は 2009 年 12 月 1 日付けで立

命館アジア太平洋大学に、1 名は 2009 年 1 月 15 日付けで筑波大学大学院生命環境科

学研究科に、それぞれ助教として異動した。 
上記の状況を鑑み、2009 年 9 年に特定助教（G-COE）2 名を内部公募し、2007 年 10

月 1 日に採用した特定研究員(G-COE)2 名が、11 月 16 日付けで特定助教（G-COE）に

昇進した。また、2009 年 11 月と 2010 年 1 月に特定研究員および研究員（時間雇用）

の公募を行い、特定研究員（G-COE）1 名と、研究員（時間雇用）4 名の採用（うち 2
名は博士論文提出を条件とする）を決定した。2010 年４月１日現在の人員は、特定助

教（G-COE）2 名、特定研究員（G-COE）3 名、研究員（時間雇用）2 名である。 
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５．人材育成センターの活動 

 
人材育成センターの主たる責務は、本プログラムにおいて展開される先端的な研究

と人材育成を融合させるとともに、文理融合型の国際的人材育成システムを構築する

ことである。そのために推進すべき柱として、次の 3 つを掲げてきた。すなわち、(1) ア
ジア・アフリカ地域に設置したフィールド・ステーションをさらに発展させ、そこに

おいて博士後期課程の（またはそれに相当する）大学院生の積極的な参加を得て、フ

ィールドワークや国際ワークショップを活発に展開すること、(2) 博士後期課程の大学

院生・ポスドク研究員・助教からなる若手研究者がプログラム全体に主体的に参画す

ることを促進して、彼らを新世代研究者として育成するとともに、若手研究者がパラ

ダイム形成から個別研究に至るまで実質的に貢献できるよう支援すること、(3) 地域研

究の全国的・国際的な拠点としての京都大学の将来構想と連動しつつ、新世代研究者

の育成を図るための制度設計をおこない、文理融合型の地域研究の国際的拠点を発展

させる戦略立案をおこなうこと、である。 
  
５.１ 大学院教育部会および若手養成・研究部会の組織運営 

(1) (2) のために、大学院教育部会および若手養成・研究部会を設け、集中的な活動

展開をおこなってきた（詳細については、5-1 および 5-2 を参照のこと）。また、若手

育成を推進するための具体的施策として、選抜した若手研究者を長期に海外に派遣す

ることをおこなった（詳細については、5.3 を参照のこと）。 
 
５.２ 新専攻「グローバル地域研究」、持続型生存基盤講座の設置について 

(3) については、本プロジェクト終了後に構想していた「京都大学地域研究グローバ

ルユニット（仮称）」に関連して、初年度に、研究と人材育成を融合するための構想の

立案を集中的におこなった結果、大学院教育において研究成果を還元すると同時に、

本プロジェクトが開拓する新分野の若手研究者を育成していくことがもっとも重要で

あるとの結論を得た。そのため、プロジェクトの終了を待たずに、ただちにその実現

に向かって着手することとなった。 
 具体的には、本プロジェクト参加部局の中で、大学院教育に特化している京都大学

大学院アジア・アフリカ地域研究研究科（ASAFAS）において、他の本プロジェクト

参加部局、特に東南アジア研究所、生存圏研究所、地域研究統合情報センターの協力

を得ながら、「グローバル地域研究」専攻を新設することを企画した。文科省、大学設

置・学校法人審議会への申請を経て、平成 21 年 4 月より「グローバル地域研究」専攻

が設置された。この新専攻では、本プロジェクトによる持続型生存基盤研究と連動す

る「持続型生存基盤論」講座、従来から ASAFAS の東南アジア地域研究専攻にあった

連環地域論講座（南・西アジア地域研究）を発展させた「イスラーム世界論」講座、

「南アジア・インド洋世界論」講座が設置された。後者の 2 講座も、持続型生存基盤

に関する研究において、持続型生存基盤論講座と緊密に連携する体制をとっている。 
 本プロジェクトの全体的な進展との関連で言えば、当初の計画では、第 2 年度をめ

どに「持続型生存基盤コース」を設置することをうたっていたが、「コース」の段階を
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超えて、第 3 年度に一気に持続型生存基盤論を研究する大学院生に博士号を授与する

ことができる制度的な発展をなしえたことは、特記すべき成果であろう。プロジェク

ト終了後に設置を予定していた「京都大学地域研究グローバルユニット（仮称）」につ

いても、その基幹部分の機能がすでに実現したことになり、成果の制度化という観点

から見ると、予定を大きく前倒しすることができた。また、新専攻を通じて本プロジ

ェクトの発展や成果をただちに大学院教育に直結させることによって、さらに所期の

目的をよりよく達成していく見通しがたった。 
 
５.３ 海外派遣助成 

国際的なディベート力を向上するために、若手研究者海外派遣助成を実施している。

平成 21 年度には、特定助教 1名を 1ヶ月間、カリフォルニア大学サンタクルーズ校に

派遣した。これにより、派遣者の英語での研究発表およびディベート能力が格段に向上すると

ともに、研究ネットワークを北米へと広げる効果があった。 

 
５.４ アジア・アフリカ人材育成 

優秀な大学院生に対する経済的支援は本プログラムの目的の一つである。そこで、

平成 20 年度より博士号取得支援と若手研究者交流を開始した。 
博士号取得支援については、平成 21 年 1 月に 3 名の若手研究者（マレーシア、バン

グラデシュ、インドネシア各 1 名）を招へいし、ワークショップを開催するとともに、

大学院アジア・アフリカ地域研究研究科への編入を推薦した。3 名とも編入が認めら

れ、平成 21 年 4 月から当大学院に編入した。このうち 1 名については、編入後、本プ

ログラムの RA として採用、1 名は日本学術振興会特別研究員（DC）（グローバル COE
枠）に採用、そして残りの 1 名は本国政府からの奨学金を財政的基盤とするものであ

る。 
３名の研究の進展を確実なものとするため、本プログラムの運営委員会の中に指導

教員群（各３名）と連携する「リエーゾン委員」を設け、適宜研究状況のモニターを

おこなってきた。21 年度において、３名とも順調に研究活動を遂行した。 
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５-１ 大学院教育部会 

 
大学院教育部会では今年度、主に次の二つのことに取り組んだ。一つは、①大学院

アジア・アフリカ地域研究研究科（ASAFAS）の第三の専攻として平成 21 年 4 月に設

置されたグローバル地域研究専攻のもとで「持続型生存基盤論講座」を開設し、本プ

ログラムが掲げる持続型生存基盤に関する講義および演習を実施した。いま一つは、

②大学院アジア・アフリカ地域研究研究科が掲げる臨地教育を推進する目的でアジ

ア・アフリカ諸国に設置されているフィールド・ステーションを活用し、若手研究者

の育成を推進するための大学院生派遣プログラムである。 
 

５-１.１ ASAFAS新専攻「グローバル地域研究」および「持続型生存基盤論講座」に

ついて 

 
大学院アジア・アフリカ地域研究研究科では継続的にカリキュラムの改善を推進し

ており、平成 20 年度からは、本プログラムで創出しようとしている持続型生存基盤論

（Humanosphere Studies）の中核科目として、同研究科の共通科目「持続型生存基盤研

究の方法」、「イスラーム世界生存基盤論」、「国際環境医学論」の提供を開始した。 
さらに平成 21 年 4 月、大学院アジア・アフリカ地域研究研究科グローバル地域研究

専攻および持続型生存基盤論講座を新設した。また同講座に新規で教授ポスト 2 を措

置した。事業推進担当者を中心とする他部局の関連教員も、この講座の教育研究活動

に協力教員として参画することにより、本プログラムで創生する持続型生存基盤研究

（Humanosphere Studies）を自主的・恒常的に継続・発展させることができる。同講座

では、平成 21 年度に、「持続型生存基盤研究の方法 I」、「持続型生存基盤研究の方法 II」、
「熱帯乾燥域生存基盤論」、「熱帯森林資源論」、「人間環境関係論」、「国際環境医学論 I」、
「国際環境医学論 II」、「生存圏科学論」の 8 つの講義を開講し、自然生態、政治経済、

社会文化を包摂した総合的地域研究と人類の生存基盤を左右する先端的科学技術研究

を融合させた教育研究活動の継承・発展に取り組んできた。これらの講義の概要は以

下の通りである。 
 
持続型生存基盤研究の方法 I（前期 2 単位、杉原薫） 
アジア・アフリカ地域の生存基盤（人間社会とそれをとりまく「生存圏」－森林や水

域。大気圏なども含む－）の構造と変動を考察するためのさまざまなアプローチを紹

介しつつ、歴史的な観点からの総合化を図る。理科系、文化系を問わず、地域研究の

側から環境問題に関心を持つ大学院生を対象とする。 
 
持続型生存基盤研究の方法 II（後期 2 単位、河野泰之） 
東南アジアを中心とする熱帯における農業開発、水利開発、農村開発委、農業生産と

環境保全の競合などを含む自然資源の利用と開発、管理に関する基本的な視点を考察

し、社会経済的側面を含む総合的な調査研究手法を学ぶ。 
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熱帯乾燥域生存基盤論（前期 2 単位、小杉泰） 
熱帯乾燥域である中東・北アフリカについて、歴史的にどのような生存基盤持続型の

社会・経済・政治システムが展開してきたのか、その特徴とは何か、またそのような

文明的な遺産を現代的に展開しつつあるイスラーム金融などの発展からいかなる将来

的な展望が描きうるのか、考察する。 
 
熱帯森林資源論（後期 2 単位、小林 繁男） 
熱帯林における生態資源の現状を地域住民の生活との相関で説く。森林生態資源を生

物資源と環境資源に区分し、前者を住民の生存基盤として人間の安全保障、後者を生

存基盤として地球環境問題との関連性を言及し、熱帯林生態資源の持続的利用につい

て考察する。 
 
人間環境関係論（前期 2 単位、田辺 明生） 
人間と環境の相互作用的な関係について、社会と技術と生態の連関に注目しながら論

じる。持続型生存基盤の構築に向けて、人間と環境の関係をどのように再構築できる

かを地球と地域の両方の視点から考察する。 
 
国際環境医学論Ａ（前期 2 単位、松林公蔵） 
疾病と老化に関する基本的事項を総論的に解説したのち、人の疾病、老化と自然生態

系ならびに文化に関する諸問題について、各受講生の関心領域との関連で、自由討議

をおこなう。この過程を経て、各自のテーマと医学は関連する事項を考察する。 
 
国際環境医学論Ｂ（後期 2 単位、松林公蔵） 
東南アジア諸国における地域在住高齢者の健康実態に関するフィールド医学的知見を

紹介し、個々の問題点に関する各論的討論を通じて、より具体的な課題の発見とその

解決法を模索する。 
 
生存圏科学論（後期 2 単位、山本衛 他） 
人類の生存圏である人類生活圏、森林圏、大気圏、宇宙圏などにおいて、人類社会の

持続的発展を考える上で重要となる自然あるいは人為起源の現象がどのように生起し

ているのかについて明らかにする。特に、地球大気環境の精密な計測手法について紹

介するとともに、観測情報の統合的な解析を通してそのメカニズムを総合的に分析す

る。また、森林の作用に注目しながら、生命科学的観点から森林資源としての木質の

形成機構の解析・統御方法について考察するとともに森林の環境修復を目指した研究

を紹介する。 
 

また、これらを補完するために、地球環境学舎を受け皿として全学的な講義体制を

構築している京都サステイナビリティ・イニシアティブ（KSI）のサステイナビリティ

学コースにおいて、以下の講義を提供した。 
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生存圏開発創成科学論（前期 2 単位、川井秀一・矢野浩之・大村善治 他） 
人類の生存圏である人類生活圏、森林圏、大気圏、宇宙圏などにおいて、人類の生存

を脅かすさまざまな事象が発生している。この生存圏の悪化の現状を打破し「治療」

に結びつく方策について考察するとともに、宇宙空間から地表に至る生存圏の新たな

開発創成の可能性について、太陽エネルギーの利用を軸として、持続的社会の構築に

向けた木質資源の循環システム構築のための技術開発、および宇宙太陽発電や人類の

宇宙活動を左右する宇宙電磁環境の衛星観測や計算機シミュレーションなど人類の宇

宙への生存圏の拡大のための技術開発の現状と展望について述べる。 
 
東南アジアの環境と社会（後期 2 単位、安藤和雄・速水洋子・河野泰之・水野広祐・

松林公蔵・清水展） 
東南アジアとその周辺域における自然資源の持続的利用、およびより広く環境と人間

生活に関わる諸問題について、技術的・生態学的観点からのみならず、民族、開発、

社会経済システムやポリティクスといった点からも幅広くとりあげ、南アジア、日本

との比較の視点を含め個別事例的に検討する。 
 
大学院アジア・アフリカ地域研究研究科は、5 年一貫制大学院であり、これらの科目

はいずれも、博士前期課程・後期課程を区別せず履修することができる。多くの大学

院生は、第一年次や第二年次にこれらの科目を履修し、第三年次以降は、研究分野を

横断する 3 名の指導教員による指導のもと、博士論文に向けた研究に専念している。 
 
５-１.２ ＴＡ・ＲＡプログラム 

 
RA については、以下の要領で公募を実施した。 

 
 
 

京都大学 
GCOE プログラム「生存基盤持続型の発展を目指す地域研究拠点」 

平成 21 年度リサーチ・アシスタント募集要項 
 

平成 21 年 2 月 13 日 
 
 
GCOE プログラム「生存基盤持続型の発展を目指す地域研究拠点」では、アジア・

アフリカ地域におけるフィールド調査にもとづいた地域研究を推進する目的で、広

く学内よりリサーチ・アシスタント（RA）を募集します。 
 

1. 採択予定者数：2 名 
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2. 採用期間： 10 ヶ月（平成 21 年 5 月～平成 22 年 2 月） 
 

3. 勤務時間および待遇： 
週 19 時間を上限に勤務予定を組んで頂きます。勤務日および時間は相談に応じます。

時給は原則として 1,407 円です。 
 

4. 応募資格： 
(1) 大学院博士後期課程（5 年一貫制の場合は 3 年次以上）に在籍し、本プログラム

の趣旨に沿った研究補助に従事することができる者は、所属研究科を問わず応募資

格があります。 
(2) 国費留学生、日本学術振興会特別研究員、および他のプログラム等で RA に採用

されている者は応募資格がありません。 
 

5. RA の職務および責務： 
海外フィールドワークの実施およびその成果の公開に関連した研究補助が主な職務

です。加えて、GCOE が主催する研究会に積極的に参加することが望まれます。 
 

6. 応募方法 
RA 申請書に必要事項を記入の上、宛に送信してください。応募締め切りは X 月 X
日です。 
 

7. 審査方法および採用通知 
GCOE 教育部会 ASAFAS 委員会において審査の上、採否を決定します（必要に応じ

て面接をおこなうことがあります）。選考結果は X 月 X 日までに通知します。 
 

8. GCOE プログラム「生存基盤持続型の発展を目指す地域研究拠点」とは 
本プログラムは、アジア・アフリカ地域の持続的発展に関する学際的研究を、グロ

ーバルで長期的な視野から、多面的に行うために創出されました。われわれは、ア

ジア・アフリカの地域研究に携わる研究者と、先端技術の開発に関わる科学者との

学問的対話を促進するために、「持続型生存基盤パラダイム」という新しい考え方を

提案し、地球温暖化のアジア・アフリカの地域社会への影響といった緊急の課題に

対応しつつ、ローカルな、あるいはリージョナルな持続的発展径路を追究したいと

考えます。 
本プログラムの主幹部局である東南アジア研究所は、強い学際的な志向を持った京

都大学の地域研究の伝統のなかで発展してきました。本プログラムは、大学院アジ

ア・アフリカ地域研究研究科が東南アジア研究所と協力して行った 21 世紀 COE プ

ログラムの成果を受け継ぐとともに、生存圏研究所などから森林科学・木質科学、

気候学・大気圏科学、物質循環論、エネルギー科学など「サステイナビリティー学」

の専門家を加えて、地域研究における科学的研究の幅を広げます。それによって、

先端科学技術の知識を、伝統的な地域研究を支えてきた生態学、政治学・経済学、
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社会学・人類学、歴史学、医学の知識と融合させることによって、これまでの体制

よりもはるかに幅広い人文科学、社会科学、自然科学の諸分野につうじた地域研究

の専門家や科学者を養成します。 
こうした試みは、国際的に見ても例のない、知のフロンティアへの挑戦であると同

時に、地域社会にとって喫緊の課題とも直接の関わりを持つ、実践的な性格も持っ

ています。 
 
詳しくは、本プログラムのウエブページをご覧下さい。 
http://www.humanosphere.cseas.kyoto-u.ac.jp/ 

 
 
 

この公募に対して 1 名の応募があり、次の 1 名を採用した。 
 
溝内克之（平成 21 年 9 月～平成 22 年 3 月） 
 
RA の活動としては、フィールド・ステーション派遣の対象者に対して、渡航計画書

を作成するための指導補助、および調査報告書を提出するための指導補助を行った。 
 
 
５-１.３ フィールド・ステーションを活用した若手研究者の育成 

フィールド・ステーションを活用した若手研究者の育成に関して大学院教育部会の

ASAFAS 委員会では、前・後期の二回にわけて公募を行うこととし、前期の募集期間

を平成 20 年 3 月 10 日－3 月 19 日、後期を 8 月 21 日－9 月 11 日に設定してそれぞれ

募集した。なお、募集要領（前期分）は以下の通りである。 
 
 
 

グローバル COE プログラム「生存基盤持続型の発展を目指す地域研究拠点」 
2009 年度フィールド・ステーション等派遣経費支援の申請について 

 
グローバル COE 大学院教育部会 

 
下記の通り、フィールド・ステーション等派遣支援の募集を行います。これは、グ

ローバル COE プログラム「生存基盤持続型の発展を目指す地域研究拠点」

（http://www.humanosphere.cseas.kyoto-u.ac.jp/）の一環として、ASAFAS が臨地教育の

拠点としてきたフィールド・ステーションを継承、発展させながら、大学院生の教育

研究を推進しようとする事業です。当支援では、博士予備論文の内容を拡充し、それ

を博士論文につなげるためのフィールド調査を奨励しています。 
希望者は申請書に記入の上、電子メールに添付して 3 月 19 日正午までに GCOE 教
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育 部 会 事 務 局 宛 に 送 信 し て く だ さ い 。 送 信 先 の ア ド レ ス は 
<gcoe_eduoffice@cseas.kyoto-u.ac.jp> とし、件名は「フィールド・ステーション等派遣

経費の申請」としてください。 
 
1. 申請資格 

申請者は、京都大学大学院アジア・アフリカ地域研究研究科の大学院生で、博士予

備論文を提出し合格した院生、他研究科で修士号を取得して本研究科に編入・転研

究科した院生、および本研究科の研修員で博士号を取得していない者にかぎります。

フィールド調査を予定している国や地域に ASAFAS のフィールド・ステーション

がなくても応募できます。なお申請にあたっては、必ず指導教員の承諾を得てく

ださい。 

2. 助成内容 
2009 年度中の派遣に対して、旅費、滞在費等を支援します。ただし、備品の購入

は対象外です。 

3. 選考基準 
研究計画の質、実行可能性、博士予備論文との関連性、ならびに博士論文への発展

性を考慮して選考を行います。 

4. 審査結果の通知 
提出された申請書は、グローバル COE プログラム教育部会において厳正に審査の

上、3 月末日までに審査結果をメールで通知します。 

注意事項 

1. 報告書の提出 
派遣を終了し帰国した日から 45 日以内に、調査結果を要約した報告書の提出を求

めます。報告書は、[1]派遣報告書（A4 一枚の簡単なもの）、[2]ホームページ掲載

用の和文報告書（2,000 字以下）、および [3]ホームページ掲載用の英文報告書（400
語程度）の三点を提出してもらいます。また[2]および[3]には、調査研究の様子が

わかる写真を添付してもらう必要があります。 

2. 本派遣事業の成果として論文が出版された場合には、論文の謝辞あるいは

Acknowledgement に、グローバル COE プログラム「生存基盤持続型の発展を目指

す地域研究拠点」の支援を受けた事を明記してください。 

和文例）本稿は、グローバル COE プログラム「生存基盤持続型の発展を目指す地

域研究拠点」における研究成果の一部である。 

英文例）This paper is a part of the outcome of the JSPS Global COE Program “In Search 
of Sustainable Humanosphere in Asia and Africa". 
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以上 

 
公募の結果 ASAFAS では、前期 14 名、後期 14 名、計 28 名の応募があり、応募締

め切り直後に選考委員会を開催して、前期 12 名、後期 8 名の派遣を決定した（表 5-1）。 
海外拠点を活用した研究教育支援体制の充実は、本プログラムにおける重要課題の

一つである。本プログラムのもとで運営・整備されている海外拠点は、アジアに 4 ヵ

所（ラオス国立大学、イェジン農業大学等（ミャンマー）、ハサヌディン大学（インド

ネシア）、タミルナードゥ農業大学（インド））、アフリカに 6 ヵ所（アジスアベバ大学

（エチオピア）、ナイロビ大学等（ケニア）、ソコイネ農業大学等（タンザニア）、ザン

ビア大学、ナミビア砂漠研究所、ヤウンデ第一大学（カメルーン））のフィールド・ス

テーションと、6 ヵ所の海外観測拠点（インドネシア科学院生物材料研究センター、

パムング MF レーダー観測所、ポンティアナック MH レーダー観測所、赤道大気観測

所、ムシフタンペルサダ社造林地（以上、インドネシア）、ペルサハーン・コシナール

社造林地（マレーシア））が設置されている。これらのフィールド・ステーションや海

外観測拠点は、大学院生の研究活動に活用されている。またこれら拠点には、教員が

頻繁に訪問しており、現地調査期間中も教育・論文指導を実施できる体制を構築して

いる。 
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５-２ 若手養成・研究部会 

 

 若手養成・研究部会の活動は、主に以下の 2 本の柱から成る。1) 特定助教（G-COE）
4 名（うち 2 名は 11 月 16 日着任）と特定研究員（G-COE）4 名に対して、本プロジェ

クトの中核となって調査研究を推進することを指導し支援した。2）15 件の個人・グ

ループの調査研究のために、総額 665 万円の「次世代研究イニシアティブ助成」を支

給し、その活動を支援した。 
 それら理系・文系の広い分野にまたがる若手研究者が、随時研究会を開いて情報・

意見交換を行い、生存基盤持続型の発展を目指した学際的共同研究の可能性を積極的

に探求することを奨励した。その他、成果の英語出版（単著、論文）を目的としたセ

ミナーを 2 回開催した。また、生存圏研究所およびインドネシア科学院(LIPI)とともに、

平成 21 年 8 月インドネシア・リアウ州において「生存圏科学スクール (Humanosphere 
Science School)」を共催した。 
 特定助教と特定研究員の他に、若手養成・研究部会が研究を支援した若手研究者は、

平成 19 年度が博士課程大学院生 11 名、ポスドク研究員 18 名、平成 20 年度が博士課

程大学院生 16 名、ポスドク研究員 13 名であった。平成 21 年度は、博士課程大学院生

6 名、ポスドク研究員 14 名に対し、生命圏科学スクール参加への助成や、次世代研究

イニシアティブ助成等により、総額 700 万円以上の支援を行った。 
若手養成・研究部会の支援を受けた者のうち、新たな職を得た者は、特定助教の生

方史数（岡山大学大学院環境学研究科准教授、平成 21 年 9 月 1 日）、木村周平（富士

常葉大学社会環境学部准教授、平成 22 年 4 月 1 日）、特定研究員の小林祥子（立命館

アジア太平洋大学助教、平成 21 年 12 月 1 日）、孫暁剛（筑波大学大学院生命環境科学

研究科助教、平成 22 年 1 月 15 日）、また特定研究員の佐藤孝宏と西真如については、

プロジェクト推進への多大な貢献と自身の研究業績を高く評価し、平成 21 年 11 月 16
日付で特定助教に任命した。加えて、大学院アジア・アフリカ地域研究研究科特任助

教の細田尚美（香川大学インターナショナルオフィス講師、平成 22 年 4 月 1 日）、ポ

スドク研究員の中山節子（宇都宮大学国際学部講師、平成 21 年 5 月 12 日）、宮本万里

（北海道大学スラブ研究センター研究員、平成 21 年 10 月 1 日）、海田るみ（東京農業

大学応用生物科学部研究員、平成 22 年 4 月 1 日）、黒崎龍悟（福岡教育大学教育学部

講師、平成 22 年 4 月 1 日）、山根悠介（常葉学園大学教育学部講師、平成 22 年 4 月 1
日）が新たに職を得た。 
 
５-２.１ 特定助教（Ｇ-ＣＯＥ）・特定研究員（Ｇ-ＣＯＥ）の活動 

4 名の助教と 4 名の研究員は、各自が各々の専門分野の論文を執筆するとともに、

生存基盤に係わる問題系に積極的に取り組んで調査研究を行った。個々人の主な業績

を以下に簡単に紹介する。 
特定助教について、生方は、英語論文 2 本、日本語論文 4 本を発表したほか、7 回

の口頭発表を行った。木村は、日本語の論文 4 本を発表したほか、6 回の口頭発表を

行った。 佐藤は、日本語論文 2 本、英語論文 1 本を発表したほか、2 回の口頭発表

を行った。西は、日本語論文 1 本を発表したほか、4 回の口頭発表を行った。 
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特定研究員について、藤田は、英語論文を 1 本、日本語論文を 2 本発表したほか、2
回の口頭発表を行った。和田は、8 本の英語論文、4 本の日本語論文を発表したほか、

8 回の口頭発表を行った。孫は、1 本の英語論文、1 本の日本語論文を発表したほか、

3 回の口頭発表を行った。 
 

５-２.２ 次世代研究イニシアティブ・研究助成の交付 

 以下の 15 件の若手研究者・グループに対して、総額 665 万円の助成を行った（氏名、

所属、研究課題、助成額の順に記載）。 
1. 石坂晋哉（東南アジア研究所・研究員）「インド環境運動による「生存基盤持続型

発展」の規範・制度の構築」（35 万円） 
2. 伊藤義将（ASAFAS・研究員）「エチオピア南西部、山地森林域における生存基盤

としての『コーヒーの森』の持続的利用の 可能性」（50 万円） 
3. 海田るみ（生存圏研究所・研究員）「熱帯人工林持続のための樹木の育種研究」（50

万円） 
4. 北守顕久（生存圏研究所・助教）「東南アジア諸地域における次世代現地型構法の

開発に向けた木造建築実態調査」（25 万円） 
5. 佐川徹（ASAFAS・研究員）「東アフリカ紛争多発地域において外部介入が生存基

盤の再生に果たす役割」（80 万円） 
6. 藤田素子（東南アジア研究所・特定研究員）「熱帯大規模アカシア植林地における

鳥類相の変化に起因する物質循環への影響」（55 万円） 
7. 西真如（東南アジア研究所・特定研究員）「エチオピア南西部の農村における生産・

労働と HIV/AIDS の影響を受けた世帯 の生存基盤」（55 万円） 
8. 宮本万里（東南アジア研究所・研究員）「ブータンの民主化プロセスにおける開発・

環境政策の変容と村落社会の価値体系の再編に関する政治人類学的研究」（25 万

円） 
9. 渡辺一生（東南アジア研究所・研究員）「東北タイ農民の生存戦略における自給的

稲作の位置づけ」（40 万円） 
10. 渡邉一哉（東南アジア研究所・研究員）「東南アジア沿岸域が提供する生態資源と

利用するヒトの動態」（35 万円） 
11. 浜元聡子（東南アジア研究所・研究員）「被災地に生きる選択－－生存基盤の確保

と地域防災対策をめぐる研究」（35 万円） 
12. Haris Gunawan (ASAFAS) "The Ecological Characteristic of Peatland Ecosystem in 

Giam Siak Kecil -Bukit Batu Biosphere Reserve, in RiauProvince, Sumatra, Indonesia."
（30 万円） 

13. 古市剛久（ASAFAS・特任助教）「東南アジアでの自然災害に際しての現場情報ニ

ーズと研究機関の情報提供」（55 万円） 
14. 小林祥子（東南アジア研究所・特定研究員）「マイクロ波合成開口レーダ（SAR）

の偏波散乱行列データ解析による森林バイ オマス量の推定」（45 万円） 
15. 山根悠介（東南アジア研究所・研究員）「インド亜大陸北東域における竜巻など瞬

発性気象災害の実態解明に関する研究」（50 万円） 
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５-２.３ 研究会・シンポジウム等の開催  

 以下の研究会・シンポジウムを開催した。 
 
次世代研究イニシアティブ報告会 (2009/4/2) 
2008 年度次世代研究イニシアティブ助成の対象となった 13 の研究課題の成果報告

会を開催した。報告者および発表題目は以下のとおりである。 
 

1. 藤田素子（GCOE 研究員）「熱帯大規模アカシア植林地における生物多様性の評価

および鳥類相の変化に起因する物質循環への影響」 
2. 和田泰三（GCOE 研究員）「地域在住高齢者の老年症候群とそのケアの実態：タイ・

日本の国際間比較」 
3. 木村周平（GCOE 助教）「ローカルな潜在知としての災害の記憶：トルコ・台湾・

インドネシアの地域間比較から」 
4. 甲山治（GCOE 助教）「多くの水問題を抱える国際河川流域における問題解決型の

水文学の実践：中央アジア・アラル海流域を事例として」 
5. 海田るみ（生存圏研究所研究員）「熱帯人工林持続のための樹木の育種研究」 
6. 田畑悦和（生存圏・理学研究科院生）「インドネシア海洋大陸域における日変化特

性の研究」 
7. 黒崎龍悟（ASAFAS 研究員）「農村開発のフィードバック・プロセスを内包した実

践的地域研究の確立に関する研究」 
8. 白石壮一郎（ASAFAS 非常勤研究員）「持続的な社会を構築するための「参加的民

主主義」の検討：現代アフリカにおけるローカルな政治実践の経験から学ぶ」 
9. 藤岡悠一郎（ASAFAS 院生）「南部アフリカ・乾燥地域における農牧民の生存基盤

としてのローカル・フロンティアの役割とその動態」 
10. 孫暁剛（GCOE 研究員）「アジアとアフリカの牧畜社会における生業の多角化と持

続型発展に関する比較研究」 
11. 古市剛久（東南研非常勤研究員）「島嶼部東南アジアにおける流域スケールの土地

利用変遷とその主要な影響としての表土流出」 
12. 相馬貴代（ASAFAS 院生）「導入樹種 Leucaena leucocephala の除去がワオキツネザ

ルの生態に及ぼす影響」 
13. 近藤史（ASAFAS 研究員）「タンザニア南部高地における造林焼畑の持続可能性の

検討：アフリカ農村の社会基盤に根ざした「人為植生の循環利用」モデルの構築に

むけて」 
 
「実践的地域防災教育研究会『被災地に関わる災害研究とは』」(2009/11/27) 
趣旨：2006 年 5 月に発生した中部ジャワ地震を契機に、東南アジア研究所有志によ

る社会的災害復興支援・地域研究が、とりおこなわれることとなりました。この間、

京都大学大学院工学研究科と共同で、毎年 8 月から 9 月にかけて、ジョグジャカル

タ特別周および中ジャワ州の被災地において、主として小学生を対象とした防災教

育普及活動に取り組んできました。2009 年度は、立命館大学国際部の協力も得て、
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三者による防災教育活動を実施いたしました。 本活動報告会では、直接的には自然

災害を専門とはしない教員・研究員・大学院生・ 学部学生が、緊急時のボランティ

アや短期的な調査研究の枠にとどまらず、いかに 被災地と関わってきたか、その経

験について報告します。 
 
1. 間中光／立命館大学大学院社会学研究科博士課程前期「大学生による長期的な被災

地支援の可能性～立命館による災害復興支援を事例に～」 
2. 長神新之介／京都大学大学院工学研究科「インドネシアにおける防災教育活動と現

状」 
3. 浜元聡子／東南研「被災地に生きる選択」 
 
「人間圏を解き明かす―人間の生存、人びとのつながり」(2010/3/14-16) 
趣旨：エネルギー問題や大規模な環境問題が顕在化しつつある現在、必要なのは何を

「持続可能性」の核とすべきか、という問いである。本グローバル COE は、それを「生

存基盤」だと考え、地球圏・生命圏・人間圏の相互作用のなかで、生存基盤の持続を

もたらすような発展はどのようになされうるのかを考えてきた。こうした背景に基づ

きながら、本シンポジウムは、人間の多様な社会、またそこにある知識や価値、制度

や歴史を包摂する広い概念としての「人間圏」に焦点を当て、生を支える社会関係や

環境がいかに形づくられているかについて議論したい。植民地主義や近年のグローバ

ル化の大きな流れの中で、都市や地域社会ではどのような問題が現われ、どのように

対処されているのか。生存を支える信仰や思想は、今どのようなあり方をしているの

か。多様な社会状況についての事例を通じて、こうした問題を明らかにしたい。 
 
1. 石坂晋哉（京大東南研）「『たたかいの政治』から『つながりの政治』へ―現代イ

ンドの環境運動」 
2. 安田章人（京大 ASAFAS）「『持続可能な』野生動物管理の政治と倫理―カメルー

ン・ベヌエ国立公園地域におけるスポーツハンティングと地域住民の関係を事例

に」 
3. 中川千草（関西学院大学）「トウヤ制度の変更と社会文節の再編プロセス―三重県

熊野灘沿岸部・相賀浦 地区を例に」 
4. 富田敬大（立命館大学）「ポスト社会主義期の地方社会と牧畜経営―モンゴル北部・

オルホン郡の事例から」 
5. 二宮健一（神戸大学）「ジャマイカの『ダンスホール・ゴスペル』―パフォーマテ

ィヴに構築されるキリスト教徒の『男らしさ』の考察」 
6. 八木百合子（総合研究大学院大学）「アンデス高地農村における聖人信仰と祭礼を

めぐる社会関係」 
7. 松原康介（東京外国語大学）「中東における都市保全計画の変遷―フランス植民地

主義から世界遺産保全へ」 
8. 山田協太（京大 ASAFAS）「近代都市あるいは都市の近代―南アジアのオランダ植

民都市、コロンボ、コーチン、ナーガパッティナムの経験をつうじて」 
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9. 清水貴夫（名古屋大学）「少年の移動『ストリート・チルドレン』―ワガドゥグの

事例を中心に」 
10. 日下渉（京大人文研）「『買票』か『福祉サービス』か？―マニラ首都圏の地方選

挙におけるモラリティ」 
 
５-２.４ インドネシア・チビノンで開講された生存圏科学国際スクールとシンポジ

ウムへの若手部会のメンバー派遣 

生存圏研究所、東南アジア研究所、G-COE プログラム「生存基盤持続型の発展を目

指す地域研究拠点」、およびインドネシア科学院 (LIPI) の共催により、平成 21 年 8 月

4-5 日に開催された第 3 回生存圏科学スクール (Humanosphere Science School; 以下

HSS) に、特定研究員（G-COE）の藤田素子、大学院アジア・アフリカ地域研究研究

科研究員の樺沢麻美、および同研究科大学院生の西本希呼を派遣した。 
1. 藤田素子 “Biodiversity in plantation: case studies in acacia plantation on birds, termites 

and fungi” 
2. 西本希呼 “A descriptive study of the Anandroy dialect of Malagasy: concept of time and 

space” 
3. 樺沢麻美 “Ecotourism in Indonesia: seeking models for developing ecotourism in Riau” 

 
５-２.５ Ｇ-ＣＯＥ国際シンポジウムでの発表 

平成 21 年 12 月 14－17 日に開催された国際シンポジウム”Changing Nature of Nature: 
New Perspectives from Transdisciplinary Field Science”において、特定研究員の藤田素子

が第 1 セッション “Rethinking Human Disturbance” の議長 (convener) を、特定助教

の木村周平が第 4 セッション “Defining the Scale and Scope of Enquiry” の議長をそれ

ぞれ務めた。総合討論においては、他の特定助教、特定研究員も含め若手研究者が

積極的に討論に参加した。またこの国際シンポジウムにおいて特筆すべきは、その

企画段階から若手研究者が積極的に参加し、それぞれの専門分野と生存基盤プロジ

ェクトを具体的にいかに結びつけ、発展させるかを真剣に考え議論したことである。 
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６．研究イニシアティブ 

６.１ パラダイム研究会 

 研究イニシアティブは、プログラムのメンバーが 4 つのイニシアティブにわかれて

共同研究を行うために設置された。パラダイム研究会は、本報告書の 2 で述べた「パ

ラダイム形成」という目標を担うとともに、イニシアティブ相互の関連や全体の流れ

を議論する、本プログラムの中心となる研究会である。平成 21 年度は 10 回（特別研

究会を含めると 11 回）開催された。詳細は以下の通りである。 
 
 第 17 回研究会（2009/4/20） 
「生存基盤持続型発展を目指した研究活動報告」 

藤田幸一（京都大学東南アジア研究所）「農業社会から工業社会へ、それからどこ

へ」 
藤田素子（京都大学東南アジア研究所）「都市環境における鳥と人との相互作用系」 
林隆久（京都大学生存圏研究所）「リアウにおける G-COE 再構築」 
速水洋子（京都大学東南アジア研究所）「人間圏における生のつながり：生存基盤

としての再生産再考」 
 第 18 回研究会（2009/5/18） 
「東京の都市再生：歴史とエコロジーの視点から」 

陣内秀信（法政大学デザイン工学部）「東京の都市再生：歴史とエコロジーの視点

から」 
討論者：藤井滋穂（京都大学地球環境学堂・グローバル COE「アジア・メガシテ

ィの人間安全保障工学拠点」）、岩城孝信（法政大学） 
 第 19 回研究会（2009/6/12） 
「インドネシアの泥炭：森林における火災と炭素管理」 

大崎満（北海道大学）「インドネシアの泥炭：森林における火災と炭素管理」 
討論者：甲山治（京都大学東南アジア研究所） 

 第 20 回研究会（2009/6/15） 
「トランスサイエンスとは何か：STS 的視角から」 

小林傳司（大阪大学 コミュニケーションデザイン・センター ）「トランスサイエ

ンスとは何か：STS 的視角から」 
討論者：生方史数（京都大学東南アジア研究所 ）、篠原真毅（京都大学生存圏研

究所） 
 第 21 回研究会（2009/7/13） 
「健全な生態系とは何か？生物多様性条約は何を守るのか」 

松田裕之（横浜国立大学・環境情報研究院）「健全な生態系とは何か？生物多様性

条約は何を守るのか」 
討論者：山尾政博（広島大学） 

 第 22 回研究会（2009/9/7） 
「インドネシアにおける赤道大気研究」 



 

 28 

津田敏隆 （京都大学 生存圏研究所）「インドネシアにおける赤道大気研究」 
討論者：甲山治 （京都大学 東南アジア研究所） 

 第 23 回研究会（2009/10/19） 
「人間の安全保障と開発：国際規範の指標化は可能か？」 

峯陽一（大阪大学グローバルコラボレーションセンター）「人間の安全保障と開発

―国際規範の指標化は可能か？」 
討論者：佐藤孝宏・和田泰三 （京都大学東南アジア研究所）、生方史数 （岡山大

学） 
 特別研究会（2009/10/19） 
“Biosphere Reserves in Indonesia” 

Endang Sukara （LIPI インドネシア科学院次官） “Biosphere Reserves in Indonesia” 
 第 24 回研究会（2010/1/18） 
「熱帯森林生命圏と人間圏・地球圏の繋がり」 

川井秀一（京都大学生存圏研究所）「熱帯森林生命圏と人間圏・地球圏の繋がり」 
討論者：生方史数（岡山大学）、甲山治（京都大学東南アジア研究所） 

 第 25 回研究会（2010/2/15） 
「東アジアモンスーン地域における生存基盤の展開：持続的農業の視点から」 

田中耕司（京都大学地域研究統合情報センター）「東アジアモンスーン地域におけ

る生存基盤の展開：持続的農業の視点から」 
討論者：渡辺隆司先生（京都大学生存圏研究所） 

 第 26 回研究会（2010/3/23） 
「南アジア地域における農業の発展経路」 

脇村孝平（大阪市立大学）「南アジア地域における農業の発展経路―生態・社会・

技術」 
田辺明生（京都大学大学院アジア・アフリカ地域研究研究科）「南アジアの発展経

路と社会的分業」 
討論者：大島真理夫先生（大阪市立大学） 

 
平成 21 年度においては、昨年度に引き続き、篠原を中心に、杉原、河野、清水、神

崎と GCOE 助教・研究員のメンバーでアイデアを出し合い、必要に応じて外部から報

告者、討論者、参加者を招待するかたちで研究会を設定していった。今年度開催され

た 10 回（特別研究会を含めると 11 回）のパラダイム研究会では「生存圏」の概念を

導入した新しい地域研究について活発な議論を行った。パラダイム研究会では毎回講

演者と討論者、及びフロアで活発な議論が行われ、2 時間の予定時間をいつも超過し、

懇親会でも議論が継続されることがほとんどである。 
地域研究に社会・制度・経済等のグローバル化の視点を導入することはこれまでも

行われてきたが、この研究会ではさらに気候や生態等の自然科学の視点とテクノロジ

ーの視点を取り入れることで視野の拡大を図っている。逆に理論・技術の一般化の限

界が叫ばれ、研究の複合化が期待される自然科学者や技術者にとってローカルな視点、

歴史的視点を導入することは、研究を新たな地平へと導くこととなる。 



 

 29 

パラダイム研究会の活動を通じ「生産から生存へ」「圏間のつながり」「生のつなが

り」「親密圏と公共圏」等のキーワードが生まれた。また生存基盤指数の策定を念頭に

置いて「国際規範の指標化」が議論されたことに加え、東南アジアや南アジアといっ

た諸地域の生存基盤をマルチディシプリナリーな視点から長期の発展経路として理解

しようとする議論も行われた。パラダイム研究会の活動は 4 つのイニシアティブの活

動に/からスピンオフ/インされ、グローバル COE としてパラダイム形成に向けた議論

の深化に貢献している。 
 

第 3 回国際シンポジウム 
 パラダイム研究会を通じた議論を踏まえ、第 3 回国際シンポジウム「Changing Nature 
of Nature - New Perspectives from Transdisciplinary Field Science -」が、2009 年 12 月 14
日~17 日に京都大学稲盛財団記念館で開催された。滋賀県の里山地域におけるフィー

ルドトリップによって始まった当シンポジウムは、4 つのセッション（各セッション 4
本の報告、合計 16 本の研究報告）と総括セッションから構成された。 

現代社会における｢自然｣/｢非自然｣の境界生成と可塑性に注目し、その歴史・地域限

定的な背景要因とこれに起因する動態理解の方法論を、パッチ、ランドスケープ、コ

ミュニティ、領域国家など様々な分析スケールから検討した。論文発表者は、生態学、

人文地理学、自然地理学、文化人類学、歴史学、国際関係論、水文学、植物学、地球

物理学、社会学、地域研究などの専門家からなり、自然科学と人文・社会科学を架橋

し、｢攪乱｣、｢コネクション｣、｢スケール｣などを鍵概念としながら、社会システムと

自然システムの接合動態の検討の方法論を模索した。 
各セッションでは、生命圏(biosphere)における商品連鎖、水害に代表される地球圏

(geosphere)による在地コミュニティに対する攪乱、政治経済的な力学要因としての水

資源、ポスト産業造林社会の里山観、植物分類体系の地域比較、人為攪乱下での生物

多様性、地震や干ばつなど大規模自然災害のもとでの在地社会の歴史動態、さらには

自然と社会の関係理解のための時間的/空間的分析単位に関する方法論的議論など分

野横断的な議論が交わされた。 
本プログラムのメインになる国際シンポジウムとしては、これが 3 回目になるが、

いつも総括セッションで問題になるのが、なぜパラダイムを形成しなければならない

か、という問いである。過去 2 回のシンポジウムでは、パラダイムが新しい視点から

の研究を誘発する可能性に力点を置いてわれわれの営為を正当化してきたが、今回は

さらに踏み込んで、ある大きな目標の設定（たとえば地球温暖化の可視化）が、さま

ざまな分野（たとえば歴史学や経済学）の対象領域の設定に影響し、目的意識を共有

することによって古い分野が新しいテーマを獲得するといったレベルの貢献にも注目

する必要があることが指摘された。 
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国際シンポジウムプログラム 
JSPS Global COE Program 

In Search of Sustainable Humanosphere in Asia and Africa 
 

The Third International Conference  
Changing Nature of Nature: New Perspectives from Transdisciplinary 

Field Science 
 

Program (Updated on Dec. 7th, 2009) 
 
December 14, 2009    

Field Trip to Satoyama (Shiga Prefecture)   
 
December 15, 2009 
8:30  Registration 
 
9:00-9:15  Keynote speech by Noboru Ishikawa (Kyoto University) 
 

Session 1: Rethinking Human Disturbance 
(Conveners: Masayuki Yanagisawa, Kusumaningtyas Retno, and Motoko Fujita) 

 
9:15-9:20  Introduction  
 
9:20-9:55  Ryoji Soda   (Osaka City University) 

“River Improvement History in Japan: Rethinking Human-nature Interactions” 
 
9:55-10:30 Katsue Fukamachi   (Kyoto University) 

“The Role of Sustainable Management of Traditional Satoyama Landscape Elements: A 
Case Study from the Ecological Viewpoint.” 

 
10:30-10:40 Coffee break  
 
10:40-11:15 Sara Cousins   (Stockholm University) 

“Slow Species in Fast Landscapes” 
 
11:15-11:50 Eben Kirksey   (University of Pittsburgh) 

“The NaturalCultural History of Palo Verde, Costa Rica” 
 
11:50-12:20 Discussion  
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12:20-13:30 Lunch  
 
13:30-13:50 Short film by Eben Kirksey 

 
Session 2: Cross-continental Connections 

(Conveners: Kunio Tsunoda, Hiromu Shimizu and Noboru Ishikawa)  
 

13:50-14:00 Introduction 
 
14:00-14:35 Heather Swanson   (University of California, Santa Cruz) 

“Patterns of Nature-cultures: The spatial redistribution of Pacific Salmon” 
 
14:35-15:10 Eric Tagliacozzo   (Cornell University) 

“A Sino-Southeast Asian Circuit: Ethno-histories of the Marine Goods Trade” 
 
15:10-15:20 Coffee break 
 
15:20-15:55 Anna L. Tsing   (University of California, Santa Cruz) 
 “Blasted Landscapes (and the gentle arts of mushroom picking)” 
 
15:55-16:30 Fumito Koike   (Yokohama National University) 
 “Biological Invasions as a Cause of Irreversible Change” 
 
16:30-17:00 Discussion  
     
18:00  Reception   

Place:  Hakusasanso, Hashimoto Kansetsu Garden and Museum    (Fee: 1500 yen) 
 
December 16, 2009  

Session 3: Water Resources as a Driving Force of Social Change 
(Conveners: Toshitaka Tsuda, Yasuyuki Kono and Osamu Kozan) 

 
9:00-9:10  Introduction 
 
9:10-9:45  Kenneth Pomerantz   (University of California, Irvine) 

"Drought, Climate Change, and the Political Economy of Himalayan Dam-Building" 
 
9:45-10:20 Shinjiro Kanae   (Tokyo Institute of Technology) 

“A State-of-the Art Global Water Resources Assessment and its Future Extension for 
Sustainability” 
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10:20-10:30 Coffee break 
 
10:30-11:05 Fumiaki Inagaki   (Keio University) 

“The Water Management of Central Asia in Transformation” 
 
11:05-11:40 James Warren   (Murdoch University) 

“Climate Change and the Impact of Drought on Human Affairs and Human History in the 
Philippines, 1582 to 2009” 

 
11:40-12:10 Discussion 
December 17, 2009 

Session 4: Redefining the Scale and Scope of Enquiry  
(Conveners: Shigeru Araki, Naoki Shinohara and Shuhei Kimura) 

 
9:00-9:10  Introduction  
 
9:10-9:45  Anthony Reid   (Kyoto University / The Australian National University) 

“Seismology and Human Settlement: Global Contexts for Local (Sumatra) Patterns” 
 
9:45-10:20 Miyako Koizumi   (Research Institute for Humanity and Nature) 

“Objective and Methodology of Natural Science and Its Limitations to Deal with 
Environmental Problems” 

 
10:20-10:30 Coffee break  
 
10:30-11:05 Sanga-Ngoie Kazadi   (Ritsumeikan Asia Pacific University) 

“GIS and Remote Sensing for Wildlife Monitoring and Management in Eastern Africa” 
 
11:05-11:40 Sing Chew   (Humboldt State University / Helmholtz Centre for 
Environmental Research - UFZ) 

“Nature–Culture Relations over World History: Globalization, Crises, and Time” 
 
11:40-12:10 Discussion  
 
12:10-14:00 Lunch  
 
14:00-16:30 General Discussion  Chair: Noboru Ishikawa   
  
17:00-18:00 Advisory board meeting  
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６.２ 研究イニシアティブ１ 

研究イニシアティブ 1「環境・技術・制度の長期ダイナミクス」の課題は、人類が

技術と制度の発展を通じてアジア・アフリカ地域の環境に与えてきた影響を歴史的に

たどることによって、将来の技術・制度変化の方向を探ることである。3 年目の平成

21 年度は、2 年目に引き続き、4 つの研究班の研究を継続発展させつつ、研究班相互

の研究交流を促進することによって、全体としての方向づけをすることに努力を傾注

した。 
 
全体研究会 
 イニシアティブ 1 研究会（アジアの政治・経済・歴史）（2009/5/11） 

中岡哲郎（大阪市立大学経済学部名誉教授）「後発工業化と労働集約性をめぐるい

くつかの疑問について」 
 イニシアティブ 1 研究会（日本学術振興会科学研究費補助金基盤研究 B「化石資

源世界経済」の形成と森林伐採・環境劣化の関係に関する比較史的研究」と共催）

（2009/6/28） 
杉原薫（京都大学）「趣旨説明「化石資源世界経済」の形成と森林伐採」 
斎藤修（一橋大学）「森林の環境経済史：課題と比較」  
柳澤悠（千葉大学）「入会地の日・印比較：管理体制・肥料・森林の変容」 
水野祥子（九州産業大学）「大戦間期イギリス帝国における環境危機論」  
西村雄志（松山大学）「英領インドにおける鉄道建設と森林の商業化、1890－1913
年：枕木交易統計の一考察」 

 イニシアティブ 1 研究会 （2010/1/29） 
「自然と非自然の境界生成に関する学際的研究」 
Paul Kratoska（シンガポール国立大学）Rice in Southeast Asia - From Empires to 
Nations (1920s-1950s) 
コメント：Anthony Reid（京都大学東南アジア研究所客員研究員） 

 イニシアティブ 1 研究会（アジアの政治・経済・歴史）（2010 /2/22） 
柿崎一郎（横浜市立大学国際総合科学部）「『タイ経済と鉄道』からインドシナ交

通論へ」 
 
「古典のなかのアジア経済史」研究会（代表 籠谷直人） 

現時点におけるアジア経済史研究でしばしば言及される文献を取り上げて、その研

究史的意義を検討する。 
 第 11 回 研究会（2009/4/25） 

籠谷直人「一年のまとめと展望」 
神田さやこ「クリス・ベイリー論」 

 第 12 回研究会（2009/6/27） 
籠谷直人「浅香末起がみた「南方圏」」 

 第 13 回研究会（2009/10/24） 
坂本優一郎「大塚久雄『株式会社発生史論』をめぐって」 
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 第 14 回研究会（2009/12/19） 
木谷名都子「合名会社、合資会社、株式会社」 
籠谷直人「第一次大戦期の日本の株式会社化について」  

 第 15 回研究会（2010/2/6) 
上田貴子「石田興平論のなかの満州経済」 

国際ワークショップ（2010/3/9-10） 
Institutions and Dynamics of the Pre-Modern Global Trade、Asia and North America in the 

18th to 19th Centuries、Co-Sponsored by JSPS Project “The Transformation of the World 
Order in East Asia: The Tributary System and Hushi from the 14th to the Early 20th Century” 
and JSPS Project “The Global Trade Expansion and Reorganization of Transaction Systems: 
Historical Analyses of Asia and the North America in 19th to 20th Century”に参加。 
 
「中東・イスラーム地域における環境・技術・制度の長期ダイナミクス」研究会（代

表 小杉泰） 
(1) 生存基盤持続型のイスラーム・システムの史的展開 、(2) 湾岸地域と産油経済の

長期戦略 、(3) 資本主義のオルタナティヴとしてのイスラーム経済、を主たるテーマ

として研究する。平成 21 年度は、以下のような研究会・ワークショップを行った。 
 
 G-COE／KIAS／ダラム大学国際ワークショップ（2009/7/23-24） 

“Evaluating the Current Practice of Islamic Finance and New Horizon in Islamic 
Economic Studies” 

発表 1：Dr. Zurina Shafii (Universiti Sains Islam Malaysia)"Risk Management in 
Islamic Finance: A Review of Risk Transfer Practices" 

発表 2：Dr. Shahida Shahimi (Universiti Kebangsaan Malaysia)"Corporate Governance 
and Risk Management in Islamic Banks" 

発表 3：Hylmun Izhar (Durham University)"Identifying Operational Risk Exposures in 
Islamic Banking" 

発表 4：Rifki Ismal (Durham University)"How Do Islamic Banks Manage Liquidity 
Risk?" 

発表 5：Ros Aniza Mohd.Shariff (Durham University)"The Global Banking Crisis: Is 
There a Total Immunity for Islamic Banking and Finance?" 

発表 6：Nazim Zaman (Durham University)"Building Human Capital in an Islamic 
Development Paradigm: Trust and Faith in the Makkan Model" 

発表 7：Dr. Shinsuke Nagaoka (JSPS, Kyoto University)"Conflict and Coordination 
between Economic Feasibility and Sharia Legitimacy in Islamic Finance" 

発表 8：Dr. Mehboob ul-Hassan (JSPS, Kyoto University)"Khurshid Ahmad’s 
Contribution in Islamic Economics" 

発表 9：Zulkifli Hasan (Durham University)"Regulatory Framework of Shari’ah 
Governance System in Malaysia, GCC Countries and the UK" 

発表 10：Mohd Rahimie Abd Karim (Durham University)"Islamic Investment Vs 
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Unrestrcited Investment: An Unlevel Playing Field?" 
発 表 11 ： Nobutada Takaiwa (Hitotsubashi University)"Waqf and Trust: A 

Consideration of Property Arrangements in Islam and the West" 
発表 12：Shamsiah Bte Abdul Karim (Durham University)"Contemporary Shari’ah 

Compliant Structuring for the Management and Development of Waqf Assets" 
発表 13：Suhaili Almaamun (Durham University)"Islamic Estate Planning: Malaysian 

Experience" 
発表 14：Muhammad Hakimi (Kyoto University)"Theory of Sharecropping from 

Islamic Economics Perspectives" 
 G-COE／KIAS／TUFS 国際ワークショップ（2009/7/30） 

“Globalization and Socio-political Transformation: Asian and the Middle Eastern 
Dimension” 

発表 1：Yushi CHIBA: Political Power, Islamic Legitimacy and Mass Media in Modern 
Egypt 

発表 2：Maja VODOPIVEC: Without Right to Remember or How did the Bruce Lee 
Stayed Without his First World`s Monument 

発表 3：Ali GOLMOHAMMADI: Modernization and the Response of Political Elites 
(A Comparative Study of Qajar Iran and Tokugawa Japan) 

発表 4：Emiko SUNAGA: Historical Discourses in Pakistan: A Case Study of School 
Textbooks 

発表 5：Koji HORINUKI: Administrative Reform and Globalization Strategy in Dubai: 
Its Characteristics, Achievements and Impacts for Economic Development 

発表 6：Jun HAGIHARA: Scoio-Economic Transformation of Saudi Arabia after King 
Faysal 

発表 7：Aiko HIRAMATSU: The Changing Nature of the Parliamentary System in 
Kuwait: the National Elections in the Recent Decades 

発表 8：Christopher DAVIDSON: Abu Dhabi and Dubai: A Tale of Two Emirates 
発表 9：Housam DARWISHEH: Parliamentary Elections and Electoral Systems under 

the Mubarak Rule in Egypt: Determinative Factores in the Process of Electoral 
Participation 

発表 10：Yusuke KAWAMURA: Political Liberalization in 1970s' Egypt 
発表 11：Intisar al-FARTTOOSI: Forced Displacement in Iraq Triggered by conflict 

post-2003 
発表 12：Shizuka IMAI: The Elastic Nature of Jordanian Nationality: Fluctuating 

Relations of Nationality and Passport between the Two Banks of the Jordan River 
 G-COE／KIAS ワークショップ（2009/9/26） 

「現代湾岸諸国におけるグローバル化と政治・経済体制」 
保坂修司「日本と湾岸地域」 
大野元裕「アラブ首長国連邦における部族的紐帯の今日的意味：90 年代のアブ・

ダビ首長国を中心に」 
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堀拔功二「労働力自国民化をめぐる政治経済論争：アラブ首長国連邦におけるエ

ミラティゼーションの 30 年」 
松尾昌樹「湾岸アラブ諸国におけるエスノクラシー体制」 
平松亜衣子「クウェートにおける議会政治とイスラーム復興運動：女性の政治参

加を焦点として」 
萩原淳「サウディアラビアにおける近代化と伝統的価値」 
討論者：長沢栄治（東京大学） 

 G-COE／KIAS ワークショップ（2009/11/26） 
"Islamic Economics Workshop on Regional and Historical Diversities of Islamic Finance" 

発表１ :Dr. Noor Inayah Yaakub (UKM-Graduate School of Business, Universiti 
Kebangsaan Malaysia, Malaysia): "Diversity of Islamic Finance from the Malaysian 
Perspective" 

発表２：Dr. Shinsuke Nagaoka(JSPS at CSEAS, Kyoto University): "Diversity of Islamic 
Finance from the Middle Eastern Perspective" 

発表３：Dr. Wan Kamal Mujani(Faculty of Islamic Studies, Universiti Kebangsaan 
Malaysia, Malaysia): "Historical Diversity of Islamic Economic System" 

 NIHU プログラム「イスラーム地域研究」カイロ国際会議、G-COE／KIAS セッシ

ョン（2009/11/13） 
Theme: Islamic Economics in the Age of Globalization 
Convenor and Chairperson: KOSUGI Yasushi (Kyoto University, Japan) 
Speakers: 
Prof. Abdel-Rahman Yousri (Alexandria University, Egypt): Methodology and 

Philosophy of Islamic Economics 
Dr. Nagaoka Shinsuke (Kyoto University, Japan): Conflict and Coordination between 

Economic Feasibility and Sharia Legitimacy in Islamic Finance 
Dr. Mehmet Asutay (Durham University, UK): Endogenising Ethico-Moral Dynamics in 

Corporate Governance for Islamic Finance Institutions: Maslahah-Based Approach in 
Stakeholder Management 

Discussant: Dr Shehab Marzban (Durham University, UK) 
 イニシアティブ 1 研究会（G-COE／KIAS／TUFS 国際ワークショップ）（2010/2/6） 

“Conflicts, State-building, and Civil Society in the Muslim Societies” 
Chair and Opening and Closing Remarks: Prof. Keiko SAKAI, Prof. Yasushi KOSUGI 
Special Lecture: Prof. Salwa ISMAIL (SOAS, University of London): "New Trends of 

Islamization in the Middle East: A Political Economy View" 
DAI Yamao (Kyoto University): Why State-building Policy got confused?: Iraqi 

Islamists from Historical Perspective “ 
Junichi HIRANO (Kyoto University): “Islamic Rapprochement Movement in the 

Mid-20 : Towards a Historical Fatwa by Mahmud Shaltut” 
Rateb Muzafary SAYED (TUFS): “Presidentialism in a Divided Society/ Afghanistan 

2004-2009” 
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Shirine JURDI (TUFS): “Empowerment of Women: Literature Review” 
Shiho SAWAI (TUFS): “Women’s Liberation or Containment? Social Organization of 

Indonesian Muslim Female Domestic Workers in Hong Kong” 
Intissar Al-FARTTOOSI (TUFS): “Internal Forced Displacement : as a result of Political 

Mobilization in Iraq post 2003 ” 
Yushi CHIBA (Kyoto University): “Media and Society in Contemporary Egypt ” 
Ai KAWAMURA ((Kyoto University): “Re-Islamization of Finance and the Related 

Legal Issues: From a Regional Comparative Perspective” 
Emiko SUNAGA (Kyoto University): “Islamic Revival in South Asia: A Case of 

Pakistan” 
Hasibullah MOWAHED (TUFS): "The Emergence of Maktab-e-Tauhid (Monotheism 

School) in Afghanistan: A New Trend in the Sufism Thought” 
Hiroshi YOSHIKAWA (Kyoto University): “Yemen's Foreign Policy and Strategy as an 

Aid Recipient” 
Shizuka IMAI (Kyoto University): “Breakdown of the Middle East Peace Process and 

Redefinition of Jordan” 
Mohamed Omer ABDIN (TUFS): “Peace-building and Elections in Sudan” 

 
「日本の自治村落とアジアの農村」研究会（代表 藤田幸一） 
 わが国では近世以来の小農社会の成立に伴って、現在にいたる農村制度の骨格がで

きあがった。高度な自治機能を備える「自治村落」はその中核的存在の 1 つである。

本研究では、近世に起源をもつ農村諸制度の発展の歴史的過程を念頭に置き、その研

究を深化させるとともに、それとの対比でアジア農村の諸制度について分析・考察す

る。 
本年度は、第１回研究会を 2009 年 6 月 14 日（日）に京都大学東南アジア研究所で

開催し、有本寛（東京大学）「コミュニティ動員型政策と農村社会構造」、佐藤慶子

（ASAFAS）・藤田幸一（CSEAS）「南インドの集落レベルのカースト自治組織」、樋渡

雅人（北海道大学）「ウズベキスタンのマハッラにおける社会的紐帯」の 3 つ報告と討

議を行った。第 2 回研究会は、2009 年 11 月 1 日（日）に京都大学東南アジア研究所

バンコク連絡事務所にて開催し、大野昭彦（青山学院大学）「インド北西部のふたつの

村から」、岡江恭史（農林水産政策研究所）「ベトナム北部村落における銀行融資と社

会関係」、生方史数（岡山大学）「タクシン政権以降のタイ農村社会構造と組織」の 3
つの報告と討議を行い、また翌 2 日（月）には、バンコク近郊・ナコンパトム県の農

村を視察し、地方分権化の象徴的存在である行政区（タンボン）を訪問してその機能

の実態を見るとともに、日本輸出向けのアスパラガス産地を視察した。第 3 回研究会

は、2010 年 1 月 30 日（土）、31 日（日）の 2 日間をかけて、京都大学東南アジア研究

所で開催し、松本武祝（東京大学）「植民地朝鮮における農業水利秩序の改編－萬頃江

流域の事例」、小林知（京都大学）「カンボジア農村における社会構造研究の展望」の

2 つの報告と討議を行った。以上のように本年度は、アジア各地の地域研究者による

各地域農村社会構造に関連した研究会を開催し、日本の自治村落を比較軸にした討論
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を重ねた。 
 
 第 1 回研究会（東南アジア研究所・公募共同研究「アジア農村社会構造の比較研

究」（代表：藤田幸一）と共催）（2009/06/14） 
有本寛（東京大学大学院）「コミュニティ動員型政策と農村社会構造」 
佐藤慶子（ASAFAS）・藤田幸一（CSEAS）「南インドの集落レベルのカースト自

治組織」 
樋渡雅人（北海道大学大学院）「ウズベキスタンのマハッラにおける社会的紐帯」 

 第 2 回研究会（東南アジア研究所・公募共同研究「アジア農村社会構造の比較研

究」（代表：藤田幸一）と共催）（2009/11/1） 
大野昭彦（青山学院大学国際政治経済学部・教授）「インド北西部のふたつの村か

ら」 
岡江恭史（農林水産政策研究所・研究員）「ベトナム北部村落における銀行融資と

社会関係」 
生方史数（岡山大学大学院環境学研究科・准教授）「タクシン政権以降のタイ農村

社会構造と組織」 
 第 3 回研究会（東南アジア研究所・公募共同研究「アジア農村社会構造の比較研

究」（代表：藤田幸一）と共催）（2010/01/30-31） 
松本武祝（東京大学大学院・教授）「植民地朝鮮における農業水利秩序の改編－萬

頃江流域の事例」 
小林知（京都大学東南アジア研究所・助教）「カンボジア農村における社会構造研

究の展望」 
 
「東南・南アジアの工業化と資源」研究会（代表 杉原薫） 

本グループでは、西洋の資本集約型・資源集約型工業化とは異なる労働集約型・資

源節約型の工業化が東南・南アジアでどの程度実現したのか、そしてそれはそれぞれ

の地域の資源・エネルギーの賦存状況とどのように関係していたのかについての理解

を深めようとしている。 
このうち、東南アジア研究所の拠点事業（2006-2008 年度）との共催で行ってきた

東南アジアのプロジェクトは、今年度は研究会を開催せず、成果刊行に向けた準備年

度とした。 
科学研究費補助金基盤研究Ｂ「インドにおける労働集約型経済発展と労働・生活の

質に関する研究」（2006－2008 年度）との共催で行ってきた南アジアのプロジェクト

は、2009 年 8 月にユトレヒトで開催された世界経済史会議でセッションを組織し、成

果を発表した（オーガナイザーは脇村・杉原）。報告内容は次のとおり。 
 
Kohei Wakimura, ‘Scarcity of Land, Division of Labour and the Service Sector: The 

Labour-Intensive Path of Development in Modern South Asia’ 
Kaoru Sugihara, ‘The South Asian Path of Economic Development: A Comparison with East 

Asia’ 
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Haruka Yanagisawa, ‘Village Common Land, Manure, Fodder and the Intensification of 
Agricultural Practices: South Indian Agriculture since the Middle of the Nineteenth 
Century’ 

Takashi Oishi, ‘Workmen, Machines, Schemes Shifted from Japan to India: Mobility of Labour 
Intensive Production in the Cases of Matches and Glass wares, 1900-1940’ 

Tirthankar Roy, ‘Labour Intensity and Indian Industrialization: An integrated view’ 
Sayako Kanda, ‘Fuel Crisis and Conditions of Salt Workers in Early Nineteenth Century 

Bengal’ 
Takeshi Nishimura and Kaoru Sugihara, ‘Railway Construction, Sleepers and the 

Commercialisation of Forests in British India, 1890-1913: A Preliminary Analysis of Trade 
Statistics’ 

Discussants: Linda Grove, Peter Robb, Masayuki Tanimoto 
 

なお、この研究会のうち、資源・エネルギーに関する研究の部分は、実質的には新

しく始まった科学研究費補助金基盤研究 B「『化石資源世界経済』の形成と森林伐採・

環境劣化の関係に関する比較史的研究」（代表研究者杉原）に継承されている。とくに

脇村、杉原、神田、西村・杉原の各報告とグローブのコメントは、労働集約型工業化

関係のプロジェクトよりも、本イニシアティブで議論した、資源・エネルギーに注目

するパラダイム形成に関わる内容であり、新しい動向として注目された。また、その

成果の一部は、COE 全体の成果『地球圏・生命圏・人間圏－持続的な生存基盤を求め

て－』の第 1 章にも取り入れられた。 
 
６.３ 研究イニシアティブ２ 

研究イニシアティブ 2 では、人間の生存圏（humanosphere）が sustainable であるた

めには、地球圏（geosphere）や生命圏（biosphere）に蓄積された資源を切り取って利

用するのではなく、地球圏における水・熱・大気の循環する力と、生命圏における動

植物の再生する力を利用した新しい人と自然の関係について考えることを課題として

かかげた。人間側の論理を前提にするのではなく、地球圏や生命圏の成立の歴史を理

解し、その論理を十分にふまえた未来型の技術開発や制度構築を考えるために、我々

の活動方針を Nature-Inspired Technology and Institutions として議論を進めた。そのため

に、2009 年度は、国内研究会、海外連携フィールドワーク、国際シンポジウムの 3 つ

の活動を通じて考えてきた。以下では、それぞれの活動について述べる。 
 
国内研究会 

国内研究会では、特に熱帯地域の気象変動と地域社会の対応を検討する「熱帯の気

象変動研究会」、人為的な自然の撹乱が自然をどのように改変し、それが逆に人間社会

にいかに影響をおよぼすかを検討する「人為撹乱研究会」、熱帯地域の自然環境の特徴

と農業との関係を検討する「熱帯の農業研究資料研究会」とを実施した。これらの研

究会は単独で存在するというよりもむしろ、当該テーマのもとで、さまざまな研究会

と共催しながら議論を深めるための研究会であった。具体的な研究会の発表者・タイ
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トルは以下の通りである。 
 

 イニシアティブ 2 研究会（東南アジアの自然と農業研究会第 139 回定例会）

（2009/4/17） 
笹岡正俊 （財団法人自然環境研究センター）「アーボリカルチュア(arboriculture)
が結ぶ野生動物と人：インドネシア東部島嶼部住民による「半自然」的な森の創

出」 
 イニシアティブ 2 研究会（東南アジアの自然と農業研究会第 140 回定例会）

（2009/6/19） 
福島万紀（島根県中山間地域研究センター・京都大学地域研究統合情報センター）

「焼畑耕作が創出する空間的多様性 －タイ北部の「焼畑休閑林」および「焼畑停

止林」に存在する植物資源－」 
 イニシアティブ 2 研究会（2009/7/23） 

JOKO SULISTYO （生存圏研究所居住圏環境共生分野, ガジャマダ大学教員）

“Status, Prospects and Development Effort of Charcoal in Indonesia” 
 イニシアティブ 2 研究会（熱帯における気象変動と地域社会研究会）（2009/10/9） 

甲山治（京都大学東南アジア研究所）「変動から見た東南アジア島嶼部の気象の特

徴 」 
 イニシアティブ 2 研究会（人と自然の共生研究会・第 142 回東南アジアの自然と

農業研究会共催）（2009/10/30） 
「タンザニアの農村における慣習の変化と農業へのインパクト―土地利用と労働

力確保に注目して―」 
山根裕子（名古屋大学農学国際教育教育協力研究センター）「タンザニアの山地農

村における土地利用とクランを中心とする土地保有との関係について」 
一條洋子（京都大学大学院アジア・アフリカ地域研究研究科）「タンザニア農村に

おける労働慣行の変容と農家の生計戦略」 
 イニシアティブ 2 研究会（2009/11/9） 

小池文人（横浜国立大学大学院環境情報研究院）「日本の里山と外来植物」 
 イニシアティブ 2 研究会（2009/11/16） 

上田義勝 （京都大学生存圏研究所）「木炭の多目的利用」 
 
海外連携フィールドワーク 

国内研究会での議論を受け、アジア・アフリカの現場で異分野の研究者が共通のテ

ーマについて議論する場を持つため、海外連携フィールドワークを実施した。今年度

は、インドネシアを中心に、択伐林調査（2009 年 9 月 23 日～10 月 3 日、2010 年 3 月

16 日～26 日）と、技術の多目的利用調査（2009 年 12 月 6 日～13 日）を行った。 
択伐林とは、ターゲットとなる樹種のみを選定して伐採し、伐採跡地には植林を施

して再生産を促すと同時に、伐採地以外の森林を維持することで、木材伐採と森林の

再生･保護を両立しようとする森林のことである。インドネシアでは企業による森林伐

採が森林面積の減少の大きな要因のひとつであるが、カリマンタンの中央部に、国際
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機関による森林認証制度を取得した広大な面積の択伐林が残されている。海外連携フ

ィールドワークによって、実際に現地を訪問し、木材伐採システムと動植物に関する

生態学的な調査とを行った。詳しい調査は継続中であるが、広大な面積の森林におけ

る人為的利用と植生の再生とが両立するためのユニークな事例であることがわかった。 
技術の多目的利用調査では、インドネシア中部のジョクジャカルタ近郊の森林にお

ける木炭生産現場を訪問し、木炭の多様な生産方法についての調査を行った。材木と

して利用不可能な多種多様な材木や間伐材を利用した木炭生産技術が存在し、森林を

維持しつつ、森林が生み出すバイオマスを効率的な熱エネルギーに転換するための優

れたシステムであるといえる。また、宇宙太陽光発電のような巨大テクノロジーの開

発にとってキーテクノロジーの開発が重要であり、そのためには、地域社会の多様な

利用を考慮した技術開発の方向性を模索する必要のあることがわかった。 
 
国際シンポジウム 

2009 年 12 月 14 日~17 日に開催された G-COE 国際シンポジウム“Changing Nature of 
Nature: New Perspectives from Transdisciplinary Field Science”では、国内研究会で議論し

た熱帯の気象変動や人為撹乱をテーマとした発表が組み込まれ、議論された。 
また、ラオスフィールドステーション国際ワークショップ（Faculty of Agriculture, 

NUOL および京都大学東南アジア研究所の共催）（2010/2/17-19）“The Alternative value 
of Traditional Agriculture for Education, Research and Development”を開催した。 
 
６.４ 研究イニシアティブ３ 

近年、インドネシアでは森林破壊が急速に進行し、泥炭湿地の野焼きが加わって地

球温暖化の原因となってきている。自然林がやがて大規模な産業人工林に変換し、こ

れが地域の林業や産業として持続的生存基盤のひとつとなりつつある。生存圏研究所

と東南アジア研究所は、これまで様々な東南アジア諸国において研究活動を行ってき

たが、持続的生存基盤の実学を共同で研究することになった。これまで共通のフィー

ルドを探してきたが、スマトラ島リアウ州のバイオスフィアをフィールドにすること

で昨年度末に一致した。森林持続の科学と森林周辺に住む地域住民の生存基盤の仕組

みを理系と文系の研究者が互いに融合（文理融合）できる場として｢持続的森林圏｣の

創生を研究課題とした。なお Riau Biosphere Reserve（78 万 ha）は、2009 年 6 月にユネ

スコに登録され、バイオスフィアの名称が The Giam Siak-Bukit Batu Biosphere Reserve 
of Riau と定められた。これを祝って、7 月 1 日にペカンバルで記念祝賀会が開催され、

林が代表として出席した。 
また 7 月 31 日～8 月 1 日には、本 GCOE メンバー、LIPI 研究者およびリアウ大学研

究者らで、バイオスフィアのコアゾーンである Bukit Batu 自然林に入り、乾季の泥炭

湿地の状況、違法伐採や野焼きの現状などを視察した。このツアーを参考に、樺沢氏

が HS スクールで、インドネシアのエコツーリズムの可能性について講演した。 
 8 月には生存圏科学スクール（HSS）を実施し、本 GCOE メンバー9 名、LIPI 研究者

5 名およびリアウ大学研究者 4 名の演者に加えて、JICA 研究者 1 名、インドネシア林

業省自然林庁から 1 名、インドネシア科学技術省から 1 名、SinarMas 社研究所から 1
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名が講演した。 
 また本 GCOE 代表の杉原薫氏と LIPI 次官の Endang Sukara 氏の間で、10 月 19 日に

LOA 調印を行った。3 通の LOA 文書はそのままリアウ大学に送付し、リアウ大学共同

研究担当副部長 Adhy Prayitno 氏のサインを受け取った（LOA 締結日 2010 年 1 月 30
日）。 
 加えて 2 月 4 日には、LIPI 研究者 1 名およびリアウ大学研究者 1 名、SinarMas 社か

ら 2 名を迎え、京都大学においてリアウ・バイオスフィアに関するシンポジウムを開

催した。このシンポジウムの目的は、若手研究者の育成およびインドネシア研究者と

の交流促進を通して、リアウ・バイオスフィアに関するプロジェクトの推進および将

来の共同研究への展開を促すことである。 
 
2009 年度の主な活動 
 International Symposium on the Giam Siak-Bukit Batu Biosphere Reserve of Riau, 

Indonesia (2010/2/4) 
 GCOE 代表杉原薫氏と LIPI 次官 Endang Sukara によるリアウバイオスフィア共同

研究に関する LOA 調印式 (2010/10/19) 
 Humanosphere Science School 2009 (2009/8/4-5) 
 Ecotour on the Giam Siak-Bukit Batu Biosphere Reserve of Riau (2009/7/31-8/2) 
 リアウにおけるサイト研究の現状報告と活動について (2009/7/13) 

「リアウ生物圏ユネスコ登録に関する報告」 
「リアウ大学 HS スクールについて連絡と今後の研究活動」 
講演：竹田匠（岩手生物工学研究センター生物資源研究部）「岩手県におけるバイ

オエネルギー構想とその取り組み」 
 インドネシアの泥炭：森林における火災と炭素管理（パラダイム研究会と共催）

(2009/6/12) 
 Results and Potential Research at Nominated Giam Siak Kecil-Bukit Batu Biosphere 

Reserve (2009/5/15) 
 Enny Sudarmonowati (Research Centre for Biotechnology-LIPI) “Results and Potential 

Research at Nominated Giam Siak Kecil-Bukit Batu Biosphere Reserve” 
コメンテーター：水野広祐、甲山治、木村周平 

 ファルカタの挿し木増殖 (2009/4/27) 
横山峰幸（資生堂新成長領域研究開発センター）「新規生理活性物質を用いたファ

ルカタの挿し木増殖」 
 リアウワークショップ報告・研究、ＨＳスクールなどについて」(2009/3/31) 

 
リアウ・バイオスフィアにおける共同研究について 

インドネシアスマトラ島リアウ州にある自然林、観光林および SinarMas 社の産業人

工林が複合した Riau Biosphere Reserve（78 万 ha）を共通のフィールドとして特定した。

このサイトにおいて、本 GCOE メンバー、リアウ大学とインドネシア科学院（LIPI）
が共同研究を展開する。共同研究を行うために、3 者による LOA を締結し、HS スク
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ールやシンポジウムを開催することが、年度初めに決められた。 
生存圏研究所と LIPI が行っている HS (Humanosphere Science) スクールを 8 月にリ

アウ大学で行った。Riau Biosphere Reserve エリアにおける研究活動を明確に定めた。

研究費については、リアウへ行って調査・研究することを目的とした旅費に配分した。

研究テーマと講師の招聘については、Riau Biosphere Reserve エリアにおける研究テー

マと関連深い研究を行っている研究者を招聘し、レクチャーを依頼して研究会を開催

した。 
 
下に６つの研究チームとその共同研究者を記す。 
(1) Collaborative natural resource management between local community and timber 

plantation (Equitable partnerships between corporate and small-holder partners in timber 
plantation industry), Culture, Empowerment of local people, Eco-tourism, Illegal logging 
and encroachment 
[リアウ大学: Syaiful; LIPI: Savitri, Enny; GCOE: Retno, 水野] 

(2) Dynamic evaluation of forest biomass in plantation forest using ground-based and 
satellite remote sensing data  
[リアウ大学: Nurul; LIPI: Bambang, Ismail; GCOE: 川井, 大村, 小林] 

(3) Water/carbon cycle and soil moisture control, hydrogical mapping, weather observation 
in the peat swamp  
[GCOE: 甲山] 

(4) Case study on biofuel production: from pulp to bioethanol  
[リアウ大学: Chairul, Titania, Misri, Sulistyati; LIPI: Enny; GCOE: 海田, 林, 角, 馬
場] 

(5) Biodiversity observation of Riau biosphere reserve: Aquatic and Terrestrial (Conservation 
status) / Valuation and development  
[リアウ大学: Defri, Fajar, Sugiarto, Muhibbuddin, Siti, Sujarwati, Ahmad, Khairijon, 
Fitmawati, Titania, Yuana, Fifi, Tetty, Delita, Setyaningsih, Yusfiaty, Koto, Chaidir, 
Muhammad, Haris; LIPI: Tukirin, Harmastini, Purwanto; GCOE: 藤田, 吉村, 生方] 

(6) Peat land Management and conservation: Fire peat land, Hydrology management, 
Restoration / Peat land physical and nutrition improvement  
[リアウ大学: Ahmad, Besri, Haris; GCOE: 小林] 

 
６.５ 研究イニシアティブ４ 

 本研究イニシアティブは、生存基盤持続型発展のための、地域の知的潜在力を発見

し理解することを目的としている。2008 年度においては、生存基盤の成り立ちについ

て、生命論、再生産論、在来知論、災害・リスク論、科学技術論、貧困論などの観点

から原理論的に考察すると同時に、生存を確保するためのいかなる知的潜在力が世界

の諸地域に存在するのかについて人類学的・社会学的・歴史学的な検討を行った。そ

の結果、生存基盤を考えるためには、単に食糧や住居などの要素を単独で考えるので

はなく、むしろ生命過程を支る社会生態的なネットワークの全体的な質を視野に入れ
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なくてはいけないことがあきらかになった。そのなかで、人間圏と生命圏と地球圏を

つなぐ「連鎖的生命」の働きや、生命のかたちを後世へと伝えていく「イノチのつな

がり」、生存基盤を構築する「人とものと生きもののネットワーク」、そうした生存基

盤を持続し発展するための「在来知」と現代技術の媒介の可能性などについて、キー

ワードがあぶりだされ、議論が焦点化してきた。今後はこうした概念の有効性につい

て、実際のフィールドにおいて検証していくことが重要となるだろう。 
3 年目となる今年は、10 回の研究会、1 回のシンポジウム、1 回の国内フィールドト

リップを開催した。 
 
研究会・ワークショップ 
 イニシアティブ 4 研究会（2009 年 5 月 26 日） 

石川容平（村田製作所シニアフェロー・次世代技術研究所 所長・京都大学生存

圏研究所客員教授）「グローバル化に伴う職創出の地域バランス：社会の安定化と

持続発展の両立を目指して」 
 イニシアティブ 4 研究会（2009 年 6 月 1 日） 
「地域社会における「つながり」の再生産」 

松尾瑞穂（日本学術振興会／京都大学人文科学研究所）「つながりの模索と調律―
インド村落における不妊女性にとっての生存基盤と希望」 
高田明（京都大学アジア・アフリカ地域研究研究科准教授）「社会化と社会変容―
クン・サンにおける子どもの歌／踊り活動の分析から」 

 第 1 回環境・制度・STS・人類学に関する勉強会（2009 年 6 月 2 日） 
Tsing, Anna（2005）Friction: An Ethnography of Global Connection. Princeton UP. 輪読 

 第 2 回環境・制度・STS・人類学に関する勉強会（2009 年 6 月 30 日） 
Tsing, Anna（2005）Friction: An Ethnography of Global Connection. Princeton UP. 検
討・討論 

 第 3 回環境・制度・STS・人類学に関する勉強会（2009 年 7 月 7 日） 
Nevins, Joseph and Nancy Lee Peluso (eds.) 2008 Taking Southeast Asia to Market. 
Cornell UP. 議論 

 イニシアティブ 4 研究会（2009 年 7 月 13 日） 
岩佐光広（国立民族学博物館 研究戦略センター 機関研究員）「ライフ・エシック

ス：バイオエシックスの人類学的転回を目指して」 
 第 4 回環境・制度・STS・人類学に関する勉強会（2009 年 9 月 26 日） 

Arun Agrawal（2005）Environmentality: Technologies Of Government And The Making Of 
Subjects. Duke UP. 輪読 

 イニシアティブ 4 フィールドトリップ＋研究会（2009 年 9 月 30 日） 
「災害と多文化の共生」 

フィールドトリップ：たかとりコミュニティセンター訪問 
研究会：思沁夫（大阪大学 GLOCOL）「ゲルという小宇宙：ゲルから考えるモンゴ

ル人の自然観」 
 第 5 回環境・制度・STS・人類学に関する勉強会（2009 年 11 月 6 日） 
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Cori Hayden（ 2003）When Nature Goes Public: The Making and Unmaking of 
Bioprospecting in Mexico. Princeton UP. 

 イニシアティブ 4 研究会（2009 年 11 月 20 日） 
小野真由美（東京大学総合文化研究科博士課程）「国際退職移住とロングステイツ

ーリズム：日本人高齢者のマレーシア移住」 
討論者：細田尚美（京都大学大学院アジアアフリカ地域研究研究科） 

 シンポジウム「人間圏を解き明かす―人間の生存、人びとのつながり」（イニシア

ティブ 4 と若手養成・研究部会の共催）（2010 年 3 月 14-16 日）※詳細は若手養成・

研究部会の項を参照 
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７．広報成果発信部会 

 

 広報成果発信部会の活動は、大きく三つに分かれる。１）本プログラムの研究成果

発信の場を設け、あるいは、既存の研究成果発信の場を本プログラムの研究成果発信の

ために補助促進する。２）ニュースレターの発行。３）ウェブページ作成、である。こ

の他、本プログラムを推進していく上での、対外的なＰＲに関わる業務も、事務局と

共同で進めている。例えば、発足当初のロゴの作成なども本部会が担当した。これら

の業務を、四つの基幹部局の教員・若手スタッフと、事務局メンバーとで担っている。

以下、追って平成 21 年度の活動を紹介する。 
 
７.１ 研究成果発信 

 
① 既存の Kyoto Working Paper Series on Area Studies に、G-COE Series を設け、年度内

に 10 号出版した。既刊のものと合わせて出版号数は 87 号である。 
Appendix 1 参照のこと。 
 

② African Monograph Series 
African Study Monograph の下記 3 号の刊行にあたり出版を補助した。 

・  African Study Monograph No.30-2 
・  African Study Monograph No.30-3 
・  African Study Monograph No.30-4 
・ African Study Monograph Supplementary Issue No.40  
      Historical Change and its Problem on the Relationship between Natural Environments 

and Human Activities in Southern Africa  Edited by Kazuharu Mizuno 
 
③ Kyoto Review of Southeast Asia (ネットジャーナル)  
  2010 年 3 月ネット掲載の 8 本の論文を中心とする 11 号を刊行。 
 
④ 京都大学東南アジア研究所叢書出版 

2010 年刊行 Urano, Mariko The Limits of Tradition: Peasants and Land Conflicts in 
Indonesia. 
2009 年刊行  Tran Duc Vien; A.Terry Rambo; and Nguyen Thanh Lam, eds       

Farming with Fire and Water: The Human Ecology of a Composie Swiddening 
Community in Vietnam's Northern Mountains. 
上記二冊の刊行に向けて一部、校閲等の支援 
 

⑤ 若手投稿費助成 
 21 年度は、若手の投稿・出版を促進するために、（A）英文投稿論文の校閲費助

成、（B）査読雑誌への投稿費用の助成 の 2 項目について申請ベースで助成を行

った（下記参照）。応募件数は 7 件（A－3 件、B－4 件）であった。応募要件が若
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干厳しかったため、思うほど応募件数が増えなかった。 
 
 

（A）英文校閲費用助成 

概要 

若手の研究者 （大学院生・研究員・助教）の国際誌投稿論文発表を促進するため

に、英文校閲の費用を支援します。 

(1) 応募資格 

G-COE プログラムに関連する研究科・研究室に在籍する大学院生と研究員・助教。

G-COE メンバー教員（当該論文の関連分野の教員であれば誰でも可）によって、対

象となる論文が国際的な学術誌に投稿するにふさわしいものであることが確認され

たものにかぎります。 

(2) 申請方法  メールタイトルを（申請者氏名＿英文校閲費用助成申請）として本

文に 

１）氏名 （共著者含め） ２）所属 ３）論文タイトルと要旨 ４）投稿予定先（ジャーナ

ル名・インパクトファクター＊） ５）現時点での頁数  ６）確認した GCOE メンバー教

員名とメールアドレス ７）校閲費用概算 

を記載して、wp_gcoe cseas.kyoto-u.ac.jp（広報部会長 速水洋子）あて校閲前の原

稿を添付送信ください。 

＊国際的に認知度の高い雑誌への投稿を奨励します。インパクトファクターがついて

いなくても認知されている地域研究等の雑誌は少なくありませんので、その場合は、

その雑誌の国際的な位置づけがわかるような説明を付してください。単行本も応募

可です。 

申請書は委員会で審議した後、広報成果出版部会で決定されます。申請は1月末ま

で随時受け付けます。（毎月３－４編程度、合計 30-40 編程度を予定。既定の数に達

し次第打ち切ります。） 

また、申請にある国際誌への投稿を進める準備段階における、GCOE ワーキングペ

ーパーシリーズへの投稿を歓迎します。 

なお、受け取った論文の審議中・審議後における取扱いには十分に注意し、情報の

漏れが生じないよう細心の注意を払います。 

 

（B)投稿料・掲載料助成 

概要 

若手の研究者、とりわけ大学院生・研究員・助教の投稿論文発表を促進するため

に、査読つきジャーナルへの投稿料・掲載料の費用を支援します。 

(1) 応募資格 

G-COE プログラムに関連する研究科・研究室に在籍する大学院生と研究員・助教。

対象となる GCOE 関連論文が投稿後、審査されて受諾済みであることが応募の条件

となります。 
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投稿料・掲載料以外に、ページチャージが支援の対象となります。カラー印刷代・別

刷代は対象外とします。申請は論文の掲載決定後に行ってください。 

(2) 申請方法 

メールタイトルを（申請者氏名＿投稿料助成申請）として本文に１）氏名（共著者含め） 

２）所属 ３）論文タイトルと要旨 ４）アクセプトされた雑誌名（ジャーナル名・イン

パクトファクター＊） ５）アクセプトを証明するメール本文のコピー ６）GCOE 関連

論文であることを確認した教員名とメールアドレス ７）投稿料費用を記載して、

wp_gcoe cseas.kyoto-u.ac.jp あて論文の proof(PDF)を添付送信ください。 
 
 

７.２ ニュースレター  

本年度は 2009 年 7 月に第 4 号、2010 年 3 月に第 5 号を発刊した。ニュースレター

国内 2,850 ヵ所のみならず、海外 680 ヵ所にも送付している。 
 第 4 号（全 22 頁）は、和田泰三研究員の編集担当により、前年度 3 月 9-11 日に開

催した国際シンポジウム「生命圏の再評価―グローバルな発展経路の修正に向けて」

を特集し、シンポジウムのセッションや、付随して行われた里山フィールドとリップ、

また同時に日本学術振興会「若手研究者交流支援事業ー東アジア首脳会議参加国から

の招聘」事業の報告、および参加者の手記を掲載した。執筆はすべて若手の手により、

内容の濃い号となった。 
第 5 号（全 22 頁）は、甲山治助教の編集担当により、12 月 14-17 日に開催した第三

回国際シンポジウムを紹介するとともに、インドネシア・リアウにおけるバイオスフ

ィア・リザーブをめぐる活動を参加しているインドネシア、日本両側の多様な視点か

ら紹介し、現在進行中の議論や活動を紹介する号となった。 
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７.３ ウェブページ 

 
 本年度の WEB 運営は、初年度に導入した CMS(Content Management System)機能

利用を深めつつ、その周辺システムを刷新することで、情報公開ページの増大のみ

ならず新たな公開手法を取り入れた質の高い情報公開を大いにすすめることがで

きた。 
                      
① HP コンテンツについて 
 平成 20 年度に設置した「HP 運営体制」と「コンテンツ基盤構築」を基に、コンテ

ンツ作成を円滑にすすめることができた。 
 
研究活動の報告 
本プログラムに関する「研究活動の報告」の掲載について、和文・英文ともに継続

してすすめられた。本年度は、英文中心の報告数が特に増え、和文報告数を上回っ

た。 
 

【研究活動報告の種類】 
・次世代イニシアティブ成果報告 
・若手研究者交流報告 
・大学院派遣報告 
・研究会活動報告（G-COE パラダイム研究会・イニシアティブ１～４、 
  若手養成・研究部会、国際集会・国際シンポジウム、連携国際集会）  
 
 報告掲載数 合計：300 件（ 和文：146 件／英文：154 件 ） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図１：研究会情報「活動の記録」左：日本語ページ 右：英文ページ 
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書籍ページ 
成果発信の一つとして、プログラムメンバー書籍

情報の掲載を本格的にすすめた。 
・書籍紹介、目次、書評などが掲載されている。 
 書籍情報数 77 件 

 
 
 
 
 
 
                                          
                         図２：書籍紹介ページ 
 
デジタルブック 
より手軽に読める情報公開を目指し、

冊子情報のデジタルブック化を始動し

WEB での公開をすすめた。現段階では、

平成 20 年度の自己点検報告書を公開

しており、下記の特徴がある。 
 
・ 付箋掲載、書き込み、文字検索が 

可能である。 
・ 必要な部分のみ読み込むため、低速

ネットワーク環境でも閲覧が出来

る。 
                図３：デジタルブック化された自己点検報告書 
 

メディアギャラリ 
プログラムメンバーが調査で撮影してきた写

真やシンポジウム写真、ポスター、出版物など

の画像をアーカイブしている。地点情報入力ソ

ースともしても活用できるようすすめている。 
 画像掲載数 911 件 

 
                              
 
                   
                

           図４：メディアギャラリ画面 
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②システム構築と開発  
 本プログラムでは、開発した汎用システムについては広く一般公開することをポリ

シーとしている。そのため開発段階から開発者コミュニティと密接に連携しながら、

より使いやすく汎用性のある仕組みを取り入れている。この社会貢献活動は、IT 系ニ

ュースサイトで何度か紹介されており、その認知度は日増しに高まっている。 
 

社会貢献：GoogleMapAPI 導入と CMS プラグイン開発（第２弾） 
 本システムは、2008 年 5 月に公

開し、その後開発者コミュニティと

共にバージョンアップが図られ、そ

のダウンロード数は 1519 にのぼる。

今回、Google Map 上に自前で持っ

ている地図画像をオーバーレイす

ることのできるバージョン２を開

発したことで、研究に必要な古地図

など取り扱うことができるように

なった。現在は公開に向けて調整を

重ねている。 
                     図５：地点情報サンプルページ 
 

システム管理 
2009 年 6 月 CMS（日本語サイト）のシステムバージョンアップ 
2010 年 1 月 CMS（英語サイト）のシステムバージョンアップ 
2010 年 2 月 tkgmaps2.0.3 を組み込み、Google Map 上で様々な地図画像のオーバー

レイが可能となった 
2010 年 3 月 新サーバへ移行し、処理能力の向上および周辺システム刷新を実施、

デジタルブックの導入と実験 
 
サーバ移行 

本年度のシステム構築面において最も大きな点といえば、サーバの移転である。

サーバを一新することで、今までシステムが古く利用できなかった機能が新たに使

えるようになった。このことは大きなメリットである。しかしながらサーバ移転に

は大きなリスクも生じる。それは最新システムであるが故に、一般 PC の OS バージ

ョンアップの際に生じる互換性問題と同等の問題が生ずるからである。すなわち、

既存システムがそのままでは利用できなくなることを意味する。この点は、開発者

コミュニティとも連携しながら、実験と検証を積み重ねることで移行をすることが

できた。このことからも、コミュニティとの緊密な連携と開発システムの公開は、

単なる社会貢献活動であるにとどまらず、開発したシステムを生かし続けるための

１つの解を提示できたといえる。 
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 地点情報 
 情報基盤部会と共同で、WEB サイトから地点情報のインポートとエクスポートが

できるシステムおよびレイヤー表示システム（前述した tkgmaps のことである）を

開発し、導入を行った。 
   前者によって、異なるデータベース間の地点を含む情報共有や地点情報の入力が

容易となった。今後は、このシステムを活用し、コンテンツの充実を図る予定であ

る。 
 
 

法資料】 
 
 

 
 
 
 
 
 

 
図６：地点情報入力手順書 

 
③その他：インターネットを扱った広報活動 

メールマガジン 
アジア・アフリカ地域研究研究科（ASAFAS）よりメールマガジン配信がすすめら

れている「アジア・アフリカ地域研究情報マガジン」について、2008 年 9 月から発

行協力を開始した。 
 

 メールマガジンタイトル：アジア・アフリカ地域研究情報マガジン 
 メールマガジン URL： http://www.asafas.kyoto-u.ac.jp/kaikaku/index.html 
 発行周期：月刊 
 発行部数（購読申し込み数）：1005 

 
メールマガジンの内容には、ASAFAS 活動情報の他、本プログラムの HP にて掲載さ

れた報告紹介や研究活動などが掲載されている。 
 
 
 
 
 
 

http://www.asafas.kyoto-u.ac.jp/kaikaku/index.html�
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④ウェブサイト解析と今後の課題   
ウェブサイトのページ数 
解析期間：2007 年 11 月 30 日～2010 年 3 月 31 日 
日本語ページ数：1,714 ページ 英語ページ：851 ページ 
 総ページ数：2,565 ページ 
 
アクセス数(日本語・英語ページ)  
[解析期間] 
日本語ページ： 2007 年 11 月 30 日～2010 年 3 月 31 日 
英  語ページ： 2008 年 1 月 28 日～2010 年 3 月 31 日 
※解析ツール： Google Analytics (http://www.google.com/analytics/ja-JP/index.html) 
 
[セッション：訪問者数] 
日本語ページ：77,326    英語ページ：22,349 
 訪問者総数: 99,675 
[ページビュー：ページ閲覧数] 
日本語ページ：497,233    英語ページ：109,046 
 ページ閲覧総数: 606,279 
 
[Google Pagerank での評価] 
 6／10 

 
 本サイトへの、「セッション」「ページビュー」ともに多くの数が示された。 
 また、Google Pagerank(ページランク)評価においても、6／10 という値がしめされた。

これは、SEO 対策の効果であり、HP 運営が軌道に乗り、本サイトへのニーズが高くな

っていると述べられる。 
 さらに、初年度解析（図 6）では、海外から訪問された国の種類が 42 カ国であった

のが、本年度（図７）では、136 カ国に増えている。これは、世界からも本サイトに

多くの関心がよせられていると述べられる。 
 また、「海外からの訪問者」解析の他に、図９「海外からの閲覧状況」からは、「滞

在時間」と「ページ閲覧数」の双方の数を表示することにより、閲覧頻度が高い国に

ついて注目することができる。こういった、別要素からの視点に於いても解析をおこ

ない、WEB 構成の取り組みをすすめる予定である。 
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［海外からの訪問者：国別の割合と訪問者数］ 

 
図７：海外からの訪問者 (平成 19 年度)（英語ページ解析） 
 (英語サイト解析) 

 
図 8：海外からの訪問者解析 (平成 19〜21 年度)（英語ページ解析） 
 (英語サイト解析) 
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図 9：海外からの閲覧状況（上位セッションを表示）(英語ページ解析) 
 
 
まとめ 

本年度も HP 運営体制のもと、日々円滑に HP コンテンツ作成がすすめられてきた。 
 その成果として公開されたページ数は、日・英ページ合わせて 2,565 ページにのぼ

り、１年間で約 1,000 ページの掲載がすすめられたことになる。 
 これは、HP 担当者がコンテンツ情報発信にむけて、各部会との深い連携による情報

収集や翻訳などの作業を円滑にすすめられた成果である。 
 また、HP システム面においても、メンテナンスや HP サービス向上への努力をすす

めたことを指摘できる。サーバ移転作業においては、新たにアクセス解析作業がおこ

なえるよう環境を整えている。 
今後も引き続き、利用価値の高い WEB サイトをめざし HP 運営をすすめたい。 
 

７.４ 書籍の刊行 
「地球圏・生命圏・人間圏‐持続的な生存基盤を求めて」杉原 薫・川井秀一・河野

泰之・田辺明生編著 京都大学学術出版会 2010 年 3 月 
「持続型生存基盤パラダイム」の創成をめざした総合的地域研究と先端的科学研究を

融合した文理横断型の研究活動の最初の研究成果として、単行本「地球圏・生命圏・

人間圏‐持続的な生存基盤を求めて」を京都大学学術出版会より刊行した。本事業の

中核を成す議論の骨子をまず初期からの二年間の議論を中心に提示している。 
産業革命以降、温帯地域の諸国は経済成長に力を注ぎ「先進国」となった。新興国・

発展途上国はその恩恵に与れない一方、資源の枯渇や地球温暖化の悪影響を 被ること

になる。生物多様性や生態系の持続性に鑑み、人類の生存基盤をどう構築すべきか。

アジア・アフリカ地域研究の偏った認識枠組を質し、熱帯の生態・環境・社会の理解
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に根ざし、生産中心から生存へと転換した新しいパラダイムに向けた議論である。  

序 章 持続型生存基盤パラダイムとは何か（杉原 薫） 
第 1 編 環境・技術・制度の長期ダイナミクス 

第 1 章 グローバル・ヒストリーと複数発展径路（杉原 薫） 
第 2 章 東アジアモンスーン地域の生存基盤としての持続的農業（田中耕司）   

第 3 章 乾燥オアシス地帯における生存基盤とイスラーム・システムの展開（小杉 

泰） 

第 2 編 地球圏・生命圏の中核としての熱帯 

第 4 章 地球圏の駆動力としての熱帯（甲山 治） 
第 5 章 生存基盤としての生物多様性（神崎 護・山田明徳） 
第 6 章 水の利用からみた熱帯社会の多様性（河野泰之・孫 暁剛・星川圭介） 

第 3 編 森林からの発信 —バイオマス社会の再構築— 

第 7 章 熱帯林生命圏の創出（川井秀一）                                       

第 8 章 大規模プランテーションと生物多様性保全 —ランドスケープ管理の可能

性—（藤田素子） 
第 9 章 歴史のなかのバイオマス社会 —熱帯流域社会の弾性と位相転移—（石川 

登） 
第 10 章 産業構造の大転換 —バイオリファイナリーの衝撃—（渡辺隆司） 

第 4 編 人間圏の再構築 

第 11 章 グローバル化時代の地域ネットワークの再編 —遠隔地環境主義の可能

性—（清水 展） 
第 12 章 われわれの〈つながり〉 —都市震災を通じた人間圏から生存基盤への再

編成—（木村周平） 
第 13 章 生存基盤の思想 —連鎖的生命と行為主体性—（田辺明生） 

終 章 生存基盤指数からみる世界（佐藤孝宏・和田泰三） 
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８．基盤整備部会 

 
8.1 データベース 

I. 本年度は、現在集積されつつあるパラダイム、各イニシアチブ研究の成果を公開、

データベース化するためのシステム開発を、広報成果出版部会と共同して行なった。

すでに HP 上ではフィールドステーション活動を紹介するために、グーグルマップ機

能を援用した地点情報表示システムを公開しているが、同様のシステムを本プログラ

ムの活動の全体に広げる目的で以下の機能開発を行なった。 
 
1．地点情報入力機能：プロジェクトメンバーが、オンラインで地点情報を入力し、メ

ディアギャラリに登録されている写真と合わせてグーグルマップ上に表示する機

能。これにより、写真により詳しい記載情報やリンクによる他情報との関連付けが

可能になった。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
            

図１．地点情報入力画面 
2. オーバーレイ機能： 
 メンバーが作成した複数の主題図を、任意にグーグルマップ上でオーバーレイさせ
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る機能。これにより、地点情報のより重層的な解析と関連付けが可能となった。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
           

図 2. オーバーレイの結果表示画面 
 
3．インポート、エクスポート機能： 
 以上によって蓄積される地点情報を、テキストファイルを経由して異なるデータベ

ース間で共有するための、インポート、エクスポート機能を開発した。これにより、

21COE プログラムで構築した地図画像データベース

（http://areainfo.asafas.kyoto-u.ac.jp/pdb/）や、『仮想地球』統合データベース

（http://areainfo.asafas.kyoto-u.ac.jp/ve/）との情報共有が可能となった。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

http://areainfo.asafas.kyoto-u.ac.jp/pdb/�
http://areainfo.asafas.kyoto-u.ac.jp/ve/�
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          図 3. インポート・エクスポート操作画面 
 
 以上の機能追加によって、パラダイム研究会や、各研究イニシアチブの活動、研究

成果を集積し公開する活動を、次年度以降継続し、最終年度には、生存基盤データー

ベースとして完成させる予定である。 
 
II. 生存基盤指数関連データ： 

これまでイニシアティブ 1 のサブグループ「生存基盤指数の構築」に関連して購入・

収集した各種統計データ 181 点を、基本地図(2)、地球圏関連指標（32）、生命圏関連指

標（81）、人間圏関連指標（66）として分類後、GIS ソフトウェア（ArcGIS9.2）を用

いて地図化を行い、G-COE ワーキングペーパーNo.87『地球圏・生命圏・人間圏の世

界地図 －生存基盤指数の構築に向けて－』として発行した。 
平成 22 年度以降は、「生存基盤指数の構築」に関する研究は、第 2 パラダイム研究

会としてグローバル COE 参加メンバー全員による議論が進められていくことになっ

ている。現時点では、上述のワーキングペーパーを適宜参照しながら、生存基盤指数

の考察範囲や評価方法に関する議論が進められているが、具体的な評価項目が決定次

第、データベース小部会とも連携しながら各種データの整理・加工を進め、Web 上で

の「持続型生存基盤パラダイム」の発信につなげてゆく予定である。 
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図 4．生存基盤指数関連のデータ集積例（障害調整健康余命：WHO） 
 
８.２ 図書 

① 持続型生存基盤関連図書の整備 
各イニシアティブで研究上必要な資料に加え、新たにアジア・アフリカ地域

研究研究科に設置されたグローバル地域研究専攻の教育のために必要な資料

を生存基盤関連図書として１箇所に配架した。平成 21 年度までに 400 冊強の

書籍を購入した。これらの書籍は、アジア・アフリカ地域研究研究科図書室

が購入・整理・貸出し業務を行なっている。  
② 地域研究関連図書の整備 

現地語諸資料を中心とする図書の整備拡充を図るため、平成 21 年度には、東

南アジア関係図書 293 冊、マイクロフィルム 78 リール、南アジア関係図書 518
冊、西アジア図書 631 冊、雑誌 16 タイトル、アフリカ関係図書 389 冊が購入

された。これらは各部局の図書室に配架されているが、依然として圧倒的に

収納スペースが不足しているのが現状である。 
③ 書籍登録、分類等 

図書予算の約 2 割を非常勤雇用にあて、書誌情報の入力、図書整理をおこな

っている。 
④ HP 公開 

図書小部会では、本プログラムの HP に、新着情報、図書リスト、推薦図書な

どのコンテンツからなる購入図書情報を掲載している。 
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９．国際アドバイザリーボードの活動 

 
 

９.１ 国際シンポジウムとの連携 

 平成 20 年 3 月、平成 21 年 3 月および平成 21 年 12 月に開催した以下の国際集会に

連携する形式で、国際アドバイザリーミーティングを計 4 回開催した。国際集会への

参加ならびに本プログラム参加者との交流を通して、助言を求めた外国人研究者から

より質の高いアドバイスを受けることを目的とした。 
 
The First International Conference "In Search of Sustainable Humanosphere in Asia and 
Africa"（平成 20 年 3 月 12 日~14 日） 
The Second International Conference "Biosphere as a Global Force of Change"（平成 21
年 3 月 9 日~11 日） 
The Third International Conference "Biosphere as a Global Force of Change"（平成 21
年 12 月 14 日~17 日） 
 
９.２ 国際アドバイザリーボードによる外部評価 

 アドバイザリーボードによる本プログラムへの評価や助言は、各イニシアティブや

パラダイム研究会のもとでの調査研究活動を、国際的な学的環境に位置づけ、これを

より良きものとするために必須である。初年度は、本プログラムのもとで推進されて

いる諸活動を真に利するアドバイザリーボード決定のための重要な準備期間として位

置づけ、プログラム・リーダーと各イニシアティブの代表がそれぞれの活動に深く関

わる海外の一線級の研究者との交信を開始した。このうちの若干名は平成 19 年 3 月

12 日~14 日に行われた第一回国際会議に招聘し意見交換を行った。また、平成 20 年度

においては、計二回のアドバイザリーミーティングを通して、本プログラムに対する

意見の収集を行った。第一回会合は、平成 21 年 2 月 25 日、第二回会合は平成 21 年 3
月 11 日に京都で開催した。プロジェクト三年目になる本年度は、上述の第 3 回国際会

議終了直後の平成 21 年 12 月 17 日に、京都大学稲盛財団記念館において開催した。こ

れまでの会合参加者は以下の通りである。 
 
平成 20 年 
 
アンガス・マディソン （グローニンゲン大学・教授）経済史学 
ケネス・ポメランツ （カリフォルニア大学アーバイン校・教授）歴史学 
パトリック・オブライエン（ロンドン・スクール・オブ・エコノミクス・教授）歴史

学 
ルドルフ・デコンニク（モントリオール大学・教授）地理学 
ジェームス・スコット（エール大学・教授）政治学 
アンドリュー・ウォーカー（オーストラリア国立大学・太平洋・アジア研究所・教授）

文化人類学 
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アルフレッド・クロスビー（テキサス大学オースチン校・教授）歴史学 
デヴィッド・クリスチャン（カリフォルニア大学サンディエゴ校・教授）歴史学 
デヴィッド・ソネンフェルド（ニューヨーク州立大学アルバニー校・教授）社会学 
エンデン・スカラ（インドネシア科学院・研究部長）生態学 
サラ・ベリー（ジョンズホプキンス大学・教授）文化人類学 
ナンディニ・スンダー（デリー大学人類学部・教授）文化人類学 
アナ・ツィン（カリフォルニア大学サンタクルーズ校・教授）文化人類学 
 
平成 21 年 
 
パスック・ポンパイチット（チュラロンコン大学・教授）経済学 
クリス・ベーカー（オックスフォード大学出版会）歴史学 
ビシュア・バラ（ジャムシェドゥプル大学ビジネス・人間資源学部・教授）開発経済

学 
ジェームス・ニッカム（東京女学館大学）生態学 
サラ・カズンズ（ストックホルム大学部・准教授）自然地理学 
アンドレ・ファージ（ユトレヒト大学）経済学 
テラス・マクベィ（コロラド大学）文化人類学 
ハロ・マート（ワゲニンゲン大学）エネルギー科学 
ディヴィッド・ピエツ（ワシントン州立大学）歴史学 
 
平成 22 年 
 
サラ・カズンズ（ストックホルム大学部・准教授）自然地理学 
イブン・カークセイ（ピッツバーグ大学）文化人類学 
ヘザー・スワンソン（カリフォルニア大学サンタクルーズ校）文化人類学 
エリック・タグリオゴッゾ（コーネル大学）歴史学 
アンナ・ツィン（カリフォルニア大学サンタクルーズ校）文化人類学 
ケネス・ポメランツ（カリフォルニア大学アーバイン校）歴史学 
ジェームス・ウォーレン（マードック大学）歴史学 
アンソニー・リード（オーストラリア国立大学）歴史学 
サンガ・ンゴイエ・カザディ（立命館アジア太平洋大学）環境学 
シン・チュウ（フンボルト州立大学）歴史学 
  

平成 22 年度のアドバイザリーミーティングにおいては、以下のような意見が寄せら

れた。 
 
1．研究テーマ 
・このような多岐にわたる専門分野を統合した学際研究は、他に類を見ないものであ

り、今後の学際研究の進展に多大な貢献をするものと思われる。 
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・｢Nature of “Nature”｣というテーマ設定は、専門分野を超えた会話を促進するのにとて

も有意義だった。 
2．論点・疑問点に対するアプローチ 
・人と環境の関わり方について研究するために必要な、自然科学と社会科学の統合に

様々な方法があることを学ぶことができ、大変有意義だった。 
・前回の会議に比べて、自然科学者の参加が少なかったのではないか？ 
3．各イニシアティブにおける研究テーマ・研究活動について 
・特定分野での研究を通じて、G-COE 全体の目指すパラダイム形成を図ろうとしてい

る点を評価する。 
・活動をより若手主体の体制に移行すべきではないか 
4．新進研究者に与える効果について 
・大学院学生や若手研究者に、学際研究を行う場を作り出していることは評価するが、

個々の専門分野におけるアピールもキャリア形成のためには不可欠である。 
5．他の研究組織との連携について 
・学際研究を行っている諸外国の研究機関に若手研究者を短期派遣するプログラムを

行ってはどうか。 
6．｢生産から再生産へ｣というパラダイムシフトについて 
・多様な専門分野を統合するには、非常に重要なパラダイムと思われる。 
・興味深い観点だが、自然科学者の立場から見ると表現の曖昧さが気になる。 
7．｢温帯中心主義から熱帯中心主義へ｣というパラダイムシフトについて 
・バイオ燃料や排出権取引のような温帯諸国からの需要や決定が、熱帯生態系に大き

な影響を与えていることを考えると非常に興味深い。 
8．その他 
・シンポジウム開始前の里山フィールドトリップは、シンポジウムでの議論を活性化

するためにも非常に有意義だった。 
 
 第 4 年度以降、国際アドバイザリーボードからの意見へのより良いフィードバックの

具体化を念頭に、研究成果の国際的発信、臨地調査のための諸研究機関との制度的連

携強化、学際研究のグローバル・ネットワーク構築などを、研究活動をさらに発展さ

せてゆく必要がある。 
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１0．平成 21 年度 主な外部資金一覧 

 

研究費の名称 期間 研究課題等 交付を受けた者
研究等経費総額

（千円）

科研費基盤（S） 平成17-21年
地域情報学の創出―東南アジアを中心

にして― 柴山　守 16,120千円

科研費基盤（A） 平成21-23年 東南アジアにおける複ゲーム状況の人
類学的研究

杉島敬志 43,000千円

科研費基盤（A） 平成19-21年
アフリカ牧畜社会におけるローカル・
プラクティスの復権／活用による開発
研究の新地平

太田至 33,600千円

科研費基盤（A） 平成18-21年 アフリカ熱帯林における人間活動と環
境改変の生態史的研究

木村大治 28,700千円

科研費基盤（A） 平成20-22年
歴史的建造物由来古材の材質評価デー
タベースと海外研究協力ネットワーク
の構築

川井秀一 27,900千円

科研費基盤（A） 平成19-22年 産業利用を目的とした遺伝子組換えポ
プラの野外試験

林　隆久 47,000千円

科研費基盤（A）海外 平成21-25年 東南アジア大陸山地林の攪乱動態と山
地民の生活環境保全

竹田晋也 5,000千円

科研費基盤（B） 平成21-24年 社会運動と開発―南アジアの事例を通

して
藤倉達郎 2,000千円

科研費基盤（B） 平成21-23年
「化石資源世界経済」の形成と森林伐
採・環境劣化の関係に関する比較史的
研究

杉原　薫
8,060千円

(間接経費含)

科研費基盤（B） 平成20-22年
ドバイで働くフィリピン女性のアイデ
ンティティの再編―キリスト教徒とム

スリムの比較

細田尚美 690万円

科研費基盤（B） 平成18-21年
東南アジア大陸部における土地利用変
化のメカニズム－フィールドワークと
ＲＳの結合－

河野泰之 14,100千円

科研費基盤（B） 平成20-23年 アフリカ諸語における統語構造と声調 梶　茂樹 3,700千円

科研費基盤（B） 平成20-23年 ホイッスラーモード相対論加速による
放射線帯形成過程の研究

大村 善治 12,950千円

科研費基盤（B） 平成19-22年 遺伝子組換え樹木：野外試験の海外調
査

林　隆久 10,660千円

科研費基盤（B） 平成21-23年 国境地域における自然資源管理のクロ
スナショナル・ガバナンス

Wil de Jong 4,300千円

科研費基盤（B） 平成19-22年 ラオス地方文書とオーラル・ヒスト
リーの組織的収集・保存体制の構築

増原善之 10,600千円

科研費基盤（B） 平成20-22年
熱帯雲霧林の林冠内植物の多様性と動
態:気候変動モニタリングに向けたサイ

ト構築

神崎　護 3,200千円

科研費基盤（B）海外 平成20-22年 熱帯大規模人工林における木材劣化生
物の多様性評価と持続的管理

吉村　剛 4,600千円

科研費基盤（B）海外 平成20-23年
グローバル化時代の東南アジアにおけ
る地方政治の新展開－首都、エネル
ギー、国境

岡本正明 12,700千円

科研費基盤（C） 平成21-23年
地域在住高齢者の抑うつ危険因子とグ
ループワークによる介入効果の縦断的
検討

和田泰三 1,000千円

科研費基盤（C） 平成21-23 年
経済的・文化的資源としての民族文化
観光の可能性：ケニアの「マサイ」を
事例として

中村香子 3,500千円

科研費基盤（C） 平成19-21年 韓国軍のベトナム戦争参戦の記憶をめ
ぐる韓越比較研究

伊藤正子
1,170千円

(間接経費含)

科研費基盤（C） 平成21-23年 耐乾性外来樹の拡大と地域水文/経済へ

の影響
佐藤孝宏 1,700千円

科研費基盤（C） 平成21-23年 非化石資源のみから構成される木質材
料の開発

梅村研二 3,400千円
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研究費の名称 期間 研究課題等 交付を受けた者
研究等経費総額

（千円）

科研費基盤（C） 平成21-23年 民主主義の人類学―ヴァナキュラー・

デモクラシーの課題と可能性
田辺明生 1560千円

科研費基盤（C） 平成21-23年
タイ・ミャンマー国境域移動者の生活
実践：少数民族の社会ネットワークと
文化再生産

速水洋子 3,300千円

科研費若手（S） 平成19-23年 養育者－子ども間相互行為における責
任の文化的形成

高田　明 10,100千円

科研費若手（A） 平成21-23年
木造建築の部材・接合部の生物劣化を
考慮した残存耐力の評価法に関する基
礎的研究

森　拓郎 13,340千円

科研費若手（B） 平成20-21年 英国東インド会社トンキン商館文書を
用いた近世ベトナム史の新研究

蓮田隆志
910千円

(間接経費含)

科研費若手（B） 平成21-24年
カンボジア仏教の再生と変容に関する
総合的研究：ヒト・モノ・カネの移動
と制度の再編

小林　知 900千円

科研費若手（B） 平成21-23年
開発実践の福次効果と住民活動の創造
的展開－タンザニアにおける農村開発
の事例

黒崎龍悟 1,040千円

科研費若手（B） 平成21-22年
＜核軍縮・不拡散の現実主義＞の理論
的基盤―再保証のコミットメントに着

眼して

佐藤史郎 650千円

科研費若手（B） 平成19-22年
南部アフリカにおける開発政策と先住
民運動にともなう狩猟採集社会の再編
に関する研究

丸山淳子 800千円

科研費若手（B） 平成20-22年 資源を巡る対立・協調の多元性と固有
性：東南アジアの事例から

生方史数 2,700千円

科研費若手（B） 平成20-22年
ミャンマー・カレン村落の焼畑土地利
用履歴と森林生態系の長期的変遷に関
する研究

鈴木玲治 3,200千円

科研費若手（B） 平成21-23年
トルコ地方小都市、世俗主義とイス
ラームのはざまの＜社会＞：震災復興
の経験から

木村周平 3,400千円

科研費萌芽研究 平成19-21年 ベトナム紅河デルタにおける可変的社
会制度の村落間比較研究

柳澤雅之 600千円

科研費，新学術領域研
究（研究課題提案型）

平成21-23年
泥炭湿地における大規模植林が水・熱
循環および周辺環境に与える影響評価
手法の構築

甲山　治 18,070千円

科研費 研究成果公開

促進費
平成21年 森棲みの生態誌 木村大治 2,400千円

京都大学若手スタート
アップ研究費

平成20-21年
地域在住高齢者の抑うつ危険因子とグ
ループワークによる介入効果の縦断的
検討

和田泰三 260千円

組織的な若手研究者等
海外派遣プログラム

平成22年3月
1日-平成25
年2月28日

地域と世界を架橋する東南アジア研究
の展開を目指す若手研究者海外派遣

河野泰之 65,800千円

京都大学地域研究統合
情報センター共同利用
研究（萌芽研究）

平成21年 グローバル経済下の生産・生存・環境 生方史数 500千円

三井物産環境基金 平成21-23年 森林の水循環における諸機能を流域管
理計画に導入する戦略に関する研究

谷　　誠 34,510千円

財団法人トステム建材
産業振興財団第17回助

成

平成20-21年 スギ材の大気浄化機能の基礎応用開発 川井秀一 2,000千円

パナソニック電工(株) 平成21年 高強度植物繊維を用いた複合材料の開
発

川井秀一 2,700千円

財団法人海堀奨学会
奨学金

平成20-22年 熱帯造林木の持続的な生産・利用と環
境貢献

川井秀一 7,500千円
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研究費の名称 期間 研究課題等 交付を受けた者
研究等経費総額

（千円）

宇宙利用促進経費 平成21-24年
偏波合成開口レーダデータを用いた大
規模植林地のマイクロ波散乱メカニズ
ムの解明とバイオマス推定手法の開発

大村善治 3,611千円

新エネルギー技術研究
開発 NEDO先導技術開

発

平成20-21年 糖化され易い熱帯早生樹の研究開発 林　隆久 19,952千円

生存基盤科学研究ユ
ニットサイト研究

平成21年 湖水及び流水圏におけるバイオマス評
価と利用

林　隆久 6,700千円

独立行政法人森林総合
研究所

平成21-23年 地域住民による生態資源の持続的利用
を通じた湿地林保全手法に関する研究

竹田晋也 5,667千円

JICA草の根支援事業 平成20-22年

コクタイン合作社の市場化対応
「capacity building」プロジェクト‐ベト

ナム紅河デルタの「村おこし」モデル
の形成

日本ベトナム
研究者会議

4,650千円

生存基盤科学研究ユ
ニットサイト型機動研
究

平成21年 在地と都市がつくる循環型社会再生の
ための実践型地域研究

水野広祐 17,000千円

財団法人住友財団環境
研究助成

平成20-21年
5月

人口増加に伴う樹木利用の精緻化とそ
の定量的評価：セネガル共和国セレー
ル社会の事例

平井將公 1,800千円

財団法人日本科学協会
笹川研究助成

平成21年
共有資源の持続化に果たす生態的実践
の役割：西アフリカ・サバンナ帯セ
レール社会の事例

平井將公 750千円

（独）科学技術振興機
構産学連携事業本部
「シーズ発掘試験」

平成21年 衛星ビーコン・ディジタル受信機の自
律観測システム開発

山本　衛 2,000千円

寄付金 平成21年 地域情報学における学術研究の展開 柴山　守 686千円  
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１１．自己点検評価委員会 

 

自己点検評価委員会は、平成 21 年度自己点検評価報告書の原案を同委員会に一任・

作成することを、第 28 回運営委員会（2010 年 3 月）において提案し、承認された。

昨年度の様式を基本に原案を提示し、その後、報告書案の目次と分担にしたがって執

筆を依頼し、部会および委員会からの原稿を取りまとめた。原稿取りまとめと編集に

あたっては、本委員会委員のほか、事務局の協力を得た。 
 
報告書の様式、目次案と分担を参考に記載する。 
 

グローバルＣＯＥプログラム「生存基盤持続型の発展を目指す地域研究拠点」 
平成２１年度自己点検報告書（案） 

自己点検委員会 川井、佐藤、西 
書式：Ａ４，上下左右マージン 30mm、 

ＭＳ明朝 1１ポイント、40 字／行、40 行／頁 
原稿締切：5 月 31 日事務局宛提出 

5 月上旬、事務局より前年度原稿に加筆訂正した粗案を担当者宛送付します 
6 月委員会で整理・取りまとめ、7 月印刷・配布 

刷り上がり：約 70 ページ（予定） 
印刷部数：200 部（配布先を確認のうえ、最終決定） 
 
目次と分担、分担ページ（目安） 
１．はじめに（杉原） 1p 
２．プログラムの目標と進捗（杉原） 2p 
   パラダイムの形成 
   成果の発信 
   教育・人材育成 
   世界拠点の形成 
３．組織・運営体制（河野）3p  
  3.1. 運営体制と教育研究プログラム 
  3.2.  委員会・部会組織と人員配置 
  3.3  事務局体制の整備 

3.4  情報基盤の整備 
3.5   平成 21 年度予算と配分状況 

４．運営委員会の活動（事務局） 5p 
4.1  概要 
4.2  特定助教（グローバル COE）、特定研究員（グローバル COE）および研究員

（時間雇用）の採用 
５．人材育成センターの活動（小杉、伊谷、清水） 15p 

5.1  大学院教育部会 
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     5.1.1  新専攻「グローバル地域研究」、持続型生存基盤コースの現況につい

て 
   5.1.2  TA・RA プログラム 
   5.1.3  フィールドステーションを活用した若手研究者の育成 
5.2  若手養成・研究部会 
   5.2.1  G-COE 助教・研究員の活動 
   5.2.2  次世代研究イニシアティブ・研究助成の交付 
   5.2.3  研究会・シンポジウム等の開催 
   5.2.4  生存圏科学国際スクールへの若手部会メンバーの派遣 
   5.2.5  G-COE 国際シンポジウムでの発表 
5.3  海外派遣助成 
5.4  アジア・アフリカ人材育成  

６．研究イニシアティブ  15p 
6.1 パラダイム研究会（杉原） 
6.2 研究イニシアティブ１（藤田） 
6.3 研究イニシアティブ２（柳沢） 
6.4 研究イニシアティブ３（林） 
6.5 研究イニシアティブ４（田辺） 
6.6 図書資料ユニット（東長） 

７．広報・成果出版部会（速水・林） 20p 
7.1 研究成果発信 
7.2 ニュースレター 
7.3 ウェブページ 
7.4 書籍の刊行 

８．拠点基盤整備部会（荒木）  5p 
8.1 データベース 
8.2 図書（東長） 

９．国際アドバイザリーボード部会（石川） 1p 
9.1 国際シンポジウムとの連携 
9.2 国際アドバイザリボードによる外部評価 

１０．自己点検評価委員会（川井）  １p 
１１．おわりに－今後の展望－（川井）  1p 
Appendix 1. G-COE ワーキングペーパー リスト(2010 年 3 月現在) 
Appendix 2. G-COE 20 年度業績リスト 

（1） 論文 
（2） 著書 
（3） 講演、発表 
（4） G-COE 関連国際会議の成果としてのプロシーディングス等出版

物 
（5） その他文章、および社会貢献 



 

 69 

（6） 受賞 
（7） 学位論文 
（8） 特許 

注）各項目の内容は提案で決まったものではありません。必要に応じて追加訂正くだ

さい。、また、ページは目安、参照程度に考えてください。 
 
サンプル 

１． はじめに（タイトル：ゴチック） 
（1 行空け） 

今回は、農業発展径路に焦点をあてます。農耕の開始により人類は、人口支持力の

増大、さまざまな・・・・ 
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１２. おわりに－今後の展望－ 

 
 
アジア・アフリカの地域研究に携わる研究者と、先端技術の開発に関わる科学者と

の学問的対話を促進するために、「持続型生存基盤パラダイム」という新しい考え方を

提案し、地球温暖化のアジア・アフリカの地域社会への影響といった緊急の課題に答

えるべく、ローカルな、あるいはリージョナルな持続的発展径路を追究することを目

標として発足した本プログラムの 21 年度の活動を点検し、若干の評価と今後の展望に

ついて記す。 
第一は研究分野横断型の研究推進についてである。平成 21 年度にはパラダイム研

究会を 11 回、国際シンポジウム・セミナーを 13 回、その他、イニシアティブ研究会・

ワークショップを多数主催・共催し、研究成果の国際的な発信を積極的に推進した。

また、その成果を速報として公開するワーキングペーパー14 冊を刊行した。上記国際

シンポジウム”The Third International Conference "Biosphere as a Global Force of Change" 
開催時のアドバイザリーミーティングにおいて、G-COE全体の目指すパラダイム形成、

｢生産から再生産へ｣というパラダイムシフト、ならびに自然科学と社会科学の統合手

法に高い評価が与えられた。 
同時に、４つの研究イニシアティブとそれらを総括するパラダイム研究会の活動も

活発に展開することができた。これらを通じて見出された知見は次の二点にまとめら

れる。その第一は、人間と（自然・生態）環境の関係を、これまでのように人間（開

発）の側からだけ、あるいは自然環境の維持の立場だけから考えるのではなく、両者

の相互関係を考慮した上で、人類の「生存基盤」をどのように持続させていくかとい

う視点が重要だということである。われわれは、そうした視点を確立するために、グ

ローバル・ヒストリーを書き直したり、人間開発指数に代わる「生存基盤指数」の開

発を試みたり、生命を連鎖体として見る在来の「生存基盤の思想」を読み解いたりし

た。第二は、人間と環境との関係を二項対立的に捉えるのではなく、「地球圏」、「生命

圏」、「人間圏」という、長い歴史と固有の運動の論理をもった三つの圏が交錯して成

立する「生存圏」として捉えることによって、これまで注目されていなかったさまざ

まな領域の問題を可視化し、総合化する試みである。 
これら作業の中間的な成果を、「生産から生存へ」、「地表から生存圏へ」、そして「温

帯から熱帯へ」の３つの視点を柱としてとりまとめ、単行本『地球圏・生命圏・人間

圏‐持続的な生存基盤を求めて』（京都大学学術出版会）を刊行した。次年度は、これ

らの知見をさらに練り上げ、国際学術誌への発表を活発化するとともに、英文図書と

してとりまとめ世界の公論形成への貢献を目指す。その他の成果出版物として既存の

Kyoto Working Paper Series on Area Studies に、G-COE Series を設け、年度内に 10 号出

版した。既刊のものと合わせて出版号数は 87 号となった。 
第二は大学院教育の制度整備についてである。大学院アジア・アフリカ地域研究研

究科（ASAFAS）に持続型生存基盤研究講座を設置する方向で制度改革の努力を進め

てきた。新しいパラダイムのもとでの人材育成を制度化するため、ASAFAS と人材育

成センターの緊密な連携のもとに、協力部局の全面的なサポートを得て、当初計画の
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「持続型生存基盤コース」よりもさらに本格的な講座設置を推進し、平成 21 年４月よ

り大学院アジア・アフリカ地域研究研究科にグローバル地域研究専攻を新設した。新

専攻に設置される持続型生存基盤論講座に新規で教授２名を採用する。本講座は、「持

続型生存基盤研究の方法」や「国際環境医学論」、「熱帯乾燥域生存基盤論」、「熱帯森

林資源論」、「人間環境関係論」、「生存圏科学論」等の科目を提供し、本プログラム終

了後の教育・人材育成の中核を担う予定である。 
第三は、大学院生・若手研究者に対する支援体制についてである。平成 21 年度にお

いては、大学院生を対象としたフィールド・ステーション派遣、海外観測拠点派遣支

援や論文投稿料支援、若手研究者を対象とした次世代研究イニシアティブ助成や海外

派遣助成を実施した。これにより、大学院生の研究活動を当初計画通りに活性化する

ことができた。また平成 20 年度に、アジア・アフリカ諸国の優秀な若手研究者を本拠

点に招へいし、最先端の研究現場での議論への参加を促進する若手研究者交流を実施

したことを受け、平成 21 年 4 月からは、アジア・アフリカ諸国の優秀な修士号取得者

を対象として、京都大学への編入により博士号の取得を支援するプログラムを開始し

た。 
 
以上のように、共同研究によるパラダイム形成と人材育成のための制度改革を両輪

とする本プログラムの構想は着実に進展している。平成 21 年度には『グローバルＣＯ

Ｅプログラム 平成１９年度採択拠点中間評価』を受け、その結果、本拠点は【特に優

れている拠点】に選ばれた。 
 
グローバル COE プログラム「生存基盤持続型の発展を目指す地域研究拠点」を開始

して 3 年が経過した。次年度以降においては、これまでの各種研究会や国際会議での

議論などを通じて蓄積されてきた「持続型生存基盤パラダイム」の関する知見を、各

研究イニシアティブの代表者から発信するとともに、プロジェクト終了までの残り 2
年間を見据えた方向性を具体的に提示し、プロジェクト全体の今後の研究活動を幅広

く議論する場としたい。さらに、「第 2 パラダイム研究会」を新たに設置し、生活機

能評価の視点から生存基盤指数の構築に向けた研究活動を開始すると共に、最終成果

を目指して「持続型生存基盤論講座(全５巻および別巻）」の刊行を企画・推進したい。 
 
 

拠点リーダー   杉原 薫 
自己点検評価委員会委員長     川井秀一 
事務局長           河野泰之 
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松
林
公
蔵
、
和
田

泰
三
：
特
集
：
高
齢
者
の
う
つ
病
を
め
ぐ
っ
て

 
各
論

 
地
域
在
住
高
齢
者
の
抑
う
つ

--
フ
ィ
ー

ル
ド
医
学
の
視
点
か
ら
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泰
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和
田
泰
三

, 
奥
宮

清
人

, 
松
林
公
蔵
：
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

 介
護
予
防
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
、
理
学
療
法
ジ
ャ
ー
ナ
ル
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和
田
泰
三

, 
松
林

公
蔵
：
転
倒
危
険
者
の
早
期
発
見
か
ら
予
防
ま
で

 
最
新
の
エ
ビ
デ
ン
ス
か
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ボ
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河
野
泰
之
．
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09

．
「
ベ
ー
ス
マ
ッ
プ
作
成
と
情
報

の
地

図
化
－
地
域
研
究
と

G
IS
－
」
，
水
島
司
、
柴
山
守
編
『
地
域
研
究
の
た
め
の

G
IS
』
，

pp
. 1

1-
17
，
東
京
：
古
今
書
院
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河
野
泰
之
，
宮
川

修
一
，
渡
辺
一
生
．
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09
．
「
１
つ
の
村
の
水
稲
収
量
図
か
ら
社
会

の
変
化
を
読
み
取
る
－
東
南
ア
ジ
ア
の
農
業
発
展
－
」
，
水
島
司
、
柴
山
守
編
『
地
域
研
究
の
た
め
の
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』
，
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. 8

1-
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，
東
京
：
古
今
書
院
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．
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．
「
半
乾
燥
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域
の
稲
作
」
，
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巻
正
巳
，
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倉
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界
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３
東
南
ア
ジ
ア
』
，

pp
. 1

67
-1

79
，
東
京
：
朝
倉
書
店

. 

Le
isz

, S
. J

., 
K

on
o,

 Y
., 

Fo
x,

 J.
, Y

an
ag

isa
w

a,
 M

. a
nd

 R
am

bo
, A

. T
. 2

00
9.

 L
an

d 
us

e 
ch

an
ge

s 
in

 th
e 

up
la

nd
s o

f S
ou

th
ea

st
 A

si
a:

 P
ro

xi
m

at
e 

an
d 

di
st

an
t c

au
se

s, 
So

ut
he

as
t A

sia
n 

St
ud

ie
s 4

7(
3)

, p
p.

 2
37

-2
43

. 
 

D
ao

 M
in

h 
Tr

uo
ng

, K
on

o,
 Y

., 
Y

an
ag

isa
w

a,
 M

. a
nd

 L
ei

sz
, S

. J
. a

nd
 K

ob
ay

as
hi

, S
. 2

00
9.

 L
in

ka
ge

 o
f f

or
es

t p
ol

ic
ie

s a
nd

 p
ro

gr
am

s w
ith

 la
nd

 c
ov

er
 a

nd
 la

nd
 u

se
 c

ha
ng

es
 in

 th
e 

N
or

th
er

n 
m

ou
nt

ai
n 

re
gi

on
 o

f V
ie

tn
am

: A
 V

ill
ag

e-
le

ve
l c

as
e 

st
ud

y,
 S

ou
th

ea
st 

As
ia

n 
St

ud
ie

s 4
7(

3)
, p

p.
 2

44
-2

62
. 

 

Sa
ph

an
gt

ho
ng

, T
. a

nd
 K

on
o,

 Y
. 2

00
9.

 C
on

tin
ui

ty
 a

nd
 d

isc
on

tin
ui

ty
 in

 la
nd

 u
se

 c
ha

ng
es

: A
 c

as
e 

st
ud

y 
in

 N
or

th
er

n 
La

o 
vi

lla
ge

s, 
So

ut
he

as
t A

sia
n 

St
ud

ie
s 4

7(
3)

, p
p.

 2
63

-2
86

. 
 

K
on

o,
 Y

., 
B

ad
en

oc
h,

 N
., 

To
m

ita
, S

., 
D

ou
an

gs
av

an
h,

 L
. a

nd
 N

on
ak

a,
 K

. 2
01

0.
 A

ge
nc

y,
 o

pp
or

tu
ni

ty
 a

nd
 ri

sk
: C

om
m

er
ci

al
iz

at
io

n 
an

d 
hu

m
an

-n
at

ur
e 

re
la

tio
ns

hi
ps

 in
 L

ao
s, 

So
ut

he
as

t A
sia

n 
St

ud
ie

s 4
7(

4)
, p

p.
 3

65
-3

73
. 

 

河
野
泰
之
，
孫
暁

剛
，
星
川
圭
介
．

20
10
．
「
水
の
利
用

か
ら
見
た
熱
帯
社
会

の
多
様
性
」
，
杉
原
薫
他
編
『
地
球

圏
・
生
命
圏
・
人
間
圏
－
持
続
型
生
存
基
盤
と
は
何
か
－
』
，

pp
. 1

85
-2

09
, 
京
都
：
京
都
大
学
学
術
出
版
会
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渡
辺
一
生
，
河
野

泰
之
，
宮
川
修
一
，
舟
橋
和
雄
，
星

川
和
俊
．

20
09
．
タ
イ
国
東
北
部
・
ド
ン
デ
ー
ン
村

に
お

け
る
コ
メ
自
給
構
造
の
変
化
－
約

30
年
間
に
渡
る
コ
メ
収
穫
量
調
査
に
基
づ
く
時
空
間

デ
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タ
ベ
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の
構

築
－
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『
熱
帯
農
業
研
究
』
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落
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け
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－
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－
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草
野
博
彰
、
青
山

卓
史

 根
毛
形
成
に
お
け
る
極
性
の
確
立
・
維
持
機
構
：
リ
ン
脂
質
シ
グ
ナ
ル
に
焦
点
を
当
て
て
「
蛋
白
質
・
核
酸
・
酵
素
」
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藤
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「
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ム
の
『
民
族
法
』
の
行
方
－
『
伝
統
文
化
』
の
保
護
か
ら
少
数
民
族
管
理
へ
」
『
東
南
ア
ジ
ア
－
歴
史
と
文
化
－
』
（
東
南
ア
ジ
ア
学
会
）
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『
先
住
民
』を
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る
こ
と
が
で
き
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い
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権
と
部
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 「
生
産
と
生
存
」
『
環
』
39

号
、
小
特
集
「
追
悼
杉
原
四
郎
」
、

24
1－

43
頁
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 「
１
９
世
紀
前
半
の
ア
ジ
ア
交
易
圏
－
統
計
的
考
察
－
」
脇
村
孝
平
・
籠
谷
直
人
編
『
帝
国
と
ア
ジ
ア
・ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
－
長
期
の
１
９
世
紀
－
』
世
界
思
想
社

、
20
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年
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25
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（
コ
メ
ン
ト
）
「
「
共
有
」
を
グ
ロ
ー
バ
ル
・
ヒ
ス
ト
リ
ー
か
ら
見
る
と
」
「
経
済

に
お
け
る
二
重
秩
序
の
活
用
」
「
『
国
際
公
共
財
』
研
究
の
発
展
の
た
め
に
」
三
谷
博
・
並
木

頼
寿
・
月
脚
達
彦
編
『
大
人
の
た
め
の
近
現
代
史

19
世
紀
編
』
東
京
大
学
出
版
会
、
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09

年
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月
、
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、
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3
頁
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「
最
晩
年
の
杉
原
四
郎
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河

上
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記
念
會
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報
』
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、
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年
1
月

25
日
、

51
－
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頁
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杉
原

 
薫

  
「
歴
史
的
遺
産
を
知
る
た
め
の
基
本
文
献
」『
講
座
・
日
本
経
営
史

』
（
全
６
巻
、
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
）
、
推
薦
文
、

20
10

年
1
月
。

 

杉
原
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リ
オ
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ト
－
ア
ジ
ア
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代
の
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ー
バ
ル
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エ
コ
ノ
ミ
ー
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創
業

20
周
年
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念
ア
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ケ
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ト
 
心
に
残
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藤
原
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本
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藤
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書
店
、
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年
3
月
、
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治
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「
オ
ア
シ
ス
周
辺
域
に
お
け
る
夜
間
の
水
蒸
気
フ
ラ
ッ
ク
ス
の
推
定
」
『
土
壌
水
分
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
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09

論
文
集
』 
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．
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ア
ブ
ス
ト
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み

査
読
あ
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甲
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史
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09
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「
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型
流
出
モ
デ
ル
を
用
い
た
融
雪
洪
水
の
再
現
計
算
」
 『

京
都
大
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防
災
研
究
所
年
報
』
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．
（
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小
林
知
．
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．
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代
以
後
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ン
ボ
ジ
ア
農
村
に
お
け
る
宗
教
活
動
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復
興

―
寺
院
建
造
物
の
再
建
を
め
ぐ
る
民
族
誌
的
研
究

―
』
富
士
ゼ
ロ
ッ
ク
ス
小
林
節
太
郎
基
金
研
究
助
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論
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史
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籠
谷
直
人

 
籠
谷
直
人
「
近
代
東
ア
ジ
ア
に
お
け
る
自
由
貿
易
原
則
の
浸
透
」
、
遠
藤
乾
編

『
グ
ロ
ー
バ
ル
・
ガ
バ
ナ
ン
ス
の
人

と
思
想
』
有
斐
閣
、

20
10

年
1
月
、
２
１
７
－
２
４
２
頁
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籠
谷
直
人
「
自
由
貿
易
原
則
在
東
亜
浸
透
」
、
李
玉
主
編
『
東
亜
的
価
値
』
北

京
大
学
出
版
社
、
２
０
１
０
年
１
月
、

16
0-

17
7
頁
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籠
谷
直
人
「
神
戸
華
僑
歴
史
博
物
館
創
設

30
周
年
記
念
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
」
(2

00
9
年

10
月

3
日

)『
日
本
華
僑
華
人
関
係
資
料
の
収
集
・
整
理
・
保
存
・
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開
』
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戸
華
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歴
史
博
物
館
、
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０
１
０
年
３
月
、
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に
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け
る
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由
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華
僑
」
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地
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環
境
学
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究
所
・
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奈

緒
子
編
『
第
三
回
全
球
都
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全
史
研
究
会
報
告
集
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態
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と
そ
の
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ッ
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』
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会
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「
脆
弱
性
の
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る
ア
フ
リ
カ
農
民
・
農
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考
」
『
ア
フ
リ
カ
レ
ポ
ー
ト
』
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 p
p.
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ア
フ
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カ
の
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族
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題
と
新
し
い
地
域
紛
争
」
 
『
歴
史
と
地
理
』
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植
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研
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と
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水
野
広
祐
、
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グ
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ワ
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、
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10
、
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け
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低
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素
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泥
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地
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排
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全
問
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光
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前
川
泰
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柴
垣
佳
明
・
佐
藤
亨
・
山
本
衛
・
橋
口
浩
之
・
深
尾
昌
一
郎

, 
温
帯
お
よ
び
赤
道
域
で
の

K
u
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搬
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島
上
宗
子

 
島
上
宗
子
「
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
に
お
け
る
村
落
ガ
バ
ナ
ン
ス

―
共
同
体
か
、
自
治
体
か
、
行
政
末
端
組
織
か

―
」
永

井
史
男
・
船
津
鶴
代
編
『
東
南
ア
ジ
ア
に
お
け
る
自
治
体
ガ
バ
ナ
ン
ス
の
比
較
研
究
』
調
査
研
究
報
告
書
、
日
本

貿
易
振
興
機
構
ア
ジ
ア
経
済
研
究
所
、

20
10

年
3
月
、

11
0～
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7
頁
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佐
々
木
綾
子

 
佐
々
木

 綾
子

. 2
00

9.
 タ

イ
北
部
に
お
け
る
発
酵
食
用
茶
『
ミ
ア
ン
』
の
伝
播
に
関
す
る
一
考
察

. 
ヒ
マ
ラ
ヤ
学
誌

. 1
0:

 1
90

-1
96

 

佐
々
木

 綾
子

. 2
00

9.
 発

酵
茶
文
化
の
地
域
固
有
性
を
考
え
る

. 
茶
の
世
界

. 1
2:

 1
8-
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米
澤
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Y
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a 

G
o 

: 3
-D

 T
op

og
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ph
ic

al
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na
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si
s 

in
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oi
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, 
東
南
ア
ジ
ア
研
究

, 4
6
巻

, 4
号
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00

9,
 p

p.
 5

19
-5

31
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米
澤

 
剛
，
柴
山

 
守
：
ハ
ノ
イ
の
地
形
と
水
文
環
境

 －
3
次
元
都
市
モ
デ
ル
の
構
築
－
，
情
報
処
理
学
会
研
究
報
告

20
09
，

20
09

-C
H

-8
3(

19
)，

20
09

, p
p.

1-
7.
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篠
原
真
毅

 
篠
原

 真
毅

, “
有
機
薄
膜
太
陽
電
池
の
最
新
技
術

II
 (監

修
: 
上
原
赫

, 
吉
川
暹

)”
, 
第

6
章

 有
機
薄
膜
太
陽
電
池
の
実
用
化
と
そ
の
市
場
動
向

 4
. 
宇
宙
太
陽
光
発
電
と
関
連
技
術

, 
シ
ー
エ
ム
シ
ー
出
版

, 2
00

9,
 p

p.
30

4-
31

1 

 
 

松
本

 紘
、
篠
原

 真
毅

, “
京
の
宇
宙
学

 (
松
本
紘
編
著

), 
第

4
章
太
陽
系
を
食
べ
る

”,
 2

00
9 

 
 

篠
原

 真
毅

, 
丹
羽
直

幹
, “
非
接
触
電
力
伝
送
技
術
の
最
前
線

 (
監
修

: 
松
木
英
敏

), 
2.

2 
建
物
内
の
マ
イ
ク
ロ
波
電
力
伝
送
シ
ス
テ
ム

”,
 シ

ー
エ
ム
シ
ー
出
版

, 2
00

9,
 p

p.
93
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04

 

 
 

橋
本
隆
志

, 
岸

 則
政

, 
篠
原

 真
毅

, “
非
接
触
電
力
伝
送
技
術
の
最
前
線

 (
監

修
: 
松
木
英
敏

), 
2.

3 
EV

用
無
線
給
電
シ
ス
テ
ム
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イ
ク
ロ
波

)”
, 
シ
ー
エ
ム
シ
ー
出
版
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00
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田
中
雅
一

 
田
中
雅
一

 「
ひ
と
り
だ
け
ど
ふ
た
り
？
ひ
と
り
だ
か
ら
ふ

た
り
？

―
―
ダ
ブ
ル
の
民
族
誌
を
め
ぐ
っ
て
」
東
京
外
大
ア
ジ
ア
･ア

フ
リ
カ
言
語
文
化
研
究
所
『
「
シ
ン
グ
ル
」
と
社
会

―
人
類
学
的
研
究
』
研
究
会

20
09

年
5
月

6
日

 

田
中
雅
一

 「
エ
イ
ジ
ェ
ン
ト
は
誘
惑
す
る

―
―
社
会
・
集
団
を
め
ぐ
る
闘
争
モ
デ
ル
批
判
の
試
み
」
東
京
外
大
ア
ジ
ア
･ア

フ
リ
カ
言
語
文
化
研
究
所
『
人
類
社
会
の
進
化
史
的
基
盤
研
究
（
２
）
』
研
究
会

20
09

年
6
月

17
日

 

田
中
雅
一

 「
歓
待
の
人
類
学
」
趣
旨
説
明
・
コ
メ
ン
ト
京
都
人
類
学
研
究
会

7
月
季
節
例
会

20
09

年
7
月

17
日

 

田
中
雅
一

 
「
多
文
化
世
界
と
し
て
の
現
代
イ
ン
ド
」
京
都

大
学
人
文
科
学
研
究
所
現
代
イ
ン
ド
研
究
セ
ン
タ
ー

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

2
第

1
回
会
合
京
都
大
学
人
文
科
学
研
究
所

20
09

年
7
月

24
日

 

田
中
雅
一

 「
Ed

uc
at

io
n 

on
 R

el
ig

io
us

 C
ul

tu
re

 in
 R

el
ig

io
us

 S
tu

di
es

 a
nd

 E
du

ca
tio

n 
in

 B
rit

ai
n:

 S
om

e 
Fi

nd
in

gs
」
 
科
学
研
究
費
補
助
金
基
盤
研
究
（

A
）
「
大
学

に
お
け
る
宗
教
文
化
教
育
の
実
質
化
を
図
る
シ
ス
テ
ム
構
築
」
国
際
集
会
国
立
民
族
学
博
物
館

20
09

年
8
月

10
日
。

 

田
中
雅
一

 「
M

an
ag

em
en

t a
nd

 M
ar

ke
tin

g 
of

 G
lo

ba
liz

at
io

n 
A

si
an

 R
el

ig
io

ns
」
コ
メ
ン
ト
、
国
立
民
族
学
博

物
館
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
、

20
09

年
8
月

11
日

-1
4
日

 

田
中
雅
一

 パ
ネ
ル
「
ジ
ェ
ン
ダ
ー
宗
教
学
の
確
立
に
む
け
て
」
コ
メ
ン
ト
、
日
本
宗

教
学
会
第

68
回
学
術
大
会

20
09

年
9
月

12
日

 

田
中
雅
一

 「
京
都
大
学
に
お
け
る
探
検
と
人
類
学
」
国
立
民
族
学
博
物
館
『
日
本
の
人
類
学
史
の
研
究
』
研
究

会
20

09
年

10
月

17
日

 

田
中
雅
一

 
「
軍
隊

―
―
ナ
シ
ョ
ナ
ル
と
ト
ラ
ン
ス
ナ
シ
ョ
ナ
ル
」
日
本
文
化
人
類
学

会
公
開
講
演
会
講
演
「
文
化
人
類
学
か
ら
世
界
を
見
る
」
20

09
年

11
月

14
日

 

田
中
雅
一

 「
異
に
触
れ
、
異
に
交
わ
る

 
文
化
人
類
学
の
立
場
か
ら
」
シ
ー
ズ
と
ニ
ー
ズ
の
会
講
演

20
09

年
11

月
20

日
 

田
中
雅
一

 「
多
文
化
世
界
と
し
て
の
現
代
イ
ン
ド
」
人
間
文
化
研
究
機
構
プ
ロ
グ
ラ
ム
「
現
代
イ
ン
ド
地
域
研
究
」
20

09
年
度
全
体
集
会
京
都
大
学
稲
盛
ホ
ー
ル

20
09

年
12

月
5
日

 

田
中
雅
一

 「
21

世
紀
ア
ジ
ア
社
会
の
人
類
学

 回
顧
と
展
望
」
コ
メ
ン
ト
、
南
山
大
学
人
類
学
研
究
所

20
09

年
12

月
19

日
 

田
中
雅
一

 「
コ
ン
タ
ク
ト
・
ゾ
ー
ン
と
し
て
の
占
領
期
ニ
ッ
ポ
ン
」
京
都
大
学
人
文
科
学
研
究
所
『
複
数
文
化
接
触
領
域
の
人
文
学
』
20

10
年

2
月

15
日

 

田
中
雅
一

 「
国
境

 
デ
ィ
ア
ス
ポ
ラ
・
ア
ー
ト
実
践
」
京
都
大
学
現
代
イ
ン
ド
地
域
研
究
拠
点
総
括
班
第
１
回
会
合

京
都
大
学
稲
盛
ホ
ー
ル

20
10

年
3
月

23
日

 

田
中
雅
一

 「
コ
ン
タ
ク
ト
・
タ
イ
ム
ゾ
ー
ン
」
東
京
外
大
ア
ジ
ア
･ア

フ
リ
カ
言
語
文
化

研
究
所
『
社
会
空
間
論
の
再
検
討

―
時
間
的
視
座
か
ら
』
研
究
会

20
10

年
3
月

28
日

 

田
中
雅
一

 「
儀
礼
化
を
め
ぐ
っ
て

―
―
制
度
へ
の
実
践
論
的
ア
プ
ロ
ー
チ
」
東
京
外
大
ア
ジ
ア
･ア

フ
リ
カ
言
語
文
化
研
究
所
『
人
間
社
会
の
進
化
史
的
基
盤
研
究
（
２
）
』
研
究
会

20
10

年
3
月

29
日

 

田
中
雅
一

 「
強
壮
す
る
男
性
身
体
」
東
京
外
大
ア
ジ
ア
･ア

フ
リ
カ
言
語
文
化
研
究
所
『
「
も
の
」
の
人
類
学
的
研
究

―
―
も
の
、
身
体
、
環
境
の
ダ
イ
ナ
ミ
ク
ス
』
研
究
会

20
10

年
3
月

30
日

 

木
村
大
治

 
木
村
大
治
，
北
西
功

一
 (
編
著

) 2
01

0『
森
棲
み
の
生
態
誌

 －
ア
フ
リ
カ
熱
帯
林

の
人
・
自
然
・
歴
史

 I
』
xv

i+
42

5p
p.

 京
都
大
学
学
術
出
版
会

 



木
村
大
治

 

 

木
村
大
治
，
北
西
功

一
 (
編
著

) 2
01

0『
森
棲
み
の
社
会
誌

 －
ア
フ
リ
カ
熱
帯
林

の
人
・
自
然
・
歴
史

 I
I』

xi
ii+

38
8p

p.
 京

都
大
学
学
術
出
版
会

 

木
村
大
治
，
中
村
美
知
夫
，
高
梨
克
也

 (
編
著

) 2
01

0『
イ
ン
タ
ラ
ク
シ
ョ
ン
の
境
界
と
接
続

 －
サ
ル
・
人
・
会
話
研
究
か
ら
』
44

5p
p.

 昭
和
堂

 

木
村
周
平

 
木
村
周
平

20
10

 「
わ
れ
わ
れ
の
＜
つ
な
が
り
＞
」
『
地
球
圏
・
生
命
圏
・
人
間
圏
：
持
続
的
な
生
存
基
盤
を
求
め
て
』
杉
原
薫
・
川
井
秀
一
・
河
野
泰
之
・
田
辺
明
生
（
編
）
京
都
大
学
学
術
出
版
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著
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ク
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岡
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介
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介
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史
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史
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熱
帯
ア
ジ
ア
の
人
々

と
森
林
管
理
制
度
：
現
場
か
ら
の
ガ
バ
ナ
ン
ス
論
』
人
文
書
院
．
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佐
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．
『
地
球
圏
・
生
命
圏
・
人
間
圏
－
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－
』
，
京
都
：
京
都
大
学
学
術
出
版
会
，

42
7p

. 

杉
原

 
薫

 
杉
原

 
薫

 「
戦
後
世
界
シ
ス
テ
ム
の
変
容
と
東
ア
ジ
ア

―
歴
史
的
展
望

―
」
、
浦
田
秀
次
郎
・
財
務
省
財
務
総
合
政
策
研
究
所
編
『
グ
ロ
ー
バ
ル
化
と
日
本
経
済
』
、
勁

草
書
房
、
２
０
０
９
年
７
月

  

杉
原

 
薫

  
『
地
球
圏
・
生
命
圏
・
人
間
圏
－
人
類
に
と
っ
て
生
存
基
盤
と
は
何
か
－
』
（
川
井
秀
一
、
河
野
泰
之

、
田
辺
明
生
と
共
編
）
、
京
都
大
学
学
術
出
版
会
、

20
10

年
3
月
。
序
章
「
持
続
型
生
存
基
盤
パ
ラ
ダ
イ
ム
と
は
何
か
」
、
「
第

1
編
の
ね
ら
い
」
お
よ
び
第

1
章
「
グ
ロ
ー
バ
ル
・
ヒ
ス
ト
リ
ー
と
複
数
発
展
径
路
」
を
執
筆
。

  

水
野
一
晴

 
M

iz
un

o,
 K

. (
20

10
):H

ist
or

ic
al

 C
ha

ng
e 

an
d 

its
 P

ro
bl

em
 o

n 
th

e 
R

el
at

io
ns

hi
p 

be
tw

ee
n 

N
at

ur
al

 E
nv

iro
nm

en
ts

 a
nd

 H
um

an
 A

ct
iv

iti
es

 in
 S

ou
th

er
n 

A
fr

ic
a,

 A
fr

ic
an

 S
tu

dy
 M

on
og

ra
ph

s, 
Su

pp
le

m
en

ta
ry

 Is
su

e,
 N

o.
40

, 1
94

p.
 

水
野
一
晴

 (
20

09
)：
世
界
の
沙
漠
－
ア
フ
リ
カ
．
日
本
沙
漠
学
会
編
：
『
沙
漠
の
事

 典
』
丸
善
，

7.
 

水
野
一
晴

 (
20

09
)：
ア
フ
リ
カ
の
生
態
．
日
本
沙
漠
学
会
編
：
『
沙
漠
の
事
典
』
丸

 善
，

12
5.

 

海
田
る
み

 
K

ai
da

 R
., 

Se
ra

da
 S

., 
N

or
io

ka
 N

., 
N

or
io

ka
 S

., 
N

eu
m

et
zl

er
 L

., 
Pa

ul
y 

M
., 

Sa
m

pe
dr

o 
J.,

 Z
ar

ra
 I.

, H
ay

as
hi

 T
., 

K
an

ek
o 

S.
 T

. (
20

10
) P

ot
en

tia
l r

ol
e 

fo
r p

ur
pl

e 
ac

id
 p

ho
sp

ha
ta

se
 in

 th
e 

de
ph

os
ph

or
yl

at
io

n 
of

 w
al

l p
ro

te
in

s 
in

 to
ba

cc
o 

ce
lls

. P
la

nt
 P

hy
sio

l. 
(in

 p
re

ss
) 

  

K
ai

da
 R

., 
Su

ga
w

ar
a 

S.
, N

eg
or

o 
K

., 
M

ak
i M

., 
H

ay
as

hi
 T

., 
K

an
ek

o 
T.

 (2
01

0)
 A

cc
el

er
at

io
n 

of
 c

el
l g

ro
w

th
 b

y 
xy

lo
gl

uc
an

 o
lig

os
ac

ch
ar

id
es

 in
 su

sp
en

sio
n-

cu
ltu

re
d 

to
ba

cc
o 

ce
lls

. M
ol

. P
la

nt
 (i

n 
pr

es
s)

 

H
ay

as
hi

 T
., 

K
ai

da
 R

., 
K

ak
u 

T.
, B

ab
a 

K
. (

20
10

) L
oo

se
ni

ng
 x

yl
og

lu
ca

n 
pr

ev
en

ts
 te

ns
ile

 st
re

ss
 in

 tr
ee

 st
em

 b
en

di
ng

 b
ut

 a
cc

el
er

at
es

 th
e 

en
zy

m
at

ic
 d

eg
ra

da
tio

n 
of

 c
el

lu
lo

se
. R

us
si

an
 J.

 P
la

nt
 P

hy
sio

l. 
57

, 3
16

-3
20

. 

K
ai

da
 R

., 
K

ak
u 

T.
, B

ab
a 

K
., 

O
ya

do
m

ar
i M

., 
W

at
an

ab
e 

T.
, N

ish
id

a 
K

., 
K

an
ay

a 
T.

, S
ha

ni
 Z

., 
Sh

os
ey

ov
 O

., 
H

ay
as

hi
 T

. (
20

09
) L

oo
se

ni
ng

 x
yl

og
lu

ca
n 

ac
ce

le
ra

te
s t

he
 e

nz
ym

at
ic

 d
eg

ra
da

tio
n 

of
 c

el
lu

lo
se

 in
 w

oo
d.

 M
ol

. P
la

nt
 2

, 9
04

-9
09

. 

K
ai

da
 R

., 
K

ak
u 

T.
, B

ab
a 

K
., 

H
ay

as
hi

 T
. (

20
09

) E
nz

ym
at

ic
 sa

cc
ha

rif
ic

at
io

n 
an

d 
et

ha
no

l p
ro

du
ct

io
n 

of
 A

ca
ci

a 
m

an
gi

um
 a

nd
 P

ar
as

er
ia

nt
he

s f
al

ca
ta

ria
 w

oo
d,

 a
nd

 o
il 

pa
lm

 tr
un

k.
 J.

 W
oo

d 
Sc

i. 
55

, 3
81

-3
86

. 

K
ai

da
 R

., 
K

ak
u 

T.
, B

ab
a 

K
., 

H
ar

ta
ti 

S.
, S

ud
ar

m
on

ow
at

i E
., 

H
ay

as
hi

 T
. (

20
09

) E
nh

an
ce

m
en

t o
f s

ac
ch

ar
ifi

ca
tio

n 
by

 o
ve

re
xp

re
ss

io
n 

of
 p

op
la

r c
el

lu
la

se
 in

 se
ng

on
. J

. W
oo

d 
Sc

i. 
55

,4
35

-4
40

. 

K
ai

da
 R

., 
Sa

to
h 

Y
., 

B
ul

on
e 

V
., 

Y
am

ad
a 

Y
., 

K
ak

u 
T.

, H
ay

as
hi

 T
., 

K
an

ek
o 

T.
 (2

00
9)

 A
ct

iv
at

io
n 

of
 b

-g
lu

ca
n 

sy
nt

ha
se

s 
by

 w
al

l-b
ou

nd
 p

ur
pl

e 
ac

id
 p

ho
sp

ha
ta

se
 in

 to
ba

cc
o 

ce
lls

. P
la

nt
 P

hy
sio

l. 
15

0,
 1

82
2-

18
30

. 

B
ab

a 
K

., 
Pa

rk
 W

.P
., 

K
ak

u 
T.

, K
ai

da
 R

., 
Ta

ke
uc

hi
 M

., 
Y

os
hi

da
 M

., 
H

os
oo

 Y
., 

O
jio

 Y
., 

O
ku

ya
m

a 
T.

, T
an

ig
uc

hi
 T

., 
O

hm
iy

a 
Y

., 
K

on
do

 T
., 

Sh
an

i J
., 

Sh
os

ey
ov

 O
., 

A
w

an
o 

T.
, S

er
ad

a 
S,

 N
or

io
ka

 N
., 

N
or

io
ka

 S
., 

H
ay

as
hi

 T
. (

20
09

) X
yl

og
lu

ca
n 

fo
r G

en
er

at
in

g 
Te

ns
ile

 S
tre

ss
 to

 B
en

d 
Tr

ee
 S

te
m

. M
ol

. P
la

nt
 

2,
 8

93
-9

03
. 

H
ay

as
hi

 T
., 

K
ai

da
 R

., 
M

ist
ud

a 
N

., 
O

hm
e-

Ta
ka

gi
 M

., 
N

ish
ik

ub
o 

N
., 

K
id

ou
 S

., 
Y

os
hi

da
 K

. (
20

09
) E

nh
an

ci
ng

 p
rim

ar
y 

ra
w

 m
at

er
ia

ls 
fo

r b
io

fu
el

s. 
In

 B
io

m
as

s t
o 

B
io

fu
el

s, 
W

ile
y,

 p
p 

45
9-

48
9.

  

甲
山
治

 
甲
山
治
「
第

4
章

 
地

球
圏
の
駆
動
力
と
し
て
の
熱
帯
」
『
地
球
圏
・
生
命
圏
・
人
間

圏
：
持
続
的
生
存
基
盤
と
は
何

か
』
杉
原
薫
・
川
井
秀
一
・
河
野
泰
之
・
田
辺
明
生
（
編
）
，

20
10

年
3
月

 

O
. K

oz
an

, "
W

at
er

 R
es

ou
rc

e 
M

an
ag

em
en

t i
n 

th
e 

A
rid

 R
eg

io
n 

of
 C

en
tra

l A
si

a 
un

de
r C

lim
at

e 
C

ha
ng

e"
, T

ex
tb

oo
k 

of
 th

e 
N

in
et

ee
nt

h 
IH

P 
Tr

ai
ni

ng
 C

ou
rs

e“
W

at
er

 R
es

ou
rc

es
 a

nd
 W

at
er

 R
el

at
ed

 D
isa

st
er

s u
nd

er
 C

lim
at

e 
C

ha
ng

e 
- P

re
di

ct
io

n,
 Im

pa
ct

 A
ss

es
sm

en
t a

nd
 A

da
pt

at
io

n 
-“

, 8
 p

ag
es

, 2
00

9.
 



川
井
秀
一

 
川
井
秀
一
：
第

10
章

 
炭
素
貯
留
源
と
し
て
の
木
材
の
役
割
と
持
続
的
･循

環
的
な
国
産
材
利
用
、

p.
18

5-
20

2、
地
球
温
暖
化
問
題
へ
の
農
学
の
挑
戦
、
日
本
農
学
会

編
、
養
賢
堂
、

20
09

 

川
井
秀
一
：
第

7
章

 
熱
帯
林
生
命
圏
の
創
出
、
地
球
圏
・
生
命
圏
・
人
間
圏
－

持
続
的
な
生
存
基
盤
を
求
め
て
－
、

p.
21

5-
23

1、
京
都
大
学
学
術
出
版
会
、

20
10

 

籠
谷
直
人

 
籠
谷
直
人
、
脇
村
孝

平
氏
共
編
著
『
帝
国
と
ア
ジ
ア
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

 
－
長
期
の

19
世
紀
』
世
界
思
想
社
、

20
0９

年
11

月
。

  

島
田
周
平

 
島
田
周
平

 
20

09
.1

1.
28

 「
ア
フ
リ
カ
農
村
開
発
に
求
め
ら
れ
て
い
る
こ
と

-脆
弱
性

の
視
点
か
ら
の
提
言
－
」
 
日

本
国
際
地
域
開
発
学
会

 

島
田
周
平

 
20

10
.3

.2
8 

「
ナ
イ
ジ
ェ
リ
ア
の
地
域
紛
争
に
関
す
る
新
し
い
研
究
動
向
」
 
日
本
地
理
学
会
春
季
大
会

 

水
野
広
祐

 
M

iz
un

o 
K

os
uk

e,
 P

as
uk

 P
ho

ng
pa

ic
hi

t, 
ed

., 
20

09
, P

op
ul

is
m

 in
 A

si
a,

 K
yo

to
 C

SE
A

S 
Se

rie
s o

n 
A

si
an

 S
tu

di
es

 V
ol

um
e 

2,
 S

in
ga

po
re

; N
at

io
na

l U
ni

ve
rs

ity
 o

f S
in

ga
po

re
 P

re
ss

, K
yo

to
; K

yo
to

 U
ni

ve
rs

ity
 P

re
ss

, 2
00

9,
 2

28
p.

 
（
査
読
あ
り
） 

田
辺
明
生

  
田
辺
明
生

  
『
カ
ー

ス
ト
と
平
等
性

―
イ
ン
ド
社
会
の
歴

史
人
類
学
』
東
京
大
学
出
版
会

 
57

6
頁

  
20

10
年

2
月

 
  

杉
原

 薫
・
川
井
秀
一
・
河
野
泰
之
・
田
辺
明
生
編
『
地
球
圏
・
生
命
圏
・
人
間
圏

―
―
持
続
型
生
存
基
盤
と
は
何
か
』
京
都
大
学
学
術
出
版
会

 
42

7
頁
全
体
を
共
編
ほ
か
、
「
生
存
基
盤
の
思
想

―
―
連
鎖
的
生
命
と
行
為

主
体
性
」
の
章
を
担
当

 
36

5-
39

3
頁

  
20

10
年

3
月

  
 

藤
田
幸
一

 
Fu

jit
a,

 K
., 

R
e-

th
in

ki
ng

 E
co

no
m

ic
 D

ev
el

op
m

en
t: 

Th
e 

G
re

en
 R

ev
ol

ut
io

n,
 A

gr
ar

ia
n 

St
ru

ct
ur

e 
an

d 
Tr

an
sf

or
m

at
io

n 
in

 B
an

gl
ad

es
h,

 K
yo

to
 U

P 
an

d 
Tr

an
s P

ac
ifi

c 
Pr

es
s, 

M
ar

ch
 2

01
0.

 

梅
村
研
二

 
梅
村
研
二
：
ク
エ
ン
酸
を
結
合
剤
と
し
た
新
し
い
木
質
成
形
体
の
開
発
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ス
、

V
ol

.6
1,

 N
o2

, 6
2〜

64
（
20

10
）
 

清
水

 展
 

清
水

 展
 
「
グ
ロ
ー
バ
ル
化
時
代
の
地
域
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
再
編
：
遠
隔
地
環
境
主

義
の
可
能
性
」
杉
原
薫
・
他
（
編
）
『
地
球
圏
・
生
命
圏
・
人
間
圏
：
持
続
的
な
生
存
基
盤
を
求
め
て
』
京
都
大
学
学
術
出
版
会

 p
p.

30
5-

33
6。

20
10

年
3
月

 

佐
藤
孝
宏

 
佐
藤
孝
宏

, 
和
田
泰

三
, 2

01
0.
「
生
存
基
盤
指
数
か
ら
み
る
世
界
」
, 
杉
原
薫
、
川
井
秀
一
、
河
野
泰
之
、
田
辺
明
生
編
著
『
地
球
圏
・
生
命
圏
・
人
間
圏

 
－
持
続
的
な
生
存
基
盤
を
求
め
て

 
－
』
, 
京
都
大
学
学
術
出
版
会

. p
p.

49
5-

42
0.

 

渡
辺
一
生

 
河
野
泰
之

, 
宮
川
修

一
, 
渡
辺
一
生

 (
20

09
): 

一
つ
の
村
の
水
稲
収
量
図
か
ら
社
会

の
変
化
を
読
み
取
る

―
東
南
ア
ジ
ア
の
農
業
発
展

―
, 
水
島
司

, 
柴
山
守
編
『
地
域
研
究
の
た
め
の

G
IS

入
門
』
, 
古
今
書
院

, 
東
京

, 8
1-

91
.（
査
読
な
し
） 

宮
本
万
里

 
宮
本
万
里
、
『
自
然
保

護
を
め
ぐ
る
文
化
の
政
治

―
ブ
ー
タ
ン
牧
畜
民
の
生
活
・
信
仰
・
環
境
政
策
』
風
響
社
、

20
09

年
。

 

梶
 茂

樹
 

梶
 茂

樹
・
砂
野
幸
稔

（
編
）
『
ア
フ
リ
カ
の
こ
と
ば
と
社
会
－
多
言
語
状
況
を
生
き
る
と
い
う
こ
と
』
, 
三

 元
社

, 2
00

9.
4,

 5
57

p.
  

梶
 茂

樹
・
中
島
由
美
・
林
徹
（
編
）
『
事
典

 
世
界
の
こ
と
ば
１
４
１
』
, 
大
修
館

, 2
00

9.
4,

 x
xi

v+
58

4.
 

細
田
尚
美

 
細
田
尚
美
．

20
09
．
「
海
外
就
労
先
の
開
拓
し
続
け
る
フ
ィ
リ
ピ
ン
」
笹
川
平
和
財
団
「
人
口
変
動

の
新
潮
流
へ
の
対
処
」
研
究
（
編
）
『
外
国
人
労
働
者
問
題
を
め
ぐ
る
資
料
集

I』
99

-1
33

ペ
ー
ジ
．

 

細
田
尚
美
．

20
09
．
「
フ
ィ
リ
ピ
ン
人
に
と
っ
て
移
住
労
働

と
は
」
安
里
和
晃
・
前
川
典
子
（
編
）
『
始
動
す
る
外
国
人
人
材
に
よ
る
看
護
・
介
護

―
受
け
入
れ
国
と
送
り
出
し
国
の
対
話
』
26

-2
9
ペ
ー
ジ
．

 

柳
澤
雅
之

 
柳
澤
雅
之

. 2
00

9.
 「

東
南
ア
ジ
ア
生
態
史
」
『
東
南
ア
ジ
ア
史
研
究
の
展
開
』
東
南
ア
ジ
ア
学
会
（
監
修
）
東
南
ア
ジ
ア
史
学
会

40
周
年
記
念
事
業
委
員
会
（
編
集
）
pp

.1
56

-1
71

.東
京

 :
 山

川
出
版
社

. 

籠
谷
直
人

 
籠
谷
直
人
「
総
論
」
、
「
東
ア
ジ
ア
に
お
け
る
自
由
貿
易
原
則
の
東
漸
」
（
脇
村
孝
平
氏
と
の
共
編
著
）
『
帝
国
と
ア
ジ
ア
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

 
－
長
期
の

19
世
紀
』
世
界
思
想
社
、

20
0９

年
11

月
、
１

-１
６
、

79
-9

9
頁
。

  

籠
谷
直
人

 「
近
代
東
ア
ジ
ア
に
お
け
る
自
由
貿
易
原
則
の
浸
透
」
、
遠
藤
乾
編
『
グ
ロ
ー
バ
ル
・
ガ
バ
ナ
ン
ス
の
人

と
思
想
』
有
斐
閣
、

20
10

年
1
月
、
２
１
７
－
２
４
２
頁
。

 

籠
谷
直
人
「
自
由
貿
易
原
則
在
東
亜
浸
透
」
、
李
玉
主
編
『
東
亜
的
価
値
』
北
京
大
学
出
版
社
、
２
０
１
０
年
１
月
、

16
0-

17
7
頁
。

 

田
中
耕
司

 
田
中
耕
司
「
東
ア
ジ
ア
モ
ン
ス
ー
ン
地
域
の
生
存
基
盤
と
し
て
の
持
続
的
農
業
」
杉
原

 
薫
他
（
編
）
『
地
球
圏
・
生

命
圏
・
人
間
圏

 
持
続
的
な
生
存
基
盤
を
求
め
て
』
京
都
大
学
学
術
出
版
会
、

pp
. 6

1-
88

、
20

10
年

3
月
（
査
読
な
し
）
 

藤
田
素
子

 
藤
田
素
子
「
大
規
模
プ
ラ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
と
生
物
多
様
性

保
全

 
―
ラ
ン
ド
ス
ケ
ー
プ
管
理

の
可
能
性

―
」
『
地
球

圏
・
生
命
圏
・
人
間
圏
－
持
続
的
な
生
存
基
盤
を
求
め
て
－
』
（
杉
原
薫
，
川
井
秀
一
，
河
野
泰
之
，
田
辺
明
生

共
編
）
京
都
大
学
学
術
出
版
会
，

20
10

年
4
月
．

 



藤
田
素
子

 
藤
田
素
子
「
栄
養
塩
の
供
給
か
ら
み
る
，
都
市
に
お
け
る
ハ
シ
ブ
ト
ガ
ラ
ス
の
役
割
」
『
カ
ラ
ス
の
自
然
史
』
（
樋
口
広

芳
・
黒
沢
令
子
編
）
北
海
道
大
学
出
版
会
か
ら
刊
行
予

定
．

 

石
川

 登
 

石
川

 登
. 2

01
0.

 ｢
歴
史
の
な
か
の
バ
イ
オ
マ
ス
社
会
｣杉

原
薫
，
川
井
秀
一
，
河
野
泰
之

, 
 田

辺
明
生
編
『
地
球
圏
・
生
命
圏
・
人
間
圏

―
持
続
的
な
生
存
基
盤
を
求
め
て

―
』
京
都
大
学
学
術
出
版
会

. (
査
読
無

) 

柴
山

 
守

 
（
共
編
著
）
水
島

 
司

、
柴
山

 
守
：
『
地
域
研
究
の
た
め
の

G
IS
』
古
今
書
院
、
平
成

21
年

9
月

  

矢
野
浩
之

 

 
 

 
 

 
 

矢
野
浩
之
、
ア
ン
ト
ニ
オ
・
ノ
リ
オ
・
ナ
カ
ガ
イ
ト
、
阿
部
賢

太
郎
、
能
木
雅
也
：
セ
ル
ロ
ー
ス
ナ
ノ
フ
ァ
イ
バ
ー
の
製
造
と
利
用
、

“木
質
系
有
機
資
源
の
新
展
開
Ⅱ
、
舩
岡
正

光
監
修
、
シ
ー
エ
ム
シ
ー
出
版
、
東
京
、

pp
.1

83
-1

90
 (2

00
9)

 

矢
野
浩
之
、
ア
ン
ト
ニ
オ
・
ノ
リ
オ
・
ナ
カ
ガ
イ
ト
、
阿
部
賢

太
郎
、
能
木
雅
也
：
バ
イ
オ
ナ
ノ
フ
ァ
イ
バ
ー
の
製
造
と
利
用
、

“P
la

st
ic

 A
ge

 E
nc

yc
lo

pe
di

a 
進
歩
編

20
10

”,
 P

la
st

ic
 A

ge
 E

nc
yc

lo
pe

di
a
進
歩
編
編
集
委
員
会

20
10

, 
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ス
・
エ
ー
ジ
、
東
京

, p
p.

73
-8

0 
(2

00
9)

 

能
木
雅
也
、
矢
野
浩
之
：
“第

６
章

３
節

 
バ
イ
オ
ナ
ノ
フ
ァ
イ
バ
ー
か
ら
作
る
透
明
ナ
ノ
マ
テ
リ
ア
ル

”、
製
品
高
付
加
価
値
化
の
た
め
の
エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス
材
料
、
坂
本
正

典
監
修
（
分
担
執
筆
）
、
シ
ー
エ
ム
シ
ー
出
版
、
東
京
、

20
09

, 2
29

-2
42

 

矢
野
浩
之
、
阿
部
賢
太
郎
、
小
林
陽
子
、
能
木
雅
也
：
セ
ル
ロ
ー
ス
ナ
ノ
フ
ァ
イ
バ
ー
基
板
、

“プ
リ
ン
テ
ッ
ド
エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス
技
術
最
前
線
、
菅
沼
克
昭
（
分
担
執
筆
）
、
シ
ー
エ
ム
シ
ー
出
版
、
東
京
、

20
10

, 9
3-

97
 

片
岡
樹

 

 
 

片
冈
树
（
20

09
）
 “
基

督
教
与
跨
境
民
族
：
泰
国
拉
祜
族
的
族
群
认
同

”塚
田
诚
之
，
何
明
主
编
《
中
国
边
境
民
族
的
迁
徙
流
动
与
文
化
动
态
》
云
南
人
民
出
版
社
，

pp
. 3

51
-3

68
. 

片
岡
樹

(2
00

9)
 
「
ア
ジ
ア
周
縁
社
会
に
お
け
る
移
住
と
国
家
権
力

―
華
南
・
東
南
ア
ジ
ア
山
地
民
ラ
フ
の
事
例
か
ら

―
」
塚
田
誠
之
編
『
中
国
国
境
地
域
の
移
動
と
交
流

―
近
現
代
中
国
の
南
と
北

―
』
有
志
舎
、

26
1-

28
4
頁

 

竹
田
晋
也

 

 
 

 
 

竹
田
晋
也

.2
01

0.
「
熱
帯
林
研
究
－
探
検
か
ら
の
系
譜
」
梅
棹
忠
夫
監
修
『
D

V
D
ブ
ッ
ク
カ
ラ
コ
ル
ム
／
花
嫁
の
峰
チ
ョ
ゴ
リ
ザ
－
フ
ィ
ー
ル
ド
科
学
の
パ
イ
オ
ニ
ア
た
ち
』
17

6-
18

5.
 京

都
大
学
学
術
出
版
会

, 
京
都
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, S
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00
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-1
45

 

A
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om

, v
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ak
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00

9.
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A
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m
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, B
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ok
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速
水
洋
子

 
速
水
洋
子

 
20

09
年

11
月

 
 「

カ
レ
ン
と
は
誰
か

-エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
に
み
る
応
答

と
戦
術
と
し
て
の
自
己
表
象
」
窪
田
幸
子
・
野
林
厚
志
編
『
先
住
民
と
は
だ
れ
か
』
世
界

思
想
社

 
24

8-
27

2
頁
．

 

風
戸
真
理

 
風
戸
真
理
（
20

10
）
「
モ
ン
ゴ
ル
牧
畜
社
会
に
お
け
る
銀
製
品

―
そ
の
経
済
的
な
価

値
と
文

 化
的
な
価
値
」
K

yo
to

 W
or

ki
ng

 P
ap

er
s o

n 
A

re
a 

St
ud

ie
s, 

N
o.

 8
7,

 JS
PS

 G
lo

ba
l C

O
E 

Pr
og
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m

 S
er

ie
s 8

5 
In

 S
ea

rc
h 

of
 S

us
ta

in
ab

le
 H

um
an

os
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er
e 

in
 A

si
a 

an
d 

A
fr

ic
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岡
本
正
明

 
O

ka
m

ot
o 

M
as

aa
ki

, P
op

ul
is

m
 u

nd
er

 D
ec

en
tra

liz
at

io
n 

in
 p

os
t-S

uh
ar

to
 In

do
ne

sia
. I

n 
M

iz
un

o 
K

os
uk

e 
an

d 
Pa

su
k 

Po
ng

pa
ic

hi
t (

ed
s.)

, P
op

ul
is

m
 in

 A
si

a,
 2

00
9,

 1
44

-1
64

 

岡
本
正
明
、
「
第

4
章
、
政
党
、
候
補
者
の
「
創
造
」
－
民
主
化
と
選
挙
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
業
、
本
名
純
・
川
村
晃
一

編
『
20

09
年
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
総
選
挙
と
新
政
権
の
行
方
』
、

20
10

年
3
月
、

73
-9

0
頁

 

岡
本
正
明
、
「
9
年
目
の
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
地
方
分
権
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
：
ガ
バ
メ
ン
ト
強
化

の
果
て
」
、
永
井
史
男
・
船
津

鶴
代
『
東
南
ア
ジ
ア
に
お
け
る
自
治
体
ガ
バ
ナ
ン
ス
の
比
較
研
究
』
(報

告
書
）
 

O
ka

m
ot

o 
M

as
aa

ki
, R

ise
 o

f "
R

ea
lis

tc
" 

Is
la

m
ist

 P
ar

ty
, P

K
S 

in
 In

do
ne

si
a.

 O
ta

 A
ts

us
hi

, O
ka

m
ot

o 
M

as
aa
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in

t 

篠
原
真
毅

, “
マ
イ
ク
ロ
波

が
開
く
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
技
術

 –
 ユ

ビ
キ
タ
ス
電
源
か
ら
宇
宙
太
陽
発
電
ま
で

 –
“,

 応
用
物
理
学
会
日
本
光
学
会
微
小
光
学
研
究
グ
ル
ー
プ
第

11
4
回
微
小
光
学
研
究
会

, 2
00

9.
11

.2
7,

 講
演
集

V
ol

.2
7,

 N
o.

4,
  

pp
.1

3-
18

 

篠
原
真
毅

, “
宇
宙
太
陽
発
電
の
た
め
の
電
力
試
験
衛

星
に
関
す
る
一
考
察

”,
 2

01
0.

2.
26

, 
第

29
回
宇
宙
エ
ネ
ル
ギ
ー
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

, 
講
演
集

 i
n 

pr
in

t 

竹
野
裕
正

, 
田
畑
陽
平

, 
中
本
聡

, 
八
坂
保
能

, 
三
谷
友
彦

, 
篠
原
真
毅

, 
並
木
宏
徳

, “
長
波
長
マ
イ
ク
ロ
波

を
用
い
た
低
侵
襲
ハ
イ
パ
ー
サ
ー
ミ
ア
の
基
礎
研
究

IV
”,

 電
子
情
報
通
信
学
会
第

28
回
宇
宙
太
陽
発
電
研
究
会

, 
第

9
回
宇
宙
太
陽
発
電
と
無
線
電
力
伝
送
に
関
す
る
研
究
会

, 2
01

0.
3.

8,
 信

学
技
報

SP
S2

00
9-

13
 

(2
01

0-
03

) p
p.

1-
5 

根
岸
稔

, 
辻
正
哲

, 
篠
原
真
毅

, 
三
谷
友
彦

, 
荻
須
正
資

, 
萱
場
祐
太

, 
高
橋
友
陽

, “
非
破
壊
検
査
に
よ
る
コ
ン
ク
リ
ー
ト
中

の
鉄
筋
お
よ
び
浮
き
位
置
の
推
定

に
関
す

る
研
究

”,
 電

子
情
報
通
信
学
会
第

28
回
宇
宙
太
陽
発
電
研
究
会

, 
第

9
回
宇
宙
太
陽
発
電
と
無
線
電
力
伝
送
に
関
す
る
研
究
会

, 2
01

0.
3.

8,
 信

学
技
報

SP
S2

00
9-

14
 (2

01
0-

03
) p

p.
7-

11
 

辻
山
中
雄
也
，
中
川
真
也
，
宮
坂
寿
郎
，
大
土
井
克
明

，
中
嶋
洋
，
清
水
浩

, 
橋
本
弘
藏
，
篠
原
真
毅
，
三
谷
友
彦

, “
マ
イ
ク
ロ
波
送
電
電
気
駆
動
車
両

の
開
発
－
小
型

実
験
車
両
の
製
作
と
通
信
を
用
い
た
送
受
電
ア
ン
テ
ナ
の
方
向
制
御
－

”,
 電

子
情
報
通
信
学
会
第

28
回
宇
宙
太
陽
発
電
研
究
会

, 
第

9
回
宇
宙
太
陽
発
電
と

無
線
電
力
伝
送
に
関
す
る
研
究
会

, 2
01

0.
3.

8,
 信

学
技
報

SP
S2

00
9-

16
 (2

01
0-

03
) p

p.
19

-2
5 

篠
原
真
毅

, 今
津
吉
昭

, 古
川
実

, 青
木
勝

, 藤
原
暉
雄

, “
レ
ク
テ
ナ
技
術
の
バ
ッ
テ
リ
レ
ス
微
小
電
力
機
器
へ
の
応
用

”,
 電

子
情
報
通
信
学
会
第

28
回
宇
宙
太
陽
発
電
研
究
会

, 
第

9
回
宇
宙
太

陽
発
電
と
無
線
電
力
伝
送
に
関
す
る
研
究
会

, 2
01

0.
3.

8,
 信

学
技
報

SP
S2

00
9-

17
 (2

01
0-

03
), 

pp
.2

7-
32

 

小
泉
昌
之

, 
篠
原
真
毅

, 
三
谷
友
彦

, 
外
村
博
史

, “
電
気
自
動
車
の
マ
イ
ク
ロ
波
無
線
充
電

に
お
け
る
送
受
電
シ
ス
テ
ム
の
研
究

”,
 2

01
0.

3.
16

-1
9,

 電
子
情
報
通
信
学
会
総
合
大
会

 D
V

D
-R

O
M

 b
s_

09
_0

10
.p

df
 

篠
原
真
毅

, 
吉
川
暹

, “
次
世
代
太
陽
光
発
電
と
ア
ジ
ア
・
ア
フ
リ
カ
学
術
協
力

 :
 京

大
の
取
り
組
み

”,
 日

本
学
術
会
議
公
開
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
サ
ハ
ラ
ソ
ー
ラ
ー
ブ
リ
ー
ダ
ー
計
画
」
, 2

00
9.

6.
30

 



篠
原
真
毅

 

 

篠
原
真
毅

, “
近
傍
距
離
で
の
無
線
電
力
伝
送

-無
線
電
力
伝
送
の
新
展
開

-“
, A

ET
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

 ニ
ア
フ
ィ
ー
ル
ド
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー

が
拡
げ
る
新
ビ
ジ
ネ
ス

, 2
00

9.
7.

2,
 講

演
集

pp
.3

5-
60

 

篠
原
真
毅

, “
En

er
gy

 H
ar

ve
st

in
g”

, N
H

K
技
術
局

 首
都
圏
技
術
セ
ン
タ
ー

 中
央
送
信
部

 菖
蒲
久
喜
ラ
ジ
オ
放
送
所

, 2
01

0.
2.

18
 

藤
井
千
晶

 
藤
井
千
晶
「
「
預

言
者
の
医
学
」
と
は
何
か

—
東
ア
フ
リ
カ
沿
岸
部
の
事
例
か
ら
の
再
検
討
」
京
都
大
学

 イ
ス
ラ
ー
ム
地
域
研
究
セ
ン
タ
ー
ユ
ニ
ッ
ト

4「
預
言
者
の
医
学
」
研

究
会
，
京
都
，

20
09

年
6
月
．

 

Fu
jii

, C
hi

ak
i. 

“T
he

 P
ra

ct
ic

e 
of

 P
ro

ph
et

ic
 M

ed
ic

in
e 

in
 th

e 
Ti

de
 o

f I
sla

m
ic

 R
ev

iv
al

 o
n 

th
e 

Ea
st

 A
fr

ic
an

 C
oa

st
,”

 S
IA

S-
K

IA
S 

Jo
in

t I
nt

er
na

tio
na

l W
or

ks
ho

p 
“D

ep
th

 a
nd

 W
id

th
 o

f I
sla

m
ic

 C
ul

tu
re

 a
nd

 S
oc

ie
ty

” 
K

yo
to

, J
ul

y 
20

09
. 

Fu
jii

, C
hi

ak
i. 

“P
ra

ct
ic

e 
of

 “
th

e 
M

ed
ic

in
e 

of
 th

e 
Su

nn
a”

 o
n 

th
e 

Ea
st

 A
fr

ic
an

 C
oa

st
 d

ur
in

g 
th

e 
Ti

de
 o

f I
sla

m
ic

 R
ev

iv
al

” 
SI

A
S-

K
IA

S 
Jo

in
t I

nt
er

na
tio

na
l W

or
ks

ho
p 

“D
iv

er
sit

y 
in

 th
e 

Tr
ad

iti
on

s a
nd

 R
ef

or
m

s o
f I

sla
m

” 
To

ky
o,

 F
eb

ru
ar

y 
20

10
. 

平
松
亜
衣
子

 
平
松
亜
衣
子

 現
代
ク
ウ
ェ
ー
ト
に
お
け
る
イ
ス
ラ
ー
ム
と
民
主
化

―
―
市
民
社

会
の
形
成
と
女
性
の
政
治
参
加
を
事
例
に

―
―
日
本
中
東
学
会
第

25
回
年
次
大
会

 2
00

9
年

5
月

17
日

 広
島
市
立
大
学

 

平
松
亜
衣
子

  
ク
ウ
ェ
ー
ト
に
お
け
る
議
会
政
治
と
イ
ス
ラ
ー
ム
復
興
運
動

―
―
女
性
の
政
治
参
加
を
焦
点
と
し
て
「
現
代
湾
岸
諸
国
に
お
け
る
グ
ロ
ー
バ
ル
化
と
政
治
・
経
済
体
制
」
G

-C
O

E/
K

IA
S
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
（イ

ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ

1
研
究
会
）
，

 2
00

9
年

9
月

30
日

 京
都
大
学

 

A
ik

o 
H

ira
m

at
su

, T
he

 C
ha

ng
in

g 
N

at
ur

e 
of

 th
e 

Pa
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R
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O
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S/
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U
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l W
or

ks
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G

lo
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liz
at

io
n 
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d 

So
ci

o-
po

lit
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 T
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ns
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rm
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io

n:
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si
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 th
e 

M
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dl
e 

Ea
st
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n 

D
im
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sio

n”
 Ju

ly
 3

0-
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, 2
00

9 

K
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A
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m
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, T
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 F
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m
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n 
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C
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So
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Se
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on
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on
 “

N
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 H
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m
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St
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s, 

C
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木
村
大
治

 
木
村
大
治

 「
共
に
在
る
こ
と
の
多
様
性
」
仮
想
制
度
研
究
会

 イ
ン
フ
ォ
ー
マ
ル
セ
ミ
ナ
ー

 2
00

9
年

4
月

10
日

 於
 東

京
 

吉
村

 
剛

 

             

古
川
法
子
、
中
山
友
栄
、
吉
村

 
剛
、
今
村
祐
嗣
：
ア
フ
リ
カ
ヒ
ラ
タ
キ
ク
イ
イ
ム
シ
の
分
布
拡
大
と
食
害
生
態
、
（
社

）
日
本
木
材
保
存
協
会
第

25
回
年
次
大
会
、

20
09

年
5
月

21
日
、
東
京

 

板
倉
修
司
、
吉
村

 
剛
、
森

 
拓
郎
、

Em
iri

a 
C

hr
ys

an
ti、

簗
瀬
佳
之
、
大
村
和
香
子
：
ア
メ
リ
カ
カ
ン
ザ
イ
シ
ロ
ア
リ
近
縁
コ
ロ
ニ
ー
間
の
関
連
性
の
推
定
、
第

21
回
日
本
環
境
動
物
昆
虫
学
会
年
次

大
会
、

20
09

年
11

月
15

日
、
箕
面

 

吉
村

 
剛
、
森

 
拓
郎
、

Em
iri

a 
C

hr
ys

an
ti、

簗
瀬
佳
之

、
板
倉
修
司
、
大
村
和
香
子
、
鳥
越
俊
行
、
今
津
節
生
：
大
型

X
線

CT
装
置
に
よ
る
ア
メ
リ
カ
カ
ン
ザ
イ
シ
ロ
ア
リ
食
害
材
の
内
部
観
察
、
第

21
回
日
本
環
境
動
物
昆
虫
学
会
年
次
大
会
、

20
09

年
11

月
15

日
、
箕
面

 

簗
瀬
佳
之
、
吉
村

 
剛
、
森

 
拓
郎
、

Em
iri

a 
C

hr
ys

an
ti、

板
倉
修
司
、
大
村
和
香
子
：
ア
コ
ー
ス
テ
ィ
ッ
ク
・
エ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
（
A

E）
及
び

Te
rm

at
ra

c
を
用
い
た
ア
メ
リ
カ
カ
ン
ザ
イ
シ
ロ
ア
リ
の
食
害
検
出

、
第

21
回
日
本
環
境
動
物
昆
虫
学
会
年
次
大
会
、

20
09

年
11

月
15

日
、
箕
面

 

森
 
拓
郎
、
簗
瀬
佳
之
、
田
中

 
圭
、
天
雲
梨
沙
、
温
水

章
吾
、
佐
藤

 
烈
、
井
上
正
文
、
森

 
満
範
、
野
田
康
信

、
栗
崎

 
宏
、
吉
村

 
剛
、
小
松
幸
平
：
生
物
劣
化
を
受

け
た
木
材
の
残
存
強
度
特
性

 
そ
の
１
：
ト
ド
マ
ツ
を
用
い
た
シ
ロ
ア
リ
食
害
と
腐
朽
材
の
曲
げ
強
度
特
性

、
第

60
回
日
本
木
材
学
会
大
会
、

20
10

年
3
月

18
日
、

宮
崎

 

丸
 
尚
孝
、
角
田
邦
夫
、
吉
村

 
剛
、
今
村
祐
嗣
：
ベ
イ
ト
工
法
に
お
け
る
誘
引
・
滞
留
物
質
の
検
討
、
第

60
回
日
本
木
材
学
会
大
会
、

20
10

年
3
月

18
日
、
宮
崎

 

西
澤
翔
太
、
福
永
安
佑
子
、
中
川
明
子
、
土
居
修
一
、
吉
村

 
剛
、
堀
沢

 
栄
：
ヤ
マ
ト
シ
ロ
ア
リ
の
摂
食
行
動
に
対
す
る
木
材
腐
朽
菌
の
影
響
－

Fi
br

op
or

ia
 ra

di
cu

lis
a
に
よ
る
摂
食
抑
制
効
果
－
、
第

60
回
日
本
木
材
学
会
大
会
、

20
10

年
3
月

18
日
、
宮
崎

 

古
川
法
子
、
吉
村

 
剛
、
今
村
祐
嗣
：
日
本
に
お
け
る
ア
フ
リ
カ
ヒ
ラ
タ
キ
ク
イ
イ
ム
シ
の
分
布
拡
大
と
食
害
生
態

、
第

60
回
日
本
木
材
学
会
大
会
、

20
10

年
3
月

18
日
、
宮
崎

 

豊
海

 
彩
、
吉
村

 
剛
、
今
村
祐
嗣
、
堀
沢

 
栄
、
土
居

修
一
：
担
子
菌
の
床
下

侵
入
経
路
と
窒
素
源
が
木
材
腐

朽
菌
に
与
え
る
影
響
、
第

60
回
日
本
木
材
学
会
大
会
、

20
10

年
3
月

18
日
、
宮
崎

 

簗
瀬
佳
之
、
藤
原
裕
子
、
藤
井
義
久
、
奥
村
正
悟
、
森

 
拓
郎
、
吉
村

 
剛
、
鳥
越
俊
行
、
今
津
節
生
：
X
線

C
T
装
置
を
用
い
た
ア
メ
リ
カ
カ
ン
ザ
イ
シ
ロ
ア
リ
食
害
の
可
視
化
の
試
み
、
第

60
回
日
本
木
材
学
会
大
会
、

20
10

年
3
月

18
日
、
宮
崎

 

山
下
聡
、
服
部
力
、
吉
村

 
剛
：
東
南
ア
ジ
ア
熱
帯
に
お
け
る
林
業
活
動
が
多

孔
菌
類
の
多
様
性
に
及
ぼ
す
影

響
、
第

57
回
日
本
生
態
学
会
大
会
、

20
10

年
3
月

18
日
、
東
京

 

吉
村

 
剛
：
既
存
住
宅
の
シ
ロ
ア
リ
被
害
調
査

に
必
要
な
基
礎
知
識
、
（
社
）
日
本
し
ろ
あ
り
対
策
協
会

 
蟻
害
・
腐

朽
検
査
員
講
習
会
、

20
09

年
8
月

19
日
、
大
阪

 

吉
村

 
剛
：
シ
ロ
ア
リ
の
生
態
と
被
害
、
（
社
）
日
本
し
ろ
あ
り
対
策
協
会

 
シ
ロ
ア
リ
防
除
施
工
士
第

2
次
試
験
指
定
講
習
会
、

20
09

年
9
月

10
日
、
大
阪

 



吉
村

 
剛

 
吉
村

 
剛
：
防
除

薬
剤
の
現
況
、
（
社
）
日
本
し
ろ
あ
り
対

策
協
会

 
シ
ロ
ア
リ
防
除
施
工
士
更
新
研
修
会
、

20
09

年
10

月
2
日
、
広
島

 

吉
村

 
剛
：
ア
メ
リ
カ
カ
ン
ザ
イ
シ
ロ
ア
リ
の
被
害
状
況
と
対
策
、
生
命
と
財
産
を
守
る
防
腐
合
板
セ
ミ
ナ
ー
、

20
09

年
10

月
15

日
、
東
京

 

吉
村

 
剛
：
防
除
薬
剤
の
現
況
、
（
社
）
日
本
し
ろ
あ
り
対

策
協
会

 
シ
ロ
ア
リ
防
除
施
工
士
更
新
研
修
会
、

20
09

年
10

月
20

日
、
大
阪

 

吉
村

 
剛
：
ア
メ
リ
カ
カ
ン
ザ
イ
シ
ロ
ア
リ
の
生
態
、
平
成

21
年
度
生
活
と
環
境
全
国
大
会
、

20
09

年
10

月
27

日
、
福
岡

 

吉
村

 
剛
：
防
除
薬
剤
の
現
況
、
（
社
）
日
本
し
ろ
あ
り
対

策
協
会

 
シ
ロ
ア
リ
防
除
施
工
士
更
新
研
修
会
、

20
09

年
10

月
28

日
、
大
阪

 

吉
村

 
剛
：
日
本
に
お
け
る
ア
メ
リ
カ
カ
ン
ザ
イ
シ
ロ
ア
リ
被
害
の
現
状
と
対
策
、
ジ
ャ
パ
ン
ホ
ー
ム
シ
ョ
ー
・
技
術

セ
ミ
ナ
ー
、

20
09

年
11

月
11

日
、
東
京

 

吉
村

 
剛
：
ア
メ
リ
カ
カ
ン
ザ
イ
シ
ロ
ア
リ
の
被
害
状
況
と
対
策
、
生
命
と
財
産
を
守
る
防
腐
合
板
セ
ミ
ナ
ー
、

20
09

年
11

月
27

日
、
名
古
屋

 

吉
村

 
剛
：
ア
メ
リ
カ
カ
ン
ザ
イ
シ
ロ
ア
リ
の
被
害
の
現
状

と
予
防
・
防
除
の
展
望

、
20

09
年
秋
期
日
本
木
材
学
会
生
物
劣
化
研
究
会
、

20
09

年
11

月
30

日
、
宇
治

 

吉
村

 
剛
：
シ
ロ
ア
リ
 
益
虫
そ
れ
と
も
害
虫
？
、
シ
ニ
ア
自
然
大
学
校
、

20
09

年
12

月
12

日
、
大
阪

 

吉
村

 
剛
：
シ
ロ
ア
リ
の
生
態
、
防
除
技
術

の
現
状
と
将

来
、
兵
庫
県
土
建
一
般
労
働
組
合
講
演
会
、

20
09

年
12

月
16

日
、
神
戸

 

吉
村

 
剛
：
シ
ロ
ア
リ
 
そ
の
加
害
習
性

と
防
除
対
策
、
徳

島
す
ぎ
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
養
成
講
座
、

20
10

年
1
月

23
日
、
徳
島

 

吉
村

 
剛
：
防
蟻
防
腐
薬
剤
・
腐
朽
・
シ
ロ
ア
リ
の
生
態
と
被
害
、
（
社
）
日
本
し
ろ
あ
り
対
策
協
会

 
シ
ロ
ア
リ
防
除

施
工
士
第

1
次
試
験
指
定
講
習
会
、

20
10

年
1
月

25
、

26
日
、
大
阪

 

吉
村

 
剛
：
ア
メ
リ
カ
カ
ン
ザ
イ
シ
ロ
ア
リ
の
被
害
状
況
と
対
策
、
生
命
と
財
産
を
守
る
防
腐
合
板
セ
ミ
ナ
ー
、

20
10

年
2
月

5
日
、
大
阪

 

吉
村

 
剛
：
床
下
設
置
用
防
蟻
板
の
野
外
性
能
評
価
・
マ
レ
ー
シ
ア
産
及
び
日

本
産
シ
ロ
ア
リ
に
関
す
る
比
較
行
動
学
的
研
究
、
第

13
8
回
生
存
圏
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
・
D

O
L/

LS
F
に
関
す
る
全
国
・
国
際
共
同
利
用
研
究
成
果
発
表
会
、

20
10

年
2
月

25
日
、
宇
治

 

吉
村

 
剛
：
シ
ロ
ア
リ
の
生
態
と
被
害

の
実
態
、
日
経
ホ
ー
ム
ビ
ル
ダ
ー
セ
ミ
ナ
ー
、

20
10

年
3
月

9
日
、
東
京

 

吉
村

 
剛
：
Te

rm
ite

, E
nv

iro
nm

en
t, 

En
er

gy
、
ポ
ン
テ
ィ
ア
ー
ナ
市
都
市
計
画
局
セ
ミ
ナ
ー
（
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
、
ポ
ン
テ
ィ
ア
ー
ナ
）
に
お
け
る
講
演
、

20
09

年
6
月

3
日

 

吉
村

 
剛
：
W

oo
d 

Pr
es

er
va

tio
n 

in
 Ja

pa
n、

タ
ン
ジ
ュ
ン
プ
ラ
大
学
（
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
、
ポ
ン
テ
ィ
ア
ー
ナ
）
に
お
け
る
特
別
講
義
、

20
09

年
6
月

4
日

 

吉
村

 
剛
：
Te

rm
ite

s 
fo

r N
ew

 E
ne

rg
y 

O
pt

io
ns
、
ジ
ュ
ー
ジ
ア
大
学
（
米
国

、
ア
テ
ン
ス
）
に
お
け
る
特
別
講
義
、

20
10

年
1
月

12
日

 

吉
村

 
剛
：
IP

M
 fo

r D
ry

-w
oo

d 
Te

rm
ite
、
第

7
回

ア
ジ
ア
・
オ
セ
ア
ニ
ア
シ
ロ
ア
リ
研

究
グ
ル
ー
プ
大
会
ポ
ス
ト
セ
ミ
ナ
ー
（
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
）
に
お
け
る
招
待
講
演
、

20
10

年
3
月

4
日

 

木
村
周
平
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4 

木
村
周
平

 2
00

9.
10

.2
3「
ト
ル
コ
・
マ
ル
マ
ラ
地
震
か
ら

10
年
：
復
興
か
ら
防
災
へ
」
災
害
対
応
研
究
会
（
於
：
関
西
電
力
本
社
ビ
ル
）
 

木
村
周
平

 2
00

9.
5.

30
「
概
要
」
お
よ
び
「
ト
ル
コ
、
イ
ス
タ
ン
ブ
ル
に
お
け
る
耐
震
都
市
計
画
を
め
ぐ
っ
て
」
第

43
回
日
本
文
化
人
類
学
会
研
究
大
会
分
科
会
「
都
市
の
オ
ブ
デ
ュ
ラ
シ
ー
」
（
代
表
：
木

村
周
平
）
（
於
：
大
阪
国
際
交
流
セ
ン
タ
ー
）

 



木
村
周
平

 
木
村
周
平

 2
00

9.
5.

17
「
19

39
年
エ
ル
ジ
ン
ジ
ャ
ン
地
震
（
ト
ル
コ
）
と
そ
の
帰
結
：
地
震
の
社
会
史
」
日
本
地
球

惑
星
科
学
連
合

20
08

年
大
会
（
於
：
幕
張
メ
ッ
セ
） 

増
原
善
之

 
増
原
善
之
，

20
09
，
「
村
に
眠
る
古
文
書
、
異
国
に
眠
る
古
文
書
－
タ
イ
国
立
図
書
館
所
蔵
ラ
ン
サ
ン
王
国
行
政
文
書
の
紹
介
を
兼
ね
て
－
」
，
東
南
ア
ジ
ア
学
会
関
西
地
区
例
会
，

20
09

年
７
月

11
日
，
京
都
大
学
．

 

増
原
善
之
，

20
09
，
「
人
魚
伝
説
－
も
う
一
つ
の
『
歴
史
』
へ
」
，
総
合
地
球
環

境
学
研
究
所
「
熱
帯
ア
ジ
ア
の
環
境
変
化
と
感
染
症
」
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
・
人
類
生
態
班
第

2
回
会
合
「
精
霊
と
土
地
・
生
態
利
用
」
，

20
09

年
10

月
5
日
，
総
合
地
球
環
境
学
研
究
所
．

 

藤
岡
悠
一
郎

 
藤
岡

 
悠
一
郎

 
20

09
年

5
月

 
「
ナ
ミ
ビ
ア
北
中
部
に
お
け
る
オ
ヴ
ァ
ン
ボ
農
牧
民
の
在
来
果
樹
利
用
の
変
化
」
日
本
ア
フ
リ
カ
学
会

 
20

09
.5

.2
3-

24
 

藤
岡

 
悠
一
郎

 
20

09
年

6
月

 
「
ナ
ミ
ビ
ア
農
牧
社
会
に
お
け
る
在
来
の
ア
グ
ロ
フ
ォ
レ
ス
ト
リ
ー

の
現
代
的
役

割
:在

来
果
樹
マ
ル
ー
ラ

(S
cl

er
oc

ar
ya

 b
ir

re
a)
の
利
用

に
注
目
し
て
」
日
本
熱
帯
生
態
学
会

20
09

.6
. 2

1 
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l C
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 b
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at

ur
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R
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A
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1 

Se
p,

 2
00

9 

松
林
公
蔵

 
松
林
公
蔵

  
“フ

ィ
ー
ル
ド
医
学

”の
創
出

—
香
北
町
か
ら
ア
ジ
ア
へ
の
展
開

—
第

51
回
日
本
老
年
医
学
会
総
会
会
長
講
演
特
別
企
画

 パ
シ
フ
ィ
コ
横
浜

 2
00

9/
6/

19
 

松
林
公
蔵

  
地
域
在
住
高
齢
者
の

”こ
こ
ろ
の
健

康
”を

さ
ぐ
る

 第
50

回
日
本
老
年
医
学
会
関
東
甲
信
越
地
方
会
特
別
講
演

 東
京
女
子
医
科
大
学
弥
生
記
念
講
堂

 2
00

9/
9/

12
 

松
林
公
蔵

  
登
山
・
探
検
か
ら
フ
ィ
ー
ル
ド
医
学
へ

 京
都
大
学
博
物
館

 
学
術
映
像
博

20
09

 京
都
大
学
博
物
館

 2
00

9/
9/

13
 

松
林
公
蔵

  
世
界
の
お
年
寄
り
の
実
態
を
知
ろ
う

 京
都
新
聞
ソ
フ
ィ
ア
が
き
た

 京
都
市
立
北
梅
津
小
学
校

 2
00

9/
12

/1
1 
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ap
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白
石
壮
一
郎

 
白
石
壮
一
郎

 
20

09
年

11
月

 
｢誰

が
貧
困
者
か
？

―
ウ
ガ
ン
ダ
の
参
加
型
調
査
（
U

PP
A

P）
報
告
書
を
題
材
と
し
て
｣、

国
際
開
発
学
会
第

20
回
全
国
大
会

  
企
画
セ
ッ
シ
ョ
ン

 「
開
発
を
民
主
化

す
る
」
 
（
於
立
命
館
ア
ジ
ア
太
平
洋
大
学
）
  

白
石
壮
一
郎

 
20

09
年

11
月

 
｢＜

デ
モ
ク
ラ
シ
ー

>の
人
類
学
へ
の
文
脈
｣、

国
立
民
族
学
博
物
館

 
共
同
研

究
｢ア

ジ
ア
・
ア
フ
リ
カ
地
域
社
会
に
お
け
る

<デ
モ
ク
ラ
シ
ー

>の
人
類
学

―
参
加
・
運

動
・
ガ
バ
ナ
ン
ス
｣ 

第
1
回
研
究
会

 （
於
国
立
民
族
学
博
物
館
） 

白
石
壮
一
郎

 
20

09
年

5
月

 
｢生

活
資
源
へ
の
ロ
ー
カ
ル
・
ガ
バ
ナ
ン
ス
｣、

日
本
ア
フ
リ
カ
学
会
第

46
回
学
術
大
会
・
地
域
開
発
フ
ォ
ー
ラ
ム

 
（
於
東
京
農
業
大
学
）

 

高
田

 明
 

         

高
田

 明
 (

20
10

). 
大
会
委
員
会
主
催
公
募
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

: 
線
描
さ
れ
る
家
族
た
ち

: 
日
本
，
ハ
ウ
サ
，
ク
ン
の
事
例
に
基
づ
く
家
族
概
念
の
再
検
討

. 
日
本
発
達
心
理
学
会
第

21
回
大
会
発
表

論
文
集

, p
p.

13
3-

13
7.

 於
: 
神
戸
国
際
会
議
場

. 2
01

0・
3・

26
-2

8 
(3
・
28

). 
(招

待
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
，
オ
ー
ガ
ナ
イ
ザ
ー

) 

高
田

 明
 (

20
10

). 
ク
ン
・
サ
ン
に
お
け
る
子
ど
も
文
化
と
社
会
変
容

. 
大
会
委
員
会
主
催
公
募
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

: 
線
描
さ
れ
る
家
族
た
ち

: 
日
本
，
ハ
ウ
サ
，
ク
ン
の
事
例
に
基
づ
く
家
族
概
念
の
再
検

討
. 
日
本
発
達
心
理
学
会
第

21
回
大
会
発
表
論
文
集

, p
.1

34
. 
於

: 
神
戸
国
際
会
議
場

. 2
01

0・
3・

26
-2

8 
(3
・
28

). 
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高
田

 明
 (

20
09

). 
歌
／
踊
り
と
社
会
化

: 
ク
ン
・
サ
ン
に
お
け
る
子
ど
も
文
化

. 
大
会
準
備
委
員
会
企
画
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

: 
発
達
初
期
の
遊
び
と
し
て
の
音
楽
性

. 
日
本
赤
ち
ゃ
ん
学
会
第

9
回
学
術
集
会
発
表
論
文
集

, p
.2

5.
 於

:滋
賀
県
立
大
学

. 2
00

9・
5・

16
-1

7 
(5
・
17

). 
(招

待
講
演

) 

高
田

 明
 (

20
10

). 
会
員
企
画
ラ
ウ
ン
ド
テ
ー
ブ
ル

: 
「差

の
文
化
心
理
学
」
と
「
生
成
の
文
化
心
理
学
」
. 
日
本
発
達
心
理
学
会
第

21
回
大
会
発
表
論
文
集

, p
.6

6.
 於

: 
神
戸
国
際
会
議
場

. 2
01

0・
3・

26
-2

8 
(3
・
27

). 
(フ

ァ
シ
リ
テ
イ
タ
ー

) 
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高
田

 明
 

Ta
ka

da
, A

. (
20

09
). 

Im
ag

in
ed

 p
at

hw
ay

s:
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o-
co

ns
tru

ct
in

g 
ec
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ic
al

 k
no

w
le
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Sa
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he
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1t
h 
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C
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fe
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e,

 M
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bo
ur
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, J
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y 
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-1

7(
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 1

7)
. A
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s, 
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.1
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-1
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高
田

 明
 (

20
10

). 
狩
猟
採
集
民
の
子
育
て
：
模
倣
活
動
の
発
達

. 
ア
フ
リ
カ
地
域
研
究
資
料
セ
ン
タ
ー

 公
開
講
座

 第
４
回
「
育
む
」
. 
於

:京
都
大
学

. 2
01

0・
1・

23
. 

長
岡
慎
介

 
長
岡
慎
介

 「
近
代
イ
ス
ラ
ー
ム
経
済
学
史
構
築
の
試
み
と
一
般
経
済
学
史
に
お
け
る
そ
の
意
義
の
探
究
」
第

25
回
日
本
中
東
学
会
年
次
大
会
、
口
頭
発
表
、

20
09

年
5
月

17
日
、
於
：
広
島
市
立
大
学

. 
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in
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ht
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te
rn

at
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na
l F
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ci
al

 C
ris

is.
 招

待
発
表
（
英
語
）
、

20
09

年
6
月

10
日
、
於
：
サ
ウ
ジ
ア
ラ
ビ
ア
、
キ
ン
グ
ア
ブ
ド
ゥ
ル
ア
ズ
ィ
ー
ズ
大
学

. 
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su
ke
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h 
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ua

m
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on

om
ic

 F
lu

ct
ua

tio
ns

."
 P

re
se

nt
ed

 a
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l W
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m
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e 
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e 
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la

m
ic
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in

an
ce

 a
nd

 N
ew

 H
or

izo
n 

in
 Is

la
m

ic
 E

co
no

m
ic

 S
tu

di
es

. 
口
頭
発
表
（
英
語
）
、

20
09

年
7
月

24
日
、
於
：
京
都
大
学
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Sh
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su
ke

 N
ag

ao
ka

 "
H
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 S

ha
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s L
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m
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e 
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m
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at
wa

 a
nd

 it
s I

m
pl

ic
at

io
n 

to
 th
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K
O

N
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 S
er

ie
s 1

/0
9 

(W
ac

an
a 

EK
O

N
IS

 S
iri

 1
/0

9)
、
口
頭
発

表
（
英
語
）
、

20
09

年
8
月

4
日
、
於
：
マ
レ
ー
シ

ア
、
マ
レ
ー
シ
ア
国
民
大
学
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 F
in

an
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al
 M

ar
ke

ts:
 Is

la
m

ic
 F

in
an

ce
 a

nd
 th

e 

Fi
na

nc
ia

l C
ris

is
、
口
頭
発
表
（
英
語
）
、

20
09

年
11

月
18

日
、
於
： 
イ
タ
リ
ア
、
ミ
ラ
ノ
、

Fo
nd

az
io

ne
 E

ni
 E

nr
ic

o 
M

at
te

i. 
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M
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an
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eg
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nd
 H
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or

ic
al

 D
iv

er
sit

ie
s o

f I
sla

m
ic

 F
in

an
ce
、
口
頭
発
表
（
英
語
）
、

20
09

年
11

月
26

日
、
於
：
京
都
大
学
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・
"C

on
fli

ct
 a

nd
 C

oo
rd

in
at

io
n 

be
tw

ee
n 

Ec
on

om
ic

 F
ea

si
bi

lit
y 

an
d 

Sh
ar

ia
 L

eg
iti

m
ac

y 
in

 Is
la

m
ic

 F
in

an
ce

."
 P

re
se

nt
ed

 a
t t

he
 S

ec
on

d 
In

te
rn

at
io

na
l C

on
fe

re
nc

e,
 N

ew
 H

or
iz

on
s i

n 
Is

la
m

ic
 A

re
a 
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ud
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“I
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es

, C
oe

xi
ste

nc
e 

an
d 

G
lo

ba
liz

at
io

n”
、
口
頭
発
表
（
英
語
）
、

20
09

年
12

月
13

日
、
於
：
エ
ジ
プ

ト
、
カ
イ
ロ
、
マ
リ
オ
ッ
ト
ホ
テ
ル

. 
 

Sh
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m

ic
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W
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m
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 F
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ce

, W
ha

t I
sla

m
ic

 F
in

an
ce
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oe

s (
No

t) 
Ch

an
ge
、
口
頭
発
表
（
英
語
）
、

20
10

年
3
月

17
日
、
於
：
フ
ラ
ン
ス
、
ス
ト
ラ
ス
ブ
ー

ル
大
学

. 
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生
方
史
数

 
20

09
年

11
月

 
「
タ
ク
シ
ン
政
権
以
降
の
タ
イ
農
村
社
会
構
造

と
組
織
」
ア
ジ
ア
農
村
社
会
構
造
の
比
較
研
究
：
第
２
回
研
究
会

 
京
都
大
学
東
南
ア
ジ
ア
研
究
所
バ
ン
コ
ク
連
絡
事
務
所

 
20

09
年

11
月

1
日

. 
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生
方
史
数

 
20

10
年

1
月

 
「
C

B
N

R
M

と
二
つ
の
ガ
バ
ナ
ン
ス
」
JI

C
A
研
究

所
「
資
源
ガ
バ
ナ
ン
ス
と
利
害
協

調
」
研
究
会

 
JI

C
A
研
究
所

 
20

10
年

1
月

15
日

 

生
方
史
数

 
20

10
年

2
月

 
「ア

ジ
ア
の
資
源
利
用
型
産
業
に
み
る
生
産
・
生

存
・
環
境
」
共
同
利
用
研
究
「
グ
ロ
ー
バ
ル
経
済
下
に
お
け
る
生
産
、
生
存
、
環
境
」
研
究
会

 
京
都
大
学
地
域
研
究
統
合
情
報
セ
ン
タ
ー

 
20

10
年

2
月

17
日

 

生
方
史
数

 
20

10
年

3
月

 
「
「
共
有
資
源
科
研
」第

2
回
研
究
会
報
告
」
科
研
「
共
有
資
源
管
理
の
比
較
制
度

研
究
」
第

2
回
研
究
会

 
東
京
大
学
農
学
部

 
20

10
年

3
月

1
日

 

和
田
泰
三

 

 

木
村
友
美

, 
奥
宮
清
人

, 
坂
本
龍
太

, 
和
田
泰
三

, 
石
根
昌
幸

, 
石
本
恭
子

, 
笠
原
順
子

, 
大
塚
邦
明

, 
松
林
公
蔵
：
中
国
青
海
省
に
お
け
る
高
所
居
住
高
齢
者
の
食
多
様
性
と
健
康
度
と
の
関
連

 
日
本
老
年
医
学
会
雑
誌

46
巻

Su
pp

l. 
Pa

ge
91

(2
00

9.
05

) 
日
本
老
年
医
学
会

 
総
会

 
（
横
浜
）
20

09
年

6
月

  

和
田
泰
三

, 
石
本
恭
子

, 
石
根
昌
幸

, 
笠
原
順
子

, 
坂
本
龍
太

, 
今
野
亜
希
子

, 
奥
宮
清
人

, 
大
塚
邦
明

, 
松
林
公
蔵
「
転
倒
ス
コ
ア
」
21

項
目
の
感
度
・
特
異
度
の
検
討
：
日
本
老
年
医
学
会
雑
誌

46
巻

Su
pp

l. 
Pa

ge
79

(2
00

9.
05

)日
本
老
年
医
学
会

 
総
会

 
（
横
浜
）
20

09
年

6
月

  



和
田
泰
三

 

 

坂
本
龍
太

, 
奥
宮
清
人

, 
木
村
友
美

, 
石
根
昌
幸

, 
和
田
泰
三

, 
石
本
恭
子

, 
笠
原
順
子

, 
松
林
公
蔵
：
チ
ベ
ッ
ト
高
原
に
お
け
る
老
化
と
酸
化
ス
ト
レ
ス

 
日
本
老
年
医

学
会
雑
誌

 (
20

09
.0

5)
日
本
老
年
医
学
会

 
総
会

 
（
横
浜
）
20

09
年

6
月

  

今
野
亜
希
子

, 
和
田
泰
三

, 
石
根
昌
幸

, 
坂
本
龍
太

, 
中
塚
晶
博

, 
笠
原
順
子

, 
石
本
恭
子

, 
木
村
友
美

, 
松
林
公
蔵

 
「
転
倒
ス
コ
ア
」
5
項
目
と

A
D

L、
Q

O
L
と
の
関
連

 
日
本
老
年
医
学
会
雑
誌

46
巻

Su
pp

l. 
Pa

ge
75

(2
00

9.
05

) 
日
本
老
年
医
学
会

 
総
会

 
（
横
浜
）
20

09
年

6
月

  

笠
原
順
子

, 
石
本
恭
子

, 
木
村
友
美

, 
和
田
泰
三

, 
石
根
昌
幸

, 
奥
宮
清
人

, 
大
塚
邦
明

, 
松
林
公
蔵

 
 
地
域
在
住
高
齢
者
に
お
け
る
転
倒
ス
コ
ア
と

A
D

L、
Q

O
L、

う
つ
傾
向
と
の
関
連

 日
本
老
年
医
学
会
雑
誌

46
巻

Su
pp

l. 
Pa

ge
75

(2
00

9.
05

) 
日
本
老
年
医
学
会

 
総
会

 
（
横
浜
）
20

09
年

6
月

  

石
本
恭
子

,和
田
泰
三

, 
笠
原
順
子

, 
木
村
友
美

, 
今
野
亜
希
子

, 
石
根
昌
幸

, 
奥
宮
清
人

, 
大
塚
邦
明

, 
松
林
公
蔵

 地
域
在
住
高
齢
者
に
お
け
る
転
倒
ス
コ
ア

(F
R

I=
21

)と
年
齢
・
性
差
に
関
す
る
検
討

 日
本
老
年
医
学
会
雑
誌

 4
6
巻

Su
pp

l. 
Pa

ge
66

(2
00

9.
05

) 
日
本
老
年
医
学
会

 
総
会

 
（
横
浜
）
20

09
年

6
月

  

奥
宮
清
人

, 
坂
本
龍
太

, 
木
村
友
美

, 
石
根
昌
幸

, 
和
田
泰
三

, 
笠
原
順
子

, 
今
野
亜
希
子

, 
藤
澤
道
子

, 
大
塚
邦
明

, 
松
林
公
蔵

 中
国
青
海
省
高
所
在
住
高
齢
者
の
多
血
症
と
生
活
習
慣
病

と
の
関
連

 日
本
老
年
医
学
会
雑
誌

46
巻

Su
pp

l. 
Pa

ge
41

(2
00

9.
05

) 
日
本
老
年
医
学
会

 
総
会

 
（
横
浜
）
20

09
年

6
月

 

石
根
昌
幸

, 
木
村
友
美

, 
石
本
恭
子

, 
笠
原
順
子

, 
和
田
泰
三

, 
奥
宮
清
人

, 
西
永
正
典

, 
土
居
義
典

, 
大
塚
邦
明

, 
松
林
公
蔵

 日
本
地
域
在
住
高
齢
者
に
お
け
る

"な
り
た
く
な
い
病

"の
変
遷

 日
本
老
年
医
学
会
雑
誌

46
巻

Su
pp

l. 
Pa

ge
39

(2
00

9.
05

) 
日
本
老
年
医
学
会

 
総
会

 
（
横
浜
）
20

09
年

6
月

  

和
田

 
泰
三

,石
本

 
恭
子

,笠
原

 
順
子

, 
木
村

 
友
美

, 
今
野

 
亜
希
子

, 
福
富

 
江
利
子

, 
増
田

 
美
衣
子

, 
青
山

 
薫

, 
石
根

 
昌
幸

, 
松
林

 
公
蔵

 都
市
部
ケ
ア
付
き
ン
シ
ョ
ン
居
住
高
齢
者
に
お
け
る
事
前
指
示
書
の
作
成
状
況

 日
本
老
年
医
学
会

 
近
畿
地
方
会

 
（
大
阪
）
 

20
09

年
11

月
  

河
野
泰
之
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 D

ev
el

op
m
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 ,京
都
大
学
桂
キ
ャ
ン
パ
ス

, 2
00

9
年

11
月

20
日

 

招
待
講
演
、
「
持
続
型
生
存
基
盤
パ
ラ
ダ
イ
ム
の
構
築
に
向
け
て
」
、
生
存
圏
フ
ォ
ー
ラ
ム
第

2
回
特
別
講
演
会
、
京
都
大
学
宇
治
キ
ャ
ン
パ
ス
、

20
09

年
11

月
21

日
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古
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大
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、
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年
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月
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日
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青
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史
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ra
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 p
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D
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N
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em

be
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7-
N

ov
em

be
r 2

9,
 2

00
9 

(Y
ok

oh
am

a,
 Ja

pa
n)

, 
 

青
山
卓
史

  
静
岡
大
学
・
若
手
グ
ロ
ー
バ
ル
研
究
リ
ー
ダ
ー
育
成
プ
ロ
グ
ラ
ム
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
、
「
植
物
細
胞
の
極
性
制
御
に
関
わ
る
リ
ン
脂
質
シ
グ
ナ
ル
」
20

09
年

11
月

11
日

 

伊
藤
正
子

  
伊
藤
正
子
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, 2
00

9
年

6
月

19
日
（
金
）
～

20
日
（
土
）
韓

国
・
晋
州

 
慶
尚
大
学
（
使
用
言
語
：
日
本
語
（
韓

国
語
通
訳
付
）
 

伊
藤
正
子

 2
00

9 
「
社
会
主
義
国
家
に
よ
る
民
族
確
定
政
策
の
限
界
」
「
リ
ー
ジ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
歴
史
制
度
論
的
比

較
」
 
京
都
大
学
地
域
研
究
統
合
情
報
セ
ン
タ
ー
、

C
IA

S全
国
共
同
利
用
複
合
ユ
ニ
ッ
ト
 
（
共
催
：
東
京
大
学
大
学
院
総
合
文
化
研
究
科
地
域
文
化
研
究
専
攻
）
20

09
年

10
月

31
日

(土
）
～

11
月

1
日
（
日
）
東
京
大

学
駒
場
キ
ャ
ン
パ
ス

 

ht
tp

://
w

w
w

.c
ia

s.k
yo

to
-u

.a
c.

jp
/in

de
x.

ph
p/

ne
w

s_
de

ta
il/

id
/2

43
 

山
越

 言
 

G
en

 Y
am

ak
os

hi
 “

Ec
ol

og
ic

al
 fu

nc
tio

ns
 a

nd
 e

vo
lu

tio
n 

of
 p

rim
at

e 
to

ol
 b

eh
av

io
r”

 “
U

nd
er

st
an

di
ng

 T
oo

l U
se

 : 
M

ul
tid

isc
ip

lin
ar

y 
Pe

rs
pe

ct
iv

es
 o

n 
th

e 
C

og
ni

tio
n 

an
d 

Ec
ol

og
y 

of
 T

oo
l U

si
ng

 B
eh

av
io

rs
”,

 M
ax

 P
la

nc
k 

In
st

itu
te

 fo
r E

vo
lu

tio
na

ry
 A

nt
hr

op
ol

og
y,

 L
ei

pz
ig

, G
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, 2
00
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山
越
言
「
ト
ト
ロ
の
森
は
ア
フ
リ
カ
に
あ
っ
た
？

- 
森
と
動
物
を
守
る
知
恵

 -
 」

嵯
峨
野
小

 学
校

PT
A
特
別
講
演
会
、

20
09

年
12

月
11

日
  

杉
原

 
薫

 

  

Su
gi

ha
ra

, K
ao

ru
 “

Th
e 

Eu
ro

pe
an

 M
ira

cl
e 

in
 M

od
er

n 
G

lo
ba

l H
ist

or
y:

 A
 V

ie
w

 fr
om

 E
as

t A
si

a”
, C

on
fe

re
nc

e 
on

 ‘W
rit

in
g 

th
e 

H
ist

or
y 

of
 th

e 
G

lo
ba

l: 
C

ha
lle

ng
es

 fo
r t

he
 2

1s
t C

en
tu

ry
’, 

B
rit

ish
 A

ca
de

m
y,

 L
on

do
n,

 2
2n

d 
M

ay
 2

00
9.

  

杉
原

 
薫

 （
趣
旨
説
明
）
「
『
化
石
資
源
世
界
経
済
』
の
形
成
と
森
林
伐
採
」
、
杉
原
科
研
（
基
盤
研
究
Ｂ
：
「
化
石
資
源
世
界
経
済
」
の
形
成
と
森
林
伐
採
・
環
境
劣
化
の
関
係
に
関
す
る
比
較
史
的
研
究
）
グ
ロ
ー
バ
ル

C
O

E
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
１
（
環
境
・
技
術
・
制
度
の
長
期
ダ
イ
ナ
ミ
ク
ス
）
合
同
研
究
会
、
京
都
大
学
東
南
ア
ジ
ア
研
究

所
、
２
０
０
９
年
６
月
２
８
日

  

http://www.cias.kyoto-u.ac.jp/index.php/news_detail/id/243�


杉
原

 
薫

 

                          

杉
原

 
薫

 「
持
続
型
生
存
基
盤
パ
ラ
ダ
イ
ム
と
は
何
か
」
、
「
現
代
イ
ン
ド
地
域

研
究
」
京
大
拠
点
・
研
究
グ
ル
ー
プ
１
「
現
代
イ
ン
ド
に
お
け
る
生
存
基
盤
持
続
型
発
展
の
可

能
性
」
第

1
回
研
究
会
、
京
都
大
学
稲
森
財
団
記
念
館
、
２
０
０
９
年
７
月
１
１
日

  

杉
原

 
薫

 「
グ
ロ
ー
バ
ル
・
ヒ
ス
ト
リ
ー
と
ア
ジ
ア
の
経
済
発
展
径
路
」
、
戦
後
ア
ジ
ア
の
政
治
・
経
済
秩
序
研
究
会
、
サ
ン
ト
リ
ー
文
化
財
団
、
京
都
全
日
空
ホ
テ
ル
、
２
０
０
９
年
７
月
２
０
日
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杉
原

 
薫

 （
司
会
）
「
情
報
、
信
頼
、
市
場
の
質
」
社
会
経
済
史
学
会
第

78
回
全
国
大
会
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
、
東
洋
大
学
、

20
09

年
9
月

27
日
。

  

杉
原

 
薫

 「
東
ア
ジ
ア
の
奇
跡
と
世
界
経
済
秩
序
」
科
学
研
究
費
補
助
金
・
基

盤
研
究
Ａ
「
グ
ロ
ー
バ
ル
ヒ
ス
ト
リ
ー
研
究
の
新
展
開
と
近
現
代
世
界
史
像
の
再
考
」
第

2
回
研
究
会
、
東
京
大
学
文
学

部
、

20
09

年
10

月
24

日
。

  

杉
原

 
薫

 「
20

世
紀
世
界
経
済
と
エ
ネ
ル
ギ
ー
節
約
型
発
展
径
路
」
東
京
大

学
大
学
院
経
済
学
研
究
科
経
済
史
研
究
会
、
東
京
大
学
経
済
学
部
、

20
09

年
10

月
26

日
。

  

杉
原

 
薫

 （
西
村
雄
志
と
共
同
報
告
）
「
世
界
経
済
へ
の
イ
ン
ド
の
統
合
と
森
林
の
商

業
化
、

18
90
－

19
13

年
」
慶
應
義
塾
大
学
経
商
連
携
グ
ロ
ー
バ
ル

C
O

E
歴
史
分
析
班
・
科
学
研
究
費
補
助
金
・
基
盤
研
究
Ｂ
「
『
化
石
資
源
世
界
経
済
』
の
形
成
と
森
林
伐
採
・
環
境
劣
化
の
関
係

に
関
す
る
比
較
史
的
研
究
」
合
同
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

「
近
現
代
ア
ジ
ア
に
お
け
る
資
源
利
用
と
資
源
管
理
」
、
慶
応
大
学
経
済
学
部
、

20
09

年
11

月
7
日
。

  

杉
原

 
薫

 
（
コ
メ
ン
ト
）
「
（
全
体
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
）
現
代
イ
ン
ド
は
ど
こ
に
向

か
っ
て
い
る
の
か
－
全
体
的
把
握
の
た
め
の
課
題
と
展
望
」
人
間
文
化
研
究
機
構
プ
ロ
グ
ラ
ム
「
現
代
イ
ン
ド
地
域
研
究
」
20

09
年
度
全
体
集
会
、
京
都
大
学
大
学
院
ア
ジ
ア
・
ア
フ
リ
カ
地
域
研
究
研
究
科
、

20
09

年
12

月
6
日
。

 

杉
原

 
薫

 
（
コ
メ
ン
ト
）
「
山
中
大
学

 
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
海

大
陸
の
気
候
・
気
象
と
人
々
の
往
来
」
第
３
回
ジ
ャ
カ
ル
タ
都
市
研
究
会
、
京
都
大
学
東
南
ア
ジ
ア
研
究
所
、

20
09

年
12

月
7
日
。
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「
20

世
紀
世
界
秩
序
と
エ
ネ
ル
ギ
ー
節
約
型
発
展
径
路
」
科
学
研
究
費
補
助
金
・
基
盤
研
究
Ａ
「
グ
ロ
ー
バ
ル
ヒ
ス
ト
リ
ー
研
究
の
新
展
開

と
近
現
代
世
界
史

像
の
再
考
」
第

2
回
研
究
会
、
箱
根
み
た
か
荘
、

20
10

年
3
月

2
日
。

  

杉
原

 
薫

 
「
グ
ロ
ー
バ
ル
な
資
源
制
約
と
東
ア
ジ
ア
の
台
頭

―
持
続
型
の
長
期
発
展
径
路
を
求
め
て

―
」
、
財
務
省
財
務
総
合
政
策
研
究
所
「
経
済
社
会
の
基
調
的
な
変
化
」
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
、
第
１
回
会
合
、

20
10

年
3
月

3
日
。

  

杉
原

 
薫

 
「
グ
ロ
ー
バ
ル
な
資
源
制
約
と
東
ア
ジ
ア
の
台
頭
」
、
「
グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー

シ
ョ
ン
と
市
民
社
会
」
研
究
会

、
国
際
高
等
研
究
所
、

20
10

年
3
月

5－
6
日
。
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「
グ
ロ
ー
バ
ル
・
ヒ
ス
ト
リ
ー

と
ア
ジ
ア
間
貿
易
論
」
帝
国
書
院
「
新
し
い
地
歴
教
育
を
考
え
る
会
」
、
ホ
テ
ル
ア
イ
ビ
ス
、
六
本
木
、

20
10

年
3
月

20
日
。

  

杉
原

 
薫

 
「
人
類
社
会
の
持
続
型
生
存
基
盤
パ
ラ
ダ
イ
ム
」
国
立
大
学
共
同
利
用
・
共
同
研
究
拠
点
協
議
会
設
立
記
念

 
一
般
公
開
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

 「
地
球
環
境
変
化
と
人
類
社
会
」
、

 東
京
大
学

安
田
講
堂
、

20
10

年
4
月

3
日
。

  

水
野
一
晴

 
水
野
一
晴
（
20

10
）
：
ケ
ニ
ア
山
と
キ
リ
マ
ン
ジ
ャ
ロ
に
お

け
る
近
年
の
氷
河
変

動
と
植
生
遷
移
，
日
本
地
理
学
会
春
季
学
術
大
会
，
東
京
（
法
政
大
学
）
（
20

10
年

3
月

27
日
）
．

 

水
野
一
晴
（
20

10
）
：
イ
ン
ド
，
ア
ル
ナ
チ
ャ
ル
・
プ
ラ
デ
シ
ュ
州
（
ア
ッ
サ
ム
・
ヒ
マ
ラ
ヤ
）
、
デ
イ
ラ
ン

 ゾ
ー
ン
地
方
に
お
け
る
牧
畜
民
と
農
耕
民
の
関
係
，
日
本
地
理
学
会
春
季
学
術
大
会
，
東
京
（
法
政

大
学
）
（
20

10
年

3
月

27
-2

8
日
）
．

 

水
野
一
晴
（
20

09
）
：
ナ
ミ
ブ
沙
漠
の
季
節
河
川
、
ク
イ
セ
ブ
川
流
域
の
環
境
変
化
と
樹
木
枯
死
，
第

19
回
日
本
熱
帯
生
態
学
会
年
次
大
会
，
大
阪
（
大
阪
市
立
大
学
）
（
20

09
年

6
月

21
日
）
．

 

水
野
一
晴
（
20

09
）
：
イ
ン
ド
，
ア
ル
ナ
チ
ャ
ル
・
プ
ラ
デ
シ
ュ
州
（
ア
ッ
サ
ム
・
ヒ
マ
ラ
ヤ
）
、
デ
イ
ラ
ン
ゾ
ー
ン
地
方
に
お
け
る
自
然
環
境
と
人
間
活
動
に
つ
い
て
，
第

19
回

 日
本
熱
帯
生
態
学
会
年
次
大
会
，
大
阪
（
大
阪
市
立
大
学
）
（
20

09
年

6
月

20
日
）
．

 

水
野
一
晴
（
20

09
）
：
ナ
ミ
ブ
沙
漠
の
季
節
河
川
、
ク
イ
セ
ブ
川
流
域
の
環
境
変
化
と
植
生
遷
移
，
日
本
ア
フ
リ
カ
学
会
第

46
回
学
術
大
会
，
東
京
（
東
京
農
業
大
学
）
（
20

09
年

5
月

24
日
）
．

 

水
野
一
晴
（
20

09
）
：
ナ
ミ
ブ
沙
漠
の
季
節
河
川
、
ク
イ
セ
ブ
川
流
域
の
環
境
変
化
と
植
生
遷
移
，
日
本
地
理
学
会

春
季
学
術
大
会
，
東
京
（
帝
京
大
学
）
（
20

09
年

3
月

28
日
）
．

 

水
野
一
晴
（
20

09
）
：
イ
ン
ド
，
ア
ル
ナ
チ
ャ
ル
・
プ
ラ
デ
シ
ュ
州
（
ア
ッ
サ
ム
・
ヒ
マ
ラ
ヤ
）
、
デ
イ
ラ
ン
ゾ
ー
ン
地
方
に
お
け
る
自
然
環
境
と
人
間
活
動
に
つ
い
て
，
日
本
地
理
学
会
春
季
学
術
大
会
，
東
京
（
帝
京
大
学
）
（
20

09
年

3
月

28
-2

9
日
）
．

 

海
田
る
み

 
海
田
る
み
、
阿
部
賢
太
郎
、
矢
野
浩
之
、
馬
場
啓
一
、
林

隆
久
、
谷
口
亨
、
栗
田
学
、
石
井
克
明
、
近
藤
禎
二
、
山

本
茉
子
、
磯
貝
明

 
20

10
年

3
月

18
日
「
キ
シ
ロ
グ
ル
カ
ナ
ー
ゼ
構
成
発
現
に
よ
る
ポ
プ
ラ
木
部

セ
ル
ロ
ー
ス
繊
維
の
構
造
変
化
」
第

60
回

 
日
本
木
材
学
会
大
会

  

池
谷
仁
里
、
林

 
隆
久
、
海
田
る
み
、
石
井

 
忠
、
古
西

智
之

 
20

10
年

3
月

18
日

 
「
琵
琶
湖
の
水
草
・
藻
類
を
利
用
し
た
バ
イ
オ
エ
タ
ノ
ー
ル
」
第

60
回

 
日
本
木
材
学
会
大
会

 

池
谷
仁
里
、
馬
場
啓
一
、
海
田
る
み
、
吉
岡
康
一
、
阿
部

賢
太
郎
、
親
泊
政
二

三
、
渡
邊
隆
司
、
矢
野
浩
之
、
林

 
隆
久

 
20

10
年

3
月

18
日

 
「
熱
帯
自
然
林
か
ら
採
取
し
た
樹
木
の
糖
化
性
」
第

60
回

 
日
本
木
材
学
会
大
会
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年
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Tr

an
sg

en
ic
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an
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s o
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e.
 第

60
回

 
日
本
木
材
学
会
大
会

 

甲
山
治

 
甲
山
治
，
佐
原
将
史
，
寶
馨
．

20
09
．
「
高
時
川
流
域
に
お
け
る
融
雪
浸
透
過

程
の
検
討
と
分
布
型
流
出
モ
デ
ル
へ
の
導
入
」
『
水
文
・
水
資
源
学
会

20
09

年
研
究
発
表
会
要
旨
集
』
，

pp
.1

44
-1

45
．

 

甲
山
治
，
手
計
太
一
，
山
崎
大
．

20
09
．
「
若
手
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築
－
異
分
野
協
力
か
ら
異
分
野
融
合
へ
－
活

動
報
告
書
」
『
水
文
・
水
資
源
学
会

20
09

年
研
究
発
表
会
要
集
』
，

2p
ag

es
. 

小
林
知

 

 

小
林
知

 「
カ
ン
ボ
ジ
ア
農
村
に
お
け
る
社
会
構
造
研
究
の
展
望
」
G

-C
O

E
イ
ニ
シ
ア
チ
ブ

1
お
よ
び
公
募
共
同
研
究
「
ア
ジ
ア
農
村
社
会
構
造
の
比
較
研
究

 
―
権
力
統
治
下
の
村
落
形
成
」
合
同
研
究
会
（
於
東
南
ア
ジ
ア
研
究
所
）
、

20
10

年
1
月

30
日

. 

国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
カ
ン
ボ
ジ
ア
に
お
け
る
ガ
バ
ナ
ン
ス
改
革
の
現
状
と
課
題

：
平
和
と
開
発
に
お
け
る

O
D
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sio
ns

”,
 T

he
 9

th
 In

te
rn

at
io

na
l S

ch
oo

l f
or

 S
pa

ce
 S

im
ul

at
io

ns
, P

ar
is,

 2
00

9.
7.

3-
10

 

M
as

af
um

i S
ho

ji 
an

d 
Y

os
hi

ha
ru

 O
m

ur
a,

 “
C

oa
le

sc
en

ce
 o

f M
irr

or
 M

od
e 

St
ru

ct
ur

es
: N

on
lin

ea
r P

ar
tic

le
 M

ot
io

n 
in

 th
e 

M
ag

ne
tic

 S
tru

ct
ur

es
”,

 T
he

 9
th

 In
te

rn
at

io
na

l S
ch

oo
l f

or
 S

pa
ce

 S
im

ul
at

io
ns

, P
ar

is,
 2

00
9.

7.
3-

10
 

K
. H

. L
ee

, Y
. O

m
ur

a,
 L

. C
. L

ee
, a

nd
 C

. S
. W

u,
 “

N
on

lin
ea

r s
at

ur
at

io
n 

of
 c

yc
lo

tro
n 

m
as

er
 in

st
ab

ili
ty

 a
ss

oc
ia

te
d 

w
ith

 e
ne

rg
et

ic
 ri

ng
-b

ea
m

 e
le

ct
ro

ns
”,

 T
he

 9
th

 In
te

rn
at

io
na

l S
ch

oo
l f

or
 S

pa
ce

 S
im

ul
at

io
ns

, P
ar

is,
 2

00
9.

7.
3-

10
 

M
iy

ak
e,

 Y
., 

H
. U

su
i; 

an
d 

Y
. O

m
ur

a,
 “

D
ev

el
op

m
en

t o
f E

le
ct

ro
m

ag
ne

tic
 S

pa
ce

cr
af

t E
nv

iro
nm

en
t S

im
ul

at
or

 (E
M

SE
S)

: a
pp

lic
at

io
n 

to
 th

e 
an

al
ys

is 
of

 a
nt

en
na

-p
la

sm
a 

in
te

ra
ct

io
ns

”,
 T

he
 9

th
 In

te
rn

at
io

na
l S

ch
oo

l f
or

 S
pa

ce
 S

im
ul

at
io

ns
, P

ar
is,

 2
00

9.
7.

3-
10

 

G
ho

sh
, S

. S
., 

Y
. O

m
ur

a,
 A

. S
en

, G
. S

. L
ak

hi
na

, “
N

um
er

ic
al

 a
na

ly
si

s o
f e

le
ct

ro
n 

ac
ou

st
ic

 d
ro

m
io

ns
 a

nd
 it

s a
pp

lic
at

io
n 

fo
r b

ou
nd

ar
y 

la
ye

r w
av

es
”,

 T
he

 9
th

 In
te

rn
at

io
na

l S
ch

oo
l f

or
 S

pa
ce

 S
im

ul
at

io
ns

, P
ar

is,
 2

00
9.

7.
3-

10
 

Y
ut

o 
K

A
TO

H
, Y

os
hi

ha
ru

 O
M

U
R

A
, “

A
m

pl
itu

de
 D

ep
en

de
nc

e 
of

 F
re

qu
en

cy
 S

w
ee

p-
R

at
e 

of
 W

hi
st

le
r-

M
od

e 
C

ho
ru

s E
m

is
sio

ns
”,

 A
si

a 
O

ce
an

ia
 G

eo
sc

ie
nc

es
 S

oc
ie

ty
, S

in
ga

po
re

, 2
00

9.
8.

11
-1

5 

M
its

ur
u 

H
IK

IS
H

IM
A

, S
at

os
hi

 Y
A

G
IT

A
N

I, 
Y

os
hi

ha
ru

 O
M

U
R

A
, I

sa
m

u 
N

A
G

A
N

O
, “

C
oh

er
en

t N
on

lin
ea

r S
ca

tte
rin

g 
of

 E
ne

rg
et

ic
 E

le
ct

ro
ns

 in
 th

e 
Pr

oc
es

s o
f W

hi
st

le
r-

M
od

e 
C

ho
ru

s G
en

er
at

io
n”

, A
si

a 
O

ce
an

ia
 G

eo
sc

ie
nc

es
 S

oc
ie

ty
, S

in
ga

po
re

, 2
00

9.
8.

11
-1

5 

Y
os

hi
ya

 K
A

SA
H

A
R

A
, A

ki
hi

ko
 M

U
R

O
, Y

os
hi

ta
ka

 G
O

TO
, K

oz
o 

H
A

SH
IM

O
TO

, Y
os

hi
ha

ru
 O

M
U

R
A

, A
ts

us
hi

 K
U

M
A

M
O

TO
, T

ak
ay

uk
i O

N
O

, H
id

eo
 T

SU
N

A
K

A
W

A
, “

El
ec

tro
n 

Pl
as

m
a 

W
av

e 
an

d 
El

ec
tro

n 
D

en
sit

y 
Pr

of
ile

 A
ro

un
d 

th
e 

M
oo

n 
O

bs
er

ve
d 

by
 K

A
G

U
Y

A
 L

R
S/

W
FC

”,
 A

si
a 

O
ce

an
ia

 

G
eo

sc
ie

nc
es

 S
oc

ie
ty

, S
in

ga
po

re
, 2

00
9.

8.
11

-1
5 

Y
os

hi
ha

ru
 O

m
ur

a,
 M

its
ur

u 
H

ik
is

hi
m

a,
 Y

ut
o 

K
at

oh
, D

an
ny

 S
um

m
er

s, 
Sa

to
sh

i Y
ag

ita
ni

, “
N

on
lin

ea
r M

ec
ha

ni
sm

s o
f l

ow
er

 b
an

d 
an

d 
up

pe
r b

an
d 

V
LF

 c
ho

ru
s 

em
is

sio
ns

 in
 th

e 
m

ag
ne

to
sp

he
re

”,
 1

1t
h 

Sc
ie

nt
ifi

c 
A

ss
em

bl
y 

of
  

In
te

rn
at

io
na

l A
ss

oc
ia

tio
n 

of
 G

eo
m

ag
ne

tis
m

 a
nd

 A
er

on
om

y,
 S

op
ro

n,
 

H
un

ga
ry

, 2
00

9.
8.

23
-3

0 

M
as

af
um

i S
ho

ji;
 Y

os
hi

ha
ru

 O
m

ur
a,

 “
N

on
lin

ea
r E

vo
lu

tio
n 

of
 M

irr
or

 M
od

e 
St

ru
ct

ur
es

”,
 第

12
6
回

 地
球
電
磁
気
・
地
球
惑
星
圏
学
会

 総
会
・
講
演
会
（
20

09
年

 秋
学
会
）
, 
金
沢
大

学
, 2

00
9.

9.
27

-3
0 

大
村
善
治

; 
疋
島
充

; 
加
藤
雄
人

; S
um

m
er

s D
an

ny
; 
八
木
谷
聡

, “
磁
気

赤
道
域
に
お
け
る
上
側
周
波
数
帯
コ
ー
ラ
ス
放
射
の
発
生
機
構

”,
 第

12
6
回

 地
球
電
磁
気
・
地
球
惑
星
圏
学
会

 総
会
・
講
演
会
（
20

09
年

 秋
学
会
）
, 
金
沢
大
学

, 2
00

9.
9.

27
-3

0 

Y
ut

o 
K

at
oh

; Y
os

hi
ha

ru
 O

m
ur

a,
 “

St
ud

y 
of

 th
e 

th
re

sh
ol

d 
of

 w
av

e 
am

pl
itu

de
 in

 g
en

er
at

in
g 

ch
or

us
 e

m
is

sio
ns

”,
 第

12
6
回

 地
球
電
磁
気
・
地
球
惑
星
圏
学
会

 総
会
・
講
演
会
（
20

09
年

 秋
学
会
）,

 金
沢
大
学

, 2
00

9.
9.

27
-3

0 

笠
原
禎
也

; 
室
晶
彦

; 
後
藤
由
貴

; 
西
野
真
木

; 
橋
本
弘
藏

; 
大
村
善
治

; 
熊
本
篤
志

; 
小
野
高
幸

; 
綱
川
秀
夫

, “
か
ぐ
や

LR
S/

W
FC

で
観
測
さ
れ
た
月
ウ
ェ
イ
ク
境

界
領
域
の
電
子
密
度
分
布
の
非
対
称
性

”,
 第

12
6
回

 地
球
電
磁
気
・
地
球
惑
星
圏
学
会

 総
会
・
講
演
会
（
20

09
年

 秋
学
会
）,

 金
沢
大
学

, 2
00

9.
9.

27
-3

0 

橋
谷
真
紀

; 
橋
本
弘
藏

; 
大
村
善
治

; 
笠
原
禎
也

; 
小
嶋
浩
嗣

; 
綱
川
秀
夫

, “
か
ぐ
や
衛
星
で
観
測
さ
れ
る
静
電
孤
立
波

(E
SW

)に
関
す
る
研
究

”,
 第

12
6
回

 地
球
電
磁
気
・
地
球
惑
星
圏
学
会

 総
会
・
講
演
会
（
20

09
年

 秋
学
会
）
, 
金
沢
大
学

, 2
00

9.
9.

27
-3

0 

吉
川
真
登

; 
大
村
善
治

, “
内
部
磁
気
圏
に
お
け
る
ホ
イ
ッ
ス
ラ
ー
モ
ー
ド
・
コ
ー
ラ
ス
波
に
よ
る
サ
イ
ク
ロ
ト
ロ
ン
共

鳴
電
子
加
速

”,
 第

12
6
回

 地
球
電
磁
気
・
地
球
惑
星
圏
学
会

 総
会
・
講
演
会
（
20

09
年

 秋
学
会
）,

 金
沢
大
学

, 2
00

9.
9.

27
-3

0 

M
its

ur
u 

H
ik

is
hi

m
a;

 Y
os

hi
ha

ru
 O

m
ur

a,
 “

Fo
rm

at
io

n 
of

 p
an

ca
ke
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ist

rib
ut

io
n 

of
 e

le
ct

ro
ns

 th
ro

ug
h 

no
nl

in
ea

r t
ra

pp
in

g 
by
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ho

ru
s e

m
is

sio
ns

”,
 第

12
6
回

 地
球
電
磁
気
・
地
球
惑
星
圏

学
会

 総
会
・
講
演
会
（
20

09
年

 秋
学
会
）
, 
金
沢
大
学

, 2
00

9.
9.

27
-3

0 

広
野
哲
也

; 
三
宅
壮
聡

; 
大
村
善
治

; 
小
嶋
浩
嗣

, “
ビ
ー
ム
不
安
定
性
か
ら
の
低
周
波
波
動
励
起

に
関
す
る
粒
子
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン

”,
 第

12
6
回

 地
球
電
磁
気
・
地
球
惑
星
圏
学
会

 総
会
・
講
演
会
（
20

09
年

 秋
学
会
）,

 金
沢
大
学

, 2
00

9.
9.

27
-3

0 

三
宅
洋
平

; 
臼
井
英
之

; 
大
村
善
治

; 
中
島
浩

, “
衛
星
周
辺
プ
ラ
ズ
マ
電
磁
環
境
解
析

の
た
め
の
粒
子
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
技
法
の
開
発
と
応
用

”,
 第

12
6
回

 地
球
電
磁
気
・
地
球
惑
星
圏
学
会

 総
会
・
講
演
会
（
20

09
年

 秋
学
会
）
, 
金
沢
大
学

, 2
00

9.
9.

27
-3

0 



大
村
善
治

 
堀
江
広
貴

; 
笠
原
禎
也

; 
後
藤
由
貴

; 
井
町
智
彦

; 
小
嶋
浩
嗣

; 
橋
本
弘
藏

; 
大
村
善
治

; 
熊
本
篤
志

; 
小
野
高
幸

; 
綱
川
秀
夫

, “
か
ぐ
や
・

W
FC

－
L
波
形
捕
捉
器

で
観
測
さ
れ
た
バ
イ
ポ
ー
ラ
型
パ
ル
ス
波
形
の
解
析

”,
 第

12
6
回

 地
球
電
磁
気
・
地
球
惑
星
圏
学
会

 総
会
・講

演
会
（
20

09
年

 秋
学
会
）,

 金
沢
大
学

, 

20
09

.9
.2

7-
30

 

佐
藤
孝
宏

 
佐
藤
孝
宏

 「
W

ha
t c

ha
ng

ed
 a

gr
ic

ul
tu

re
, H

ow
 a

gr
ic

ul
tu

ra
l w

at
er

 u
se

 a
do

pt
ed

: A
 C

as
e 

st
ud

y 
of

 T
am

il 
N

ad
u,

 In
di

a.
」
現
代
イ
ン
ド
地
域
研
究
京
都
大
学
拠
点

 
第

2
回
特
別
研
究
会
『
南

イ
ン
ド
の
灌
漑
農
業
に
つ
い
て
』
20

09
年

9
月

24
日
、
京
都
大
学

 

佐
藤
孝
宏

 「
G

PS
と
カ
シ
ミ
ー
ル

3D
を
使
っ
た
オ
リ
ジ
ナ
ル
マ
ッ
プ
の
作
成

」
 京

都
大
学
国
際
交
流
科
目
『
中
国
雲
南
省
に
お
け
る
持
続
的
農
業
』
20

09
年

6
月

18
日
、
京
都
大
学
農
学
部

 

渡
辺
一
生

 
渡
辺
一
生

, 
河
野
泰
之

, 
舟
橋
和
夫

, 
宮
川
修
一

, 
星
川
和
俊

 (
20

09
): 

タ
イ
国
東
北
部
天
水
田
集
落
に
お
け
る
過
去

20
年
間
の
水
田
耕
作
の
変
遷

―
農
社
統
合

G
IS

デ
ー
タ
ベ
ー
ス
を
用
い
た
世
帯
レ
ベ
ル
で
の
把
握

―
, 
シ
ス
テ
ム
農
学
会
誌

, 2
5(
別
号

2)
, 2

9-
30

. 
（
査
読
な
し
）
 

渡
辺
一
生

 (
20

09
): 

東
北
タ
イ
・
ド
ン
デ
ー
ン
村
に
お
け
る
コ
メ
生
産

/消
費
活
動
解
明
の
試
み

―
20

年
間
の
定
点
調
査
情
報
の
統
合
化
と
分
析

―
, 
限
界
地
の
生
存
研
究
第

1
回
研
究
会

, 
京
都
大
学
東
南
ア
ジ
ア
研
究
所

. 
（
査
読
な
し
）
 

渡
辺
一
生

 (
20

09
): 

東
北
タ
イ
農
民
の
生
存
戦
略
に
お
け
る
自
給
的
稲
作
の
位
置
づ
け

, 
京
都
大
学
グ
ロ
ー
バ
ル

C
O

E
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
「
生
存
基
盤
持
続
型
発
展
を
目

指
す
地
域
研
究
拠
点
」
次
世
代
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
助
成
報
告
書

.（
査
読
な
し
）
 

宮
本
万
里

 
宮
本
万
里
「
ブ
ー
タ
ン
の
社
会
組
織
と
チ
ャ
ム
」
、
「
国
際

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
：
日
本
伎
楽
と
チ
ベ
ッ
ト
仏
教

チ
ャ
ム
の
比

較
研
究

―
仮
頭
に
注
目
し
て

―
」
、
於
立
教
大
学
ア
ジ
ア
地
域
研
究
所
、

20
10

年
1
月

16
日
。

 

宮
本
万
里
「
「
自

然
環
境
保
護
」
を
め
ぐ
る
文
化
の
政
治

―
ブ
ー
タ
ン
牧
畜
民
の
生
活
・
信
仰
・
開
発
政
策
」
、
現

代
イ
ン
ド
地
域
研
究
「
多
文
化
世
界
と
し
て
の
イ
ン
ド
」
第

2
回
研
究
会
、
於
京
都
大
学
総
合
研
究

2
号
館
大
会
議
室
、

20
09

年
11

月
13

日
。

 

宮
本
万
里
「
現
代

ブ
ー
タ
ン
の
環
境
主
義
と
国
民
形
成

―
国
立
公
園
政
策
か
ら
み
た
自
画
像
の
ポ
リ
テ
ィ
ク
ス
」
、
宮
城
学
院
女
子
大
学
付
属
キ
リ
ス
ト
教
文
化
研
究
所
共

同
研
究
「
多
民
族
社
会
に
お

け
る
宗
教
と
文
化
」
主
宰
、
東
北
人
類
学
談
話
会
・
南
ア
ジ
ア
学
会
東
北
支
部
例
会
共
催
、
於
宮
城
学
院
女
子
大
学
付
属
キ
リ
ス
ト
教

文
化
研
究
所
、

20
09

年
11

月
7
日
。

 

M
iy

am
ot

o 
M

ar
i, 

“S
el

f-P
or

tra
it 

of
 a

 N
at

io
n 

in
 C

on
te

m
po

ra
ry

 B
hu

ta
n:
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iti

ze
ns

hi
p 

Fi
gu

re
d 

by
 C

ul
tu

ra
l H

er
ita

ge
 a

nd
 E

nv
iro

nm
en

ta
lis

m
” 

in
 T

he
 3

8th
 A

nn
ua

l c
on

fe
re

nc
e 

on
 S

ou
th

 A
si

a 
at

 M
ad

iso
n,

 W
is

co
ns

in
, U

SA
 in

 O
ct

 2
3,

 2
00

9.
 

宮
本
万
里
、
「
環
境
に
や
さ
し
い
勤
勉
な
身
体
へ
向
け
て
－
ブ
ー
タ
ン
の
国
立
公
園

に
生
き
る
焼
畑
耕
作
民
と
チ
ャ
ン
」
日
本
南
ア
ジ
ア
学
会
第

22
 回

全
国
大
会
、
於
北
九
州
市
立
大
学
北
方
キ
ャ
ン
パ
ス
、

20
09

年
10

月
3
日
。

 

宮
本
万
里
、
「
現
代
ブ
ー
タ
ン
に
お
け
る
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
と
環
境
主
義

 
―
自
然
環
境
保
護
を
め
ぐ
る
文
化
の
政
治

―
」
日
本
文
化
人
類
学
会
第

43
回
研
究
大
会
、
於
大
阪
国
際
交
流
セ
ン
タ
ー
、

20
09

年
5
月

30
日
。

 

梶
 茂

樹
 

K
aj

i, 
Sh

ig
ek

i “
To

ne
 L

os
s 

in
 T

oo
ro

, a
 W

es
t U

ga
nd

an
 B

an
tu

 L
an

gu
ag

e"
, 6

th
 W
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細
田
尚
美

 
細
田
尚
美
「
『
オ
ー
プ
ン
・
シ
テ
ィ
』
の
発
展
：
ド
バ
イ
在
住

フ
ィ
リ
ピ
ン
人

の
移
住
過
程
か
ら
」
ド
バ
イ
移
民
社
会
研
究

会
20

09
年
度
第

2
回
研
究
会
（
京
都
大
学
ア
ジ
ア
・
ア
フ
リ
カ
地
域
研
究
研
究
科
）
20

09
年

9
月

18
日

 

N
ao

m
i H

os
od

a,
 “

H
ow

 D
o 

Fi
lip

in
o 

N
ur

se
s a

nd
 C

ar
eg

iv
er

s D
o 

“C
ro

ss
-c

ou
nt

ry
” 

in
 th

e 
W

or
ld

?”
 In

te
rn

at
io

na
l S

ym
po

siu
m

 o
n 

“M
ar

iti
m

e 
Li

nk
s a

nd
 T

ra
ns

na
tio

na
lis

m
 in

 S
ou

th
ea

st
 A

si
a:

 P
as

t a
nd

 P
re

se
nt

”（
台
湾
中
央
研
究
院
）
20

09
年

10
月

27
日
．

 

細
田
尚
美
「
看
護

学
生
の
キ
ャ
リ
ア
プ
ラ
ン
か
ら
見
る
フ
ィ
リ
ピ
ン
看
護
人
材
の
重
層
性
」
笹
川
平
和
財
団
「
人
口
変

動
の
新
潮
流
の
対
処
」
事
業
第

2
分
科
会

20
09

年
度
第

2
回
委
員
会
報
告
会
（
日
本
財
団
ビ
ル
）
20

09
年

12
月

22
日

 

細
田
尚
美
「
国
境

管
理
と
『
違
法
』
移
民
：
ド
バ
イ
・
ブ
ー

ム
に
乗
っ
た
フ
ィ
リ
ピ
ン
移
民
へ

の
聞
き
取
り
か
ら
」
東
南

ア
ジ
ア
に
お
け
る
複
ゲ
ー
ム
状
況
の
人
類
学
的
研
究
」研

究
会
（
京
都
大
学
ア
ジ
ア
・
ア
フ
リ
カ
地
域
研
究
研
究
科
）
20

10
年

1
月

23
日

 

細
田
尚
美
「
合
法

／
違
法
、
正
当
／
不
当
の
間
で
：
ア
ラ
ブ
首
長
国
連
邦
で
働
く
フ
ィ
リ
ピ
ン
出
稼
ぎ
移
民
」
国
際

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
「
ア
ジ
ア
に
お
け
る
非
伝
統
的
安
全
保
障
問
題
」
（
政
策
研
究
大
学
院
大
学
）
20

10
年

3
月

19
日

 



柳
澤
雅
之

 
柳
澤
雅
之
、
「
自
然
生
態
資
源
の
利
用
に
お
け
る
地
域

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
制
度
・
国
際
社
会
」
平
成

20
年
度
京
都
大
学
地
域
研
究
統
合
情
報
セ
ン
タ
ー

 ・
全
国
共
同
利
用
研
究
報
告
会
、

20
09

年
4
月

25
日
～

26
日
、
京
都
大
学
稲
盛
財
団
記
念
館

 

柳
澤
雅
之
、
「
地
域
研
究
の
客
観
性
を
考
え
る
」
、
地
域
研
究
方
法
論
研
究
会
（
第

3
回
）
（
京
都
大
学
地
域
研
究
統
合
情
報
セ
ン
タ
ー
共
同
研
究
会
『
地
域
研
究
方
法

論
』
）
、

20
09

年
6
月

26
日
、
上
智
大
学

 

柳
澤
雅
之
、
「
ベ
ト
ナ
ム
北
部
の
生
産
・
生
存
・
環
境
－

デ
ル
タ
と
山
地
部

―
」
（
京
都
大
学
地
域
研
究
統
合
情

報
セ
ン
タ
ー
萌
芽
研
究
『
ブ
ロ
ー
バ
ル
経
済
下

に
お
け
る
生
産
、
生
存
、
環
境
』
）
20

09
年

7
月

3
日

 

柳
澤
雅
之
、
「
自
然
科
学
者
に
よ
る
地
域
研
究
方
法
論

研
究
会
（
第

1
回
）
（
京
都
大
学
地
域
研
究
統
合
情
報
セ
ン
タ
ー
共
同
研
究
会
『
自
然
科
学
者
に
よ
る
地
域
研
究

方
法
論
研
究
会
』
）
20

09
年

10
月

22
日
、
京
都
大
学

 

柳
澤
雅
之
、
「
地
域
理
解
の
た
め
の
自
然
科
学
者

に
よ
る
ア
プ
ロ
ー
チ
」
、
地
域

研
究
方
法
論
研
究
会
（
第

5
回
）
（
京
都
大
学
地
域
研
究
統
合
情
報
セ
ン
タ
ー
共
同
研
究

会
『
地
域
研
究
方
法
論
』
）
、

20
09

年
12

月
19

日
、
大
阪
大
学

 

柳
澤
雅
之
、
「
自
然
科
学
者
に
よ
る
地
域
研
究
方
法
論

研
究
会
（
第

2
回
）
（
京
都
大
学
地
域
研
究
統
合
情
報
セ
ン
タ
ー
共
同
研
究
会
『
自
然
科
学
者
に
よ
る
地
域
研
究

方
法
論
研
究
会
』
）
20

10
年

1
月

8
日
、
東
京
大
学

 

柳
澤
雅
之
、
「
ベ
ト
ナ
ム
北
部
山
地
に
お
け
る
商
品
作
物
導
入
過
程
」
（
京
都
大
学
地
域
研
究
統
合
情
報
セ
ン
タ
ー
萌
芽
研
究
『
ブ
ロ
ー
バ
ル
経
済
下
に
お
け
る
生
産
、
生
存
、
環
境
』
）
20

10
年

2
月

17
日
、
京
都
大
学

 

柳
澤
雅
之
、
「
フ
ロ
ー
と
ス
ト
ッ
ク
か
ら
み
る
自
然
資
源
利

用
」
（
京
都
大
学
地
域
研
究
統
合
情
報
セ
ン
タ
ー
共
同

研
究
『
ス
ト
ッ
ク
と
フ
ロ
ー
か
ら
と
ら
え
る
東
南
ア
ジ
ア
大
陸
部
山
地
：
自
然
資
源
利
用
に
お
け
る
ス
ト
ッ
ク
概
念
の
再

検
討
』
）
20

10
年

3
月

1
日
、
名
古
屋
大
学

 

黒
崎
龍
悟

 
黒
崎
龍
悟

 
20

09
 農

村
開
発
実
践
の
副
次
効
果
と
内
発
性
の
発
現
プ
ロ
セ
ス

 国
際
開
発
学
会
第

20
回
全
国
大
会

 
於
立
命
館
ア
ジ
ア
太
平
洋
大
学
、
別
府

 
11

月
21

-2
2
日

  

黒
崎
龍
悟

 2
01

0 
「
住
民
参
加
の
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
」
 民

族
学
博
物
館
共
同
研
究
「
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
の
人
類
学
」
第

2
回
研
究
会

 
於
国
立
民
族
学
博
物
館

 
2
月

2
日

  

佐
川

 
徹

 
佐
川

 
徹

 2
00

9 
「
東
ア
フ
リ
カ
牧
畜
社
会
に
お
け
る
小
型
武
器
問
題
と
武
装
解
除
政
策
」
、
日
本
ナ
イ
ル
・
エ
チ
オ
ピ
ア
学
会
第

18
回
学
術
大
会
、
京
都
、

20
09

年
4
月

25
-2

6
日
。

 

佐
川

 
徹

 2
00

9 
「
東
ア
フ
リ
カ
牧
畜
社
会
に
お
け
る
戦
争
と
平
和
の
動
態
」
、
日
本
文
化
人
類
学
会
近
畿
地
区

研
究
懇
親
会
（
博
士
論
文
発
表
会
）
、
大
阪
、

20
09

年
6
月

27
日
。

 

佐
川

 
徹

 2
00

9 
「
紛
争
下
に
生
き
る
人
た
ち
の
戦
い
と
和
解
の
作
法
」
、
京
の
府
民
大
学
：
京
都
大
学
ア
フ
リ
カ
地
域
研
究
資
料
セ
ン
タ
ー
公
開
講
座
第

2
回
「
『
和
す
る
』
：
ア
フ
リ
カ
の
人
び
と
の
争
い
と
和

の
作
法

(講
演
者
：
佐
川
徹
・
中
山
裕
美
・
太
田
至

)」
、
京
都
、

20
09

年
11

月
28

日
。

 

佐
川

 
徹
、

20
10

 「
大
規
模
開
発
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
周
縁

地
域
に
与
え
る
影
響

：
エ
チ
オ
ピ
ア
の
ダ
ム
／
農
場
建
設
と
ダ
サ
ネ
ッ
チ
」
、
在
来
知
研
究
会
、
京
都
、

20
10

年
3
月

3
日
。
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籠
谷
直
人

 
籠
谷
直
人
「
神
戸

華
僑
歴
史
博
物
館
創
設

30
周
年
記
念
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
」
(2

00
9
年

10
月

3
日

)『
日
本
華
僑
華
人
関
係
資
料
の
収
集
・
整
理
・
保
存
・
公
開
』
、
２
０
１
０
年
３
月
、

1-
50

頁
。

 

籠
谷
直
人
「
近
代

東
ア
ジ
ア
に
お
け
る
自
由
貿
易
原
則
の
浸
透
と
華
僑
」
総
合

地
球
環
境
学
研
究
所
・
深
見
奈

緒
子
編
『
第
三
回
全
球
都
市
全
史
研
究
会
報
告
集

 
生
態
系
か
ら
み
た
都
市
と
そ
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
』
20

10
年

3
月
、

32
-4

2
頁
。
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古
市
剛
久

, 2
00

9a
. 
ミ
ャ
ン
マ
ー
国
サ
イ
ク
ロ
ン
・
ナ
ル
ギ
ス
関
連
情
報
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
に
お
け
る
外
邦
図
の
提
供

. 
第

11
回
外
邦
図
研
究
会
（
20

09
.5

.2
3.
於
お
茶
の
水
女
子
大
学
）
. 



古
市
剛
久

 
古
市
剛
久

, 2
00

9b
. 
土
砂
の
化
学
性
を
用
い
た
土
砂
起
源
地
特
定
手
法
（
２
）
－
化
学
性
保
存
か
ら
の
検
討
－

. 
日
本
地
球
惑
星
科
学
連
合

20
09

年
大
会
（
セ
ッ
シ
ョ
ン
：
地
形
）
（
20

09
.5

.1
9.
於

 幕
張
メ
ッ
セ
）
．

 

古
市
剛
久

, 2
00

9c
. 
東

南
ア
ジ
ア
で
の
自
然
災
害
に
即
応
す
る
情
報
提
供
－
ミ
ャ
ン
マ
ー
国
サ
イ
ク
ロ
ン
・
ナ
ル
ギ
ス
関
連
情
報
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
の
経
験
－

. 2
00

9
年
度
ビ
ル
マ
研
究
会
（
20

09
.5

.1
6.
於
立
命
館
大
学
）
. 

田
中
耕
司
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田
中
耕
司
「
ア
ジ
ア
稲
作
の
重
層
化
：
『
マ
レ
ー
型
稲
作
』
の
到
来
か
ら
『
日
本
型
稲
作
』
の
導
入
ま
で
」
民
族
自
然

誌
研
究
会
第
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回
例
会
「
ア
フ
リ
カ
で
育
っ
た
ア
ジ
ア
の
わ
ざ

―
マ
ダ
ガ
ス
カ
ル
の
農
業
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於
京
大
会
館
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年
10

月
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日
。
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藤
田
素
子

 
藤
田
素
子
・
宇
野

裕
美
・
北
山
兼
弘

 
熱
帯
山
地
林
に
お
け
る
鳥
類
に
よ
る
リ
ン
の
運
搬
．
第

57
回
日
本
生
態
学
会
．
東
京
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月
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）
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ee

tin
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（
共
著
）
柴
山

 
守
、
米
澤

 
剛
：
ハ
ノ
イ
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
：
G

IS
に
よ
る
都
市
形
成
過
程
の
復
原
、
情
報
処
理
学
会
研
究
報
告

, 
V

ol
.2

00
9,

 N
o.

13
, p

p.
18

0-
19

5,
 2

00
9.
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（
共
著
）
米
澤

 
剛
、
柴
山

 
守
：
ハ
ノ
イ
の
地
形
と
水
文

環
境

 
-3

次
元
都
市
モ
デ
ル
の
構
築

-、
情
報
処
理
学
会
研
究
報
告

, 
V

ol
.2

00
9,

 N
o.

13
, p

p.
18

0-
19

5,
 2

00
9.
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（
共
著
）
原

 正
一
郎
，
関
野

 樹
，
久
保

 正
敏
，
柴
山

 
守

: 
地
域
研
究
支
援
の
た
め
の
時
空
間
情
報
処
理
ツ
ー
ル
の
構
築

, 
情
報
処
学
会
人
文
科
学
と
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
シ
ン
ポ
ジ
ウ
論
文
集

V
ol

.2
00

9,
pp

.7
3-

80
, 2

00
9.
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（
共
著
）
河
野
泰

之
、
柴
山

 
守
、
浜
口
俊
雄
、
米
澤

 
剛

：
持
続
可
能
な
生
態

資
源
の
利
用
の
た
め
の
技
術
融
合

と
制
度
設
計
、
生
存
基
盤
科
学
研
究
ユ
ニ
ッ
ト
平
成

21
年
度
研
究
成
果
報
告
会
講
演
要
旨
集

, p
p.

55
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 2
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（
共
著
）
関
野

 
樹
、
原
正
一
郎
、
久
保
正
敏
、
柴
山

 
守

：
時
間
情
報
解
析
ツ
ー
ル

 H
uT

im
e、

東
京
大
学
空
間

情
報
科
学
研
究
セ
ン
タ
ー
全
国
共
同
利
用
研
究
発
表

大
会

C
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D

A
Y

S 
20

09
研
究
ア
ブ
ス
ト
ラ
ク
ト
集
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.3
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 平

成
21

年
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月
 

（
単
著
）
柴
山

 
守
：
巻
頭
言
・
地
域
・
環
境
－
情
報
で
読
み
・
解
き
・
語
る
新
た
な
地
平
、
雑
誌
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、
昭
和
堂
、
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柴
山

 
守

 
柴
山

 
守

  
地
域
・
文
化
と
デ
ー
タ
の
連
携
科
学
－
見
え
な
い
モ
ノ
の
可
視
化

、
国
立
情
報
学
研
究
所

 ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
「
分
野
横
断
デ
ー
タ
連
携
ユ
ビ
キ
タ
ス
研
究
・
教

育
環
境
」
、
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学
術
総
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セ
ン
タ
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一
橋
記
念
講
堂

  

柴
山

 
守

  
京
都
大
学
東
南
ア
ジ
ア
研
究
所
の
所
蔵
地
図
資
料
、
－
地
図
・
航
空
写
真
の
収
集
・
蓄
積
・
提
供
に
つ
い
て
－
、

JC
A

S
地
域
研
究
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
年
次
集
会
、
京
都
大
学
、
稲
盛
財
団
記
念
館
、

20
09

年
11

月
8
日
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守

  
「
地
域
環
境
情
報

- 
差
異
を
み
る
、
き
く
、
は
か
る
、
し
る
方
法
」
へ
の
コ
メ
ン
ト
、
総
合
地
球
環
境
学
研
究
所
コ
ロ
キ
ア
ム
、

20
09

年
11

月
10

日
  

柴
山
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 「
ハ
ノ
イ
・プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
：
G

IS
に
よ
る
都
市
形
成
過
程
の
復
原
」
、
ベ
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ム
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会
科
学
院
漢
喃
研
究

所
、
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年
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月
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日
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「
地
域
を
＜
読
む
＞
＜
解
く
＞
＜
語
る
＞
情
報
学
－
あ
ら
た
な
研

究
パ
ラ
ダ
イ
ム
の
構
築
を
目
指
し
て
－
」
、
熊
本
県
立
大
学
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研
修
、
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年
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片
岡
樹
（
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09
）
「
謎
を
愉
し
む

―
タ
イ
山
地
民
の
フ
ィ
ー

ル
ド
で
出
会
っ
た
変
な
話

―
」
日
本
文
化
人
類
学
会
第

43
回
研
究
大
会
（
於
大
阪
国
際
交
流
セ
ン
タ
ー
）
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北
村
由
美

 
北
村
由
美
、
「
ジ
ャ
カ
ル
タ
の
「
言
語
景
観
」
に
み
ら
れ
る
中
国
語
使
用
と
華
人
」
、
日
本

 イ
ン
ド
ネ
シ
ア
学
会
、
京
都
外
国
語
専
門
学
校
、

20
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年
 1

1
月

4
日

 

福
島
万
紀

 
福
島
万
紀

. 
「
焼
畑
耕
作
が
創
出
す
る
空
間
的
多
様
性
－
タ
イ
北
部
の
「
焼
畑
休
閑
林
」
お
よ
び
「
焼
畑
停
止
林
」
に
存
在
す
る
植
物
資
源
－
第

14
0
回
東
南
ア
ジ
ア
の
自
然
と
農
業
研
究
会
」
, 
京
都

 2
00

9
年

6
月
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木
谷
公
哉

 
木
谷
公
哉

, “
東
南
ア
ジ
ア
研
究
逐
次
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総
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録
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ア
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研
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岩
佐
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と
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族
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に
み
る
民
族
と
宗
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共
同
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究
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リ
ス
ト
教
文
明

と
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ョ
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リ
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ム
ー
人
類
学
的
研
究
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地
域
研
究
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
年
次
集
会
一
般
公
開
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
地
域
研

究
の
国
際
化
」
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イ
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会
の
人
類
学

 「
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ィ
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と
「
ネ
ッ
ト
ワ
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」
の
変
遷
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南
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大
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類
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究
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念
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続
シ
ン
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第
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回
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２
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の
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岡
本
正
明
、
「
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
、

4
度
目
の
「
正
義
」
の
時

代
：
イ
ス
ラ
ー
ム
主
義

政
党
の
均
衡
と
現
実
主
義
の
政
治

」
、
東
南
ア
ジ
ア
学
会
全
国
大
会
、
京
都
大
学
稲
盛
財
団
記
念
館

3
階
大
会
議
室
、
５
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岡
本
正
明
、
「
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
分
権
化
と
住
民
参
画
の
可
能
性
」
、
平
成

21
年
度
ジ
ェ
ト
ロ
・
ア
ジ
研
夏
期
公
開
講
座
「
東
南
ア
ジ
ア
の
ロ
ー
カ
ル
・
ガ
バ
ナ
ン
ス
の
新
地
平
－
タ
イ
と
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
を
中
心
に
」
、
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09
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23
日
、
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ロ
東
京
本
部
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A
B
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議
室
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ク
ト
」
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南
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ジ
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ヨ
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ョ
ナ
リ
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―
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研
究
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み
」
、
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、
主
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：
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都
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用
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ト
「
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史
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度
論
的
比
較
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（
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美
）
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大
学
大
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文
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文
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岡
本
正
明
、
「
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
民
主
化
時
代
の
私
的
暴
力

の
行
方
」
、
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講
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、
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年
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日
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ム
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能
力
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吉
岡
康
一

, 
岸
本
崇
生

, 
渡
邊
崇
人

, 
本
田
与
一

, 
渡
辺
隆
司

, “
M

A
LD

I-
TO

D
 M

S
に
よ
る
リ
グ
ニ
ン
の
質
量

分
析

”,
 第

60
回
日
本
木
材
学
会
大
会

, 2
01

0.
3.

17
-1

9 

谷
川
瑛
二

, 
川
邊
陽
文

, 
渡
利
純
子

, 
渡
邊
崇
人

, 
本
田
与
一

, 
渡
辺
隆
司

, “
選
択
的
リ
グ
ニ
ン
分
解
菌

C
er

ip
or

io
ps

is 
su

bv
er

m
isp

or
a
の
安
定
形
質
転
換
系
と
プ
ロ
モ
ー
タ
ー
ア
ッ
セ
イ
系
の
開
発

”,
 第

60
回
日
本
木
材
学
会
大
会

, 2
01

0.
3.

17
-1

9 

池
谷
仁
里

, 
馬
場
啓
一

, 
海
田
る
み

, 
吉
岡
康
一

, 
阿
部
賢
太
郎

, 
親
泊
政
二
三

, 
渡
辺
隆
司

, 
矢
野
浩
之

,林
隆
久

, “
熱
帯
自
然
林
か
ら
採
取
し
た
樹
種
の
糖
化
性

”,
 第

60
回
日
本
木
材
学
会

大
会

, 2
01

0.
3.

17
-1
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西
村
裕
志

, 
佐
々
木
碧

, 
瀬
戸
川
雄
一

, 
渡
邊
崇
人

, 
本
田
与
一

, 
渡
辺
隆
司

, “
選
択
的
白
色
腐
朽
菌
が
産
生
す
る
エ
ポ
キ
シ
化
セ
リ
ポ
リ
ッ
ク
酸
関
連
代
謝
物
の
同

定
”,

 第
60

回
日
本
木
材
学

会
大
会

, 2
01

0.
3.

17
-1
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西
村
健

, 
加
藤
英
雄

, 
白
井
伸
明

, 
渡
辺
隆
司

, “
ケ
ミ
ル
ミ
ネ
ッ
セ
ン
ス
に
よ
る
木
材
初
期
腐
朽
見
地
の
試
み

”,
 第

60
回
日
本
木
材
学
会
大
会

, 2
01

0.
3.

17
-1
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堀
川
祥
生

, 
今
井
友
也

, 
渡
辺
隆
司

, 
高
田
理
江

, 
高
部
圭
司

, 
小
林
良
則

, 
杉
山
淳
司

, “
ケ
モ
メ
ト
リ
ッ
ク
ス
に
よ
る
バ
イ
オ
マ
ス
の
ハ
イ
ス
ル
ー
プ
ッ
ト
解
析

”,
 第

60
回
日
本
木
材
学
会
大
会

, 2
01

0.
3.

17
-1
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渡
辺
隆
司

, “
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
か
ら
の
高
効
率
バ
イ
オ
エ
タ
ノ
ー
ル
生
産
シ
ス
テ
ム
の
研
究
開
発

”,
 平

成
２
１
年
度
バ
イ
オ
マ
ス
エ
ネ
ル
ギ
ー
等
高
効
率
転
換
技
術
開
発

（
先
導
、
要
素
）
成
果
報
告

会
, 2

01
0.
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m
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 高
圧
下
で
焼
結
し
た
リ
チ
ウ
ム
イ
オ
ン
電
池
用

Si
/乳

酸
蒸
解

リ
グ
ニ
ン
炭
素
材
料
の
特
性

, 
電
気
化
学
会
第
７
７
回
大

会
, 
富
山
市

, 2
01

0.
3.
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畑
 俊

充
, 
焼
結
条
件
に
よ
る
ス
ギ
炭
素
化
物
の
表
面
化
学
構
造
の
変
化

, 
第

7
回
木
質
炭
化
学
会
研
究
発
表
会

, 2
00

9.
6.

11
, 
京
都
市

 

梶
本
武
志

, 
畑

 俊
充

, 
今
村
祐
嗣

, 
乳
酸
蒸
解
炭
素
化
物
の
構
造
分
析

, 
第

7
回
木
質
炭
化
学
会
研
究
発
表
会
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塙
 典

哲
, 
木
島
正
志

, 
畑

 俊
充

, 
水
溶
性
セ
ル
ロ
ー
ス

-リ
グ
ニ
ン
複
合
材
料
の
成
形
・
構
造
化
と
そ
の
炭
素
化

物
の
性
質

, 
第

36
回
炭
素
材
料
学
会
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台
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成
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年
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日
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日
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本
武
志

, 
畑

 俊
充

, 
田
川
雅
人

, 
小
嶋
浩
嗣

, 
山
川
宏

, 
上
田
義
勝

, 
宇
宙
用
木
質
材
料
へ
の
原
子
状
酸
素
の
照
射
効
果

, 
第

13
3
回
生
存
圏
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

, 
第

2
回
宇
宙
環
境
利
用
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
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00

9.
12

.4
, 
宇
治
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西
 真

如
 

西
真
如
「
不
一
致
を
生
き
る

―
H

IV
検
査
の
普
及
は
エ
チ
オ
ピ
ア
の
地
域
社

会
を
ど
う
変
え
た
か
」
第

23
回
日
本
エ
イ
ズ
学
会
学
術
集
会
、
於
名
古
屋
国
際
会
議
場
、

20
09

年
11

月
27

日
. 

西
真
如
「
エ
チ
オ
ピ
ア
の
住
民
組
織
運
動

―
地
域
開
発

に
お
け
る
政
治
実
践
、
交
渉
、
ロ
ー
カ
ル
な
知
識
」
第

20
回
国
際
開
発
学
会
全
国
大
会
、
於
立
命
館
ア
ジ
ア
太
平
洋
大
学
、

20
09

年
11

月
22

日
．

 

西
真
如
「
明
日
の
私
を
葬
る

―
エ
チ
オ
ピ
ア
の
都
市
住

民
に
よ
る
葬
儀
講
活
動
の
経
験
」
日
本
文
化
人
類
学
会

第
43

回
研
究
大
会
、
於
大
阪
国
際
交
流
セ
ン
タ
ー
、

20
09

年
5
月

30
日
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・
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・
Ta
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t R
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m
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「
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
に
お
け
る
竜
巻
被
害
に
つ
い
て
の
現
地
調
査
報
告
」
第
１
３
５
回
生
存
圏
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
・
第
５
回
国
際
研

究
集
会
「
南
ア
ジ
ア
の
気
象
環
境
と
人
間
活
動
に
関
す
る
研
究
集
会
」
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，
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，
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熱
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に
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す
る
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リ
の
生
態
と
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の
機
能
，
第

21
4
回
生
態
研
セ
ミ
ナ
ー
，
京
都
大
学
生
態
学
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ー
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ロ
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の
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源
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性
昆
虫
，
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
ウ
イ
ル
ス
ベ
ク
タ
ー
と
ト
ラ
ン
ス
ポ
ゾ
ン
が
も
た
ら
す
ゲ
ノ
ム
・
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
と
生
物
進
化
の
パ
ラ
ダ
イ
ム
シ
フ
ト
」
，
琉
球

大
学
（
沖
縄
）
 

Y
am

ad
a,

 A
., 

20
10

, T
er

m
ite

s a
nd

 c
ar

bo
n 

cy
cl

in
g，

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
Ef

fe
ct

s o
f a

nt
s a

nd
 te

rm
ite

s 
in

 e
co

sy
st

em
 p

ro
ce

ss
 a

nd
 b

io
di

ve
rs

ity
」
，
日
本
生
態
学
会
第

57
回
大
会
，
東
京
大
学
（
東
京
）
 

Y
am

ad
a,

 A
., 

Sa
ito

h,
 S

., 
To

ku
da

, G
., 

Fu
jii

, S
., 

En
do

, N
., 

U
es

hi
m

a,
 E

., 
Ta

w
a,

 Y
., 

M
iy

ag
i, 

M
., 

M
ak

iy
a,

 H
., 

Sh
in

za
to

, N
., 

Le
e,

 C
.-Y

. a
nd

 T
su

no
da

, K
., 

20
10

, G
en

et
ic

 D
iv

er
sit

y 
of

 th
e 

Fo
rm

os
an

 S
ub

te
rr

an
ea

n 
Te

rm
ite

, C
op

to
te

rm
es

 fo
rm

os
an

us
 S

hi
ra

ki
 in

 R
el

at
io

n 
to

 th
e 

D
ist

rib
ut

io
n 

of
 S

ta
ph

yl
in

id
 

Te
rm

ito
ph

ile
, T

he
 S

ev
en

th
 C

on
fe

re
nc

e 
of

 th
e 

Pa
ci

fic
 R

im
 T

er
m

ite
 R

es
ea

rc
h 

G
ro

up
, S

in
ga

po
re

. 



井
合

 
進

 
Ia

i S
:, 

“I
nt

ro
du

ct
io

n 
to

 g
eo

te
ch

ni
cs

/e
ar

th
qu

ak
e 

ge
ot

ec
hn

ic
s t

ow
ar

ds
 g

lo
ba

l s
us

ta
in

ab
ili

ty
” 

Pr
oc

. K
yo

to
 S

em
in

ar
 2

01
0:

 G
eo

te
ch

ni
cs

/E
ar

th
qu

ak
e 

G
eo

te
ch

ni
cs

 to
w

ar
ds

 G
lo

ba
l S

us
ta

in
ab

ili
ty

, K
yo

to
, 1

-1
0,

 (2
01

0)
 

Ia
i S

:, 
“K

SI
 o

ve
rv

ie
w

 o
f i

ts
 a

ct
iv

iti
es

” 
C

am
br

id
ge

 K
yo

to
 sy

m
po

siu
m

, P
at

hw
ay

s t
o 

a 
Lo

w
 C

ar
bo

n 
So

ci
et

y,
 C

am
br

id
ge

, U
.K

., 
(2

01
0)

 

帯
谷
知
可

 
帯
谷
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可

 「
フ
ジ
ュ
ム
の
頃
：
ソ
連
体
制
下
の
中
央
ア
ジ
ア
女
性
解
放
運
動
と
現
代
」
（
東
京
外
国
語
大
学
ア
ジ
ア
・
ア
フ
リ
カ
言
語
文
化
研
究
所
中
東
・
イ
ス
ラ
ー
ム
教
育
セ
ミ
ナ
ー
講
義
、

20
09

年
9
月

14
日
） 
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 暁
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孫
暁
剛

 
「
ア
フ
リ
カ
の
人
び
と
は
何
を
食
べ
て
き
た
の
か
・
遊
牧
民
の
食
」
、

 平
成

21
年
度
京
の
府
民
大
学
京
都
大
学
ア
フ
リ
カ
地
域
研
究
資
料
セ
ン
タ
ー
公
開
講
座
「
ア
フ
リ
カ
研
究
最
前
線
：
解

る
・
ア
フ
リ
カ
」
、

20
09

年
10

月
17

日
 

孫
暁
剛

 
「
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
と
不
確
実
性

に
生
き
る
－
東
ア
フ
リ
カ
乾
燥
地
域
の
遊
牧
社
会
の
事
例
か
ら
」
、
国

立
民
族
学
博
物
館
共
同
研
究
「
リ
ス
ク
・
不
確
実
性
お
よ
び
未
来
に
つ
い
て
の
人
類
学
的
研
究
」
、

20
09

年
11

月
8
日
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od

a,
 衛

星
ビ
ー
コ
ン
観
測
に
よ
る
電
離
圏
大
規
模
波
動
構
造
と
赤
道
ス
プ
レ
ッ
ド

F 
現
象
の
観
測

, 
第

24
回
大
気
圏
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

, 
相
模
原

, 2
01

0
年

2
月

18
-1

9
日

. 

池
野
伸
幸
・
山
本

真
之
・
妻
鹿
友
昭
・
森
谷
佑
介
・
古
本
淳
一
・
橋
口
浩
之
・
山
本
衛
・
H

. L
uc

e・
下
舞
豊
志
・
中
里
真
久
・
田
尻
拓
也
・
深
尾
昌
一
郎

, 
降
水
過
程
の
定
量
化
に
向
け
た
レ
ー
ダ
ー
観
測
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
（
R

EQ
U

IP
P）

に
お
け
る
、
気
象
レ
ー
ダ
ー
初
期
観
測
結
果
の
報
告

, 
第

24
回
大
気
圏
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

, 
相
模
原

, 

20
10

年
2
月

18
-1

9
日

. 

妻
鹿
友
昭
・
山
本

真
之
・
阿
保
真
・
柴
田
泰
邦
・
橋
口
浩
之
・
H

. L
uc

e・
山
本
衛
・
山
中
大
学
・
深
尾
昌
一
郎

, 
赤
道
大
気
レ
ー
ダ
ー
・
偏
光
ラ
イ
ダ
ー
に
よ
る
雲
・
降
水
領
域
内
及
び
そ
の
周
辺
の
鉛
直
流
観
測

, 
第

24
回
大
気
圏
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

, 
相
模
原

, 2
01

0
年

2
月

18
-1

9
日

. 

森
谷
祐
介
・
橋
口

浩
之
・
山
本
真
之
・
妻
鹿
友
昭
・
山
本
衛
・
今
井
克
之
・
足
立
ア
ホ
ロ
・
中
里
真
久
・
田
尻
拓
也
・
柴
垣
佳
明
・
H

. L
uc

e,
 大

気
境
界
層
観
測
用
レ
ン
ジ
イ
メ
ー
ジ
ン
グ
・
ウ
ィ
ン
ド
プ
ロ
フ
ァ
イ
ラ
ー
の
開
発

, 
第

24
回
大
気
圏
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

, 
相
模
原

, 2
01

0
年

2
月

18
-1

9
日

. 

水
谷
徳
仁
・
大
塚

雄
一
・
塩
川
和
夫
・
横
山
竜
宏
・
山
本
衛
・
A

. K
. P

at
ra
・
丸
山
隆
・
石
井
守

, 
赤
道
大
気
レ
ー
ダ
ー
で
昼
間
に
観
測
さ
れ
た
高
度

15
0k

m
 の

沿
磁
力
線
不
規
則
構
造
の
統
計
解
析

, 
第

24
回
大
気
圏
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

, 
相
模
原

, 2
01

0
年

2
月

18
-1

9
日

. 

島
上
宗
子

 

 

島
上
宗
子
「
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
村
落
：
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
と
い
う
実
践
」
京
都
大
学
大
学
院
ア
ジ
ア
・ア

フ
リ
カ
地
域
研
究
研
究
科
・
大
学
院
改
革
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
・
研
究
と
実
務
を
架
橋
す
る
フ
ィ
ー
ル
ド
ス
ク
ー
ル
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
・
フ
ィ
ー
ル
ド
ス
ク
ー
ル

20
09

事
前
講
義
、

20
09

年
6
月

13
日

 

島
上
宗
子
「
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
と
日
本
、
山
村
の
経
験
に
学

ぶ
」
甲
南
女
子
大
学

「
異
文
化
の
中
に
暮
ら
す
」
リ
レ
ー
講
義
、

20
09

年
6
月

30
日

 



島
上
宗
子

 

 

島
上
宗
子
「
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
村
落
行
政
・
自
治
」
ア
ジ
ア
経
済
研
究
所
「
東
南

ア
ジ
ア
に
お
け
る
自
治
体
ガ
バ
ナ
ン
ス
の
比
較
研
究
」
研
究
会
、

20
09

年
7
月

10
日

 

島
上
宗
子
「
『
い
り
あ
い
交
流
』
、
こ
れ
ま
で
と
こ
れ
か
ら
」
一
般
社
団
法
人
あ
い
あ
い
ネ
ッ
ト
設
立
記
念
の
集
い
「
地
域
と
地
域
を
つ
な
ぐ
っ
て
？
」
20

09
年

7
月

26
日

 

島
上
宗
子
「
地
域

に
学
ぶ
、
地
域
を
つ
な
ぐ

--
--
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
と
日
本
で
の
活
動
経
験
か
ら
」
龍
谷
大
学
「
ま
ち
お

こ
し
論
」
ゲ
ス
ト
講
義
、

20
09

年
11

月
27

日
 

島
上
宗
子
「
『
い
り
あ
い
交
流
』
の
取
り
組
み
か
ら
」
コ
モ
ン
ズ
研
究
会
・
マ
ッ
キ
ー
ン
氏
山
中
湖
村
再
訪
企
画
「
コ
モ
ン
ズ
の
教
訓
を
つ
な
ぐ
」
、

20
09

年
12

月
9
日

 

佐
々
木
綾
子
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ila
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00
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伊
藤
義
将

 
Y

os
hi

m
as

a 
Ito

, R
el

at
io

ns
hi

ps
 a

m
on

g 
N

at
ur

al
 R

es
ou

rc
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 a
nd

 H
um

an
 A

ct
iv

iti
es
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s a

 C
om

pl
ex

 S
ys

te
m

: F
oc

us
in

g 
on

 th
e 

C
of

fe
e 

Fo
re

st
 o

f G
er

a,
 Ji

m
m

a 
zo

ne
, P

ro
ce

ed
in

g 
of

 1
7t

h 
In

te
rn

at
io

na
l C

on
fe

re
nc

e 
of

 E
th

io
pi

an
 S

tu
di

es
. A

dd
is 

A
ba

ba
, E

th
io

pi
a.

 N
ov

.1
-5

 2
00

9 

伊
藤
義
将
、
エ
チ
オ
ピ
ア
南
西
部
に
お
け
る
「
コ
ー
ヒ
ー
の
森
」
の
利
用
と
植
生
へ

の
影
響

 第
56

回
 
民
族
自
然
誌
研
究
会

 京
大
会
館

 2
00

9
年

7
月

25
日

 

エ
チ
オ
ピ
ア
南
西
部
に
お
け
る
森
林
資
源
の
利
用
と
そ
の
保
全

 −
在
来
知
と
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な
実
践
（
６
）
−

 
 
日

本
ア
フ
リ
カ
学
会

 
第

46
回
学
術
大
会

 
東
京
農
業
大
学

 
 2

00
9 
年

 5
 月

 2
3 

日
（
土
）
・
24

 日
（
日
）
. 

 
 

 

米
澤

 
剛

 
米
澤

 
剛
，
野
々
垣

 進
，
柴
山

 
守
，
ベ
ン
カ
テ
ッ
シ
ュ

 ラ
ガ
ワ
ン
，
升
本
眞
二
：
ベ

ト
ナ
ム
・
ハ
ノ
イ
に
お
け
る
地
形
・
地
質
情
報
の
活
用

, 
第

20
回
日
本
情
報
地
質
学
会
講
演
会
，

 2
00

9
年

6
月
．

 

米
澤

 
剛
，
柴
山

 
守
：
ハ
ノ
イ
の
地
形
と
水
文
環
境

-3
次
元
都
市
モ
デ
ル
の
構
築

-，
第

83
回
人
文
科
学
と
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
研
究
会

, 2
00

9
年

7
月

. 

 



4．
プ
ロ
シ
ー
デ

ィ
ン
グ
等
出
版
物

 

篠
原
真
毅

 
篠
原

 真
毅

, “
生
存
圏
に
宇
宙
は
必
要
な
の
か

 -
 イ

ノ
チ
の
つ
な
が
り
と
人

と
世
界

 –
“,

 京
都
大
学
東
南
ア
ジ
ア
研
究
所

G
-C

O
E
ワ
ー
キ
ン
グ
ペ
ー
パ
ー

, I
SB

N
-9

78
-4

-9
01

66
8-

66
-8

, 2
00

9 

藤
井
千
晶
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吉
村

 
剛
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ra
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th

 C
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Pa
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m
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ga
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, M
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 1
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01
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A
ya

 Y
an

ag
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 F

um
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 Y
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lo
ha

ri,
 K

un
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白
石
壮
一
郎

 
SH

IR
A

IS
H

I S
oi

ch
iro

 （
20

09
）
D

isc
ou

rs
e 

an
d 

So
ci

al
 R

el
at

io
ns

hi
ps

 in
 L

an
d 

Te
nu

re
 E

va
lu

at
io

n:
 A

 C
la

im
 fo

r L
an

d 
R

ig
ht

s i
n 

an
 A

fr
ic

an
 A

gr
ar

ia
n 

So
ci

et
y.

 K
yo

to
 W

or
ki

ng
 P

ap
er

s o
n 

A
re

aS
tu

di
es

, K
yo

to
 U

ni
ve

rs
ity

. 1
3p

. 

高
田

 明
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, A
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s o
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es

, 1
, 5

2-
57

. 

高
田

 明
 (

20
09

). 
赤
ち
ゃ
ん
の
エ
ス
ノ
グ
ラ
フ
ィ
：
乳
児

及
び
乳
児
ケ
ア
に
関
す
る
民
族
誌
的
研
究
の
新
機
軸

. 
心
理
学
評
論

, 5
2(

1)
, 1

40
-1

51
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し
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20

1 
（
査
読
な
し
）
 

鈴
木
玲
治

,安
藤
和
雄
，
嶋
田
奈
穂
子

2 
，
藤
井
美
穂
，
増
田
和
也
，
今
北
哲
也
，
河
原
林
洋
，
原
田
早
苗
，
水

野
広
祐
､2

01
0､
「
在
地
と
都
市
が
つ
く
る
循
環
型
社
会
再
生
の
た
め
の
実
践
型
地
域
研
究
」
京
都
大
学
生
存
基
盤

科
学
研
究
ユ
ニ
ッ
ト
研
究
成
果
報
告
会
論
文
集
、
平
成

21
年

3
月

1
日
、
京
都
大
学
宇
治
お
う
ば

く
プ
ラ
ザ
、

京
都
大
学
生
存
基
盤
科
学
研
究
ユ
ニ
ッ
ト
、

13
-1

6
ペ
ー
ジ

 
（
査
読
な
し
）
 

谷
 誠

 
谷

 誠
：
「
森
林
小
流

域
に
お
け
る
水
移
動
、
及
び
、
森
林
小
流
域
の
物
質
循
環
」
６
年
間
の
ま
と
め
、
小
橋
澄
治

：
平
成

20
年
度
森
林
の
水
環
境
保
全
機
能
調
査
業
務
報
告
書
、

31
-3

2、
20

09
。

 

谷
 誠

・
藤
本
将
光
：
花
崗
岩
山
地
斜
面
に
お
け
る
流
出
機
構
、
小
橋
澄
治
：
平
成

20
年
度
森
林
の
水
環
境
保
全
機
能
調
査
業
務
報
告
書
、

33
-5

9、
20

09
。
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ク
シ
ョ
ン
の
境
界
と
接
続
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サ
ル
・
人
・
会
話
研
究
か
ら
』
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村
大
治
，
中
村
美
知
夫
，
高
梨
克
也

 編
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和
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木
村
大
治

 2
01

0「
イ
ン
タ
ラ
ク
シ
ョ
ン
の
自
由
さ
と
定
型
化
」
『
イ
ン
タ
ラ
ク
シ
ョ
ン
の
境
界
と
接
続

 －
サ
ル
・
人
・
会
話
研
究
か
ら
』
(木

村
大
治
，
中
村
美
知
夫
，
高
梨
克
也

 編
) p

.3
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和
堂

 

木
村
大
治

 2
01

0「
欲
望
の
三
角
形
？
」
『
イ
ン
タ
ラ
ク
シ
ョ
ン
の
境
界
と
接
続

 －
サ
ル
・
人
・
会
話
研
究
か
ら
』
(木

村
大
治
，
中
村
美
知
夫
，
高
梨
克
也

 編
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p.
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木
村
大
治

 2
01

0「
イ
ン
タ
ラ
ク
シ
ョ
ン
は
続
く
よ
ど
こ
ま
で
も
」
『
イ
ン
タ
ラ
ク
シ
ョ
ン
の
境
界

と
接
続

 －
サ
ル
・
人
・
会
話
研
究
か
ら
』
(木

村
大
治
，
中
村
美
知
夫
，
高
梨
克
也

 編
) p

p.
39
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39
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和
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吉
村

 
剛

 
吉
村

 
剛
：
新
し
い
シ
ロ
ア
リ
被
害
に
ど
う
立
ち
向
か
う
か
、
青
淵
、

N
o.

72
2、
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白
石
壮
一
郎

 
白
石
壮
一
郎

 （
20

10
）
 
「
路
上
、
ゴ
ン
ダ
ー
ル
―
川
瀬
慈
に
よ
る

3
つ
の
短
篇
」
、
『
K

G
/G

P
社
会
学
批
評
』
 
第

2
号
、
関
西
学
院
大
学
大
学
院
社
会
学
研
究
科
、
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.5
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白
石
壮
一
郎

 （
20

09
）
 
「
誰
が
貧
困
者
か
？
―
ウ
ガ
ン
ダ
の
参
加
型
調
査
（
U

PP
A

P）
報
告
書
を
題
材
と
し
て
」
、
『
第

20
回
国
際
開
発
学
会
全
国
大
会
報
告
論
文
集
』
、
国
際
開
発
学
会
実
行
委
員
会
、

pp
.2

26
-2
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. 

 

白
石
壮
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郎
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高
田

 明
 

高
田

 明
 (

20
10

). 
旅
の
間
に
ま
に

, 
第

10
回

, 
朝
の
リ
ズ
ム

: 
ナ
ミ
ビ
ア
の
変
わ
り
ゆ
く
社
会
と
子
ど
も

. 
月
刊
『地

理
』
55

(2
). 

東
京

: 
古
今
書
院

, p
p.

98
-1

04
. 

長
岡
慎
介

 
長
岡
慎
介

 「
読
書
案
内
：
イ
ス
ラ
ー
ム
金
融
」
『
歴
史
と
地
理
：
世
界
史
の
研
究
』
22

0、
38

-4
2
頁

, 2
00

9
年

. 
 

長
岡
慎
介

 「
実
体
経
済
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
に
依
拠
す

る
イ
ス
ラ
ー
ム
金
融
」
『
週
刊
金
融
財
政
事
情
』
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)、
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-1
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頁
、
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10

年
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和
田
泰
三

 
ケ
ア
付
き
高
齢
者
向
け
マ
ン
シ
ョ
ン

 
ラ
イ
フ
・
イ
ン
京
都
に
お
い
て

 
健
康
長
寿
事
業

 
20

09
年
度
を
実
施
し
た
。

 
 

河
野
泰
之

 
河
野
泰
之
．

20
10
．
書
評
、
新
谷
忠
彦
・
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
・
ダ
ニ
エ
ル
ス
・
園
江
満
（
編

）
『
タ
イ
文
化
圏
の
中
の
ラ
オ
ス
―
物
質
文
化
・
言
語
・
民
族
―
』
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図
書
新
聞
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イ
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ビ
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若
生
謙
二
、
山
極
寿

一
、
伊
谷
原
一
、
山
越
言
、
池
谷

和
信
（
20

09
）
「
総
合
討
論
：
 野

生
 動

物
の
生
息
地
域
に
暮
ら
す
人
々
の
動
物
観
」
ヒ
ト
と
動
物
の
関
係
学
会
誌
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: 3
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杉
原

 
薫

 
杉
原

 
薫

 「
人
類
が
生
き
延
び
て
こ
ら
れ
た
の
は
な
ぜ

か
―
グ
ロ
ー
バ
ル
・
ヒ
ス
ト
リ
ー

の
新
し
い
問
い
―
」
（
京
都
大
学
附
置
研
究
所
・
セ
ン
タ
ー
第
４
回
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
）
、
『
読
売
新
聞
』
、
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０
０
９
年
４
月
４
日
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野
一
晴

 
水
野
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晴
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ン
ジ
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ロ
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地
の
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 編
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今
書
院
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書
評
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理
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評
論
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山
治

 
川
井
秀
一
，
大
村
善

治
，
甲
山
治
，
小
林
祥
子

, 2
01

0，
「
琵
琶
湖
集
水
域
に
お
け
る
森
林
バ
イ
オ
マ
ス
の
動
態

評
価
と
持
続
的
利
用
モ
デ
ル
の
構
築
」
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存
基
盤
研
究

ユ
ニ
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ト

20
09

年
度
研
究
成
果
報
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治
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検
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鈴
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治
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描
く
の
か
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の
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－
」
，
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い
ち
の
ち
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地
域
研
究
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間
報
告
書
』
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究
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玲
治
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興
」
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地
域
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究
ニ
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い
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の
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テ
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熱
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』
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－
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ニ
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ニ
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の
謎
探
れ

 
祇
園
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鉾
車
輪

 
京
大
に
寄
託
」
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井
秀
一

 
京
都
新
聞

 
20

09
年

7
月

3
日
夕
刊

 
「船

鉾
車
輪

 
京
大
で
余
生

 
18

92
年
製
昨
夏
ま
で
活
躍

 
宇
治
の
研
究
所
、
分
析
の
資
料

に
 
見
学
者
向
け
公

開
も
」
 

川
井
秀
一

 
朝
日
新
聞

 
20

09
年

7
月

4
日
朝
刊
「
船
鉾
の
神
面
、
無
事
確
認

 
車
輪
・
車
軸
、
京
大
研
究
所

に
寄
託
」
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井
秀
一

 
産
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新
聞
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年

7
月

3
日
夕
刊
『
祇
園
祭

 
船
鉾
で
「
神
面
改
め
」
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井
秀
一

 
京
都
新
聞
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09
年

7
月
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日
朝
刊

 
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
記
事
「
文
化
、
宗
教
、
気
候
・
・
・
異
分
野
に
学
び
知
る

 
木
を
扱
う
先
人
の
知
恵
」
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井
秀
一
：
日
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林
業
の
再
生
に
向
け
て
、
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刊
森
林
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研
、
第

6
号
、
巻
頭
言
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森
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究
所
（
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川
井
秀
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：
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を
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切
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し
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要
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ュ
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づ
か
い
で
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温
暖
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を
防
ご
う
、
木
づ
か
い
セ
ミ
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ー

 
平
成

21
年

6
月

11
日
（
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阪
） 

川
井
秀
一
：
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
才
の
木
ト
ー
ク
カ
フ
ェ
「
間
伐
材

と
カ
ー
ボ
ン
ビ
ジ
ネ
ス
」
平
成

21
年

6
月

11
日
（
東
京
） 
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１
１

 
 

川
井
秀
一
：
学
校
に
国
産
材
を
取
り
入
れ
よ
う
、
子
供
を
と
り
ま
く
環
境
を
考
え
る
会

、
平
成

22
年

1
月

30
日
（箕

面
市
）
 

川
井
秀
一
：
ス
ギ
材
の
機
能
と
材
料
開
発

 
西
粟
倉
村
「
森
の
学
校
」
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講
演
会
、
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成
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年

3
月

31
日
（岡

山
）
 

島
田
周
平

 
遠
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貢
、
落
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彦
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周
平
、
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橋
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樹
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－
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－
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・
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家
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で
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域
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究
』
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井
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課
題
講
座
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東
南
ア
ジ
ア
は
な
ぜ
発
展
す
る
の
か
ー
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
を
中
心
に
」
福
井
ラ
イ
フ
・
ア
カ
デ
ミ
ー
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部
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催
講
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「
経
済
・
社
会
」
「
近
隣
諸
国
と
私

た
ち
の
生
活
」
、
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ユ
ー
・
ア
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ふ
く
い
（
福
井
県
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活
学
習
館
）
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全
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能
は
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話
な
の
か
、
し
ん
り
ん
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ぜ
ん
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、
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タ
ッ
ク
シ
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資
産
没
収
判
決
を
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っ
て
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判
的
論
評
の
紹
介
」
『
タ
イ
国
情
報
』
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7
頁

. 

蓮
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隆
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蓮
田
隆
志
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目
執

筆
：
徴
姉
妹
の
「
反
乱
」
、
扶
南
の
建
国
神
話
、
林
邑
の
自
立

。
歴
史
学
研
究
会
（
編
）
『
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界
史
史
料
３
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内
陸
ア
ジ
ア
・
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ア
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ア
Ⅰ
』
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の
島
の
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な
喜
び
：
キ
ル
ト
作
り
を
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ア
研
究
』
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す
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が
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こ
ろ
：
カ
オ
ハ
ガ
ン
・
キ
ル
ト
の
宇
宙
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先
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を
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で
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学
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中
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8-

54
1.

 

梶
 茂

樹
 「

テ
ン
ボ
族
の
「
練
り
粥
」
」
, V

es
ta

, N
o.

77
 （

特
集
：
世
界
の
食
を
言
語
す
る
）
, p

p.
38

-3
9.

 

細
田
尚
美

 
細
田
尚
美
．

20
09
．
「フ

ィ
リ
ピ
ン
：

“ケ
ア
ギ
バ
ー

”を
世

界
に
送
り
出
す
労
働
輸
出
大
国
の
期
待
」
『
介
護
ビ
ジ
ョ
ン
』
70
（
20

09
年

4
月
号
）
：
24

-2
5 

細
田
尚
美
．

20
09
．
「ド

バ
イ

O
FW

物
語
①
：
中
東
随

一
の
オ
ー
プ
ン
・
シ
テ
ィ
、
心
強
い
カ
バ
ヤ
ン
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
日
刊
マ
ニ
ラ
新
聞

20
09

年
7
月

23
日

 

細
田
尚
美
．

20
09
．
「ド

バ
イ

O
FW

物
語
②
：
幅
を
利
か
す
専
門
職
組
、
深
ま
る
母

国
へ
の
失
望
感
」
日
刊
マ
ニ
ラ
新
聞

20
09

年
8
月

3
日

 

柳
澤
雅
之

 
柳
澤
雅
之

. 2
00

9.
 「

研
究
・
教
育
・
社
会
貢
献
」
『
京
大
広
報
』
N

o.
64

7:
 2

96
0 

柳
澤
雅
之

. 2
01

0.
 「

（
地
域
研
究
の
国
際
化
）
特
集
号
に
つ
い
て
」
『
地
域
研
究
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
・
ニ
ュ
ー
ズ
レ
タ
ー
』
N

o.
08

: 2
 

黒
崎
龍
悟

 

    

黒
崎
龍
悟

 2
00

9 
「
貧
困
削
減
戦
略
の
現
場
か
ら
」
 『

京
都
大
学

G
C

O
E
プ
ロ
グ
ラ
ム
・
生
存
基
盤
持
続
型
の
発
展
を
目
指
す
地
域
研
究
拠
点
』
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

ht
tp

://
w

w
w

.h
um

an
os

ph
er

e.
cs

ea
s.k

yo
to

-u
.a

c.
jp

/a
rti

cl
e.

ph
p?

st
or

y=
20

09
01

05
  

黒
崎
龍
悟

 印
刷
中

 松
園
万
亀
雄
・
縄
田
浩
志
・
石
田
慎
一
郎
編
著
『
み
ん
ぱ
く
実
践
人
類
学
シ
リ
ー
ズ
第

2
巻

 
ア
フ
リ
カ
の
人
間
開
発
：
実
践
と
文
化
人
類
学
』
（
明

石
書
店

20
08

年
） 
『
JA

N
ES

ニ
ュ
ー
ズ
レ
タ
ー
』
日
本
ナ
イ
ル
・
エ
チ
オ
ピ
ア
学
会

  

黒
崎
龍
悟

 2
00

9 
「
地
域
発
展
に
向
け
た
住
民
主
導
の
活
動
―
タ
ン
ザ
ニ
ア
南
部
の
農
村
か
ら
」
 京

都
府
国
際
セ
ン
タ
ー
「
ア
フ
リ
カ
理
解
講
座
」
於
京
都
府
国
際

セ
ン
タ
ー

 8
月

4
日

  

黒
崎
龍
悟

 2
01

0 
「
タ
ン
ザ
ニ
ア
に
お
け
る
農
村
開
発
の
展
開
と
人
び
と
の
取
り
組
み
」
 京

都
大
学
ア
フ
リ
カ
地
域
研
究
資
料
セ
ン
タ
ー
公
開
講
座
「
解
る
ア
フ
リ
カ
：
ア
フ
リ
カ
研
究
最
前
線
」
第

5
回

 
於
京
都
大
学
ア
フ
リ
カ
地
域
研
究
資
料
セ
ン
タ
ー

 
2
月

20
日

  



黒
崎
龍
悟

 
黒
崎
龍
悟

 2
01

0 
「
開
発
を
め
ぐ
る
地
域
社
会
の
動
態
と
研
究
者
の
役
割
―
タ
ン

 
ザ
ニ
ア
で
の
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
か
ら
の
着
想
」
 長

崎
大
学
国
際
戦
略
本
部
国
際
連
携
セ
ミ
ナ
ー

 
於
長
崎
大
学

 2
月

  

佐
川

 
徹

 
佐
川

 
徹

 2
00

9 
「
書
評
：
風
戸
真
理
著

 『
現
代
モ
ン
ゴ
ル
遊
牧
民
の
民
族
誌
－
ポ
ス
ト
社
会
主
義
を
生

き
る
』
20

09
年
、
世
界
思
想
社
」
、
『
人
文
学
報
』
98

: 3
41

-3
44
。

 

佐
川

 
徹

 2
01

0 
「
新

刊
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
：
福
井
勝
義
、
竹

沢
尚
一
郎
、
宮
脇
幸
生

(編
) 2

00
8 

『
講
座
世
界
の
先
住
民
族
フ
ァ
ー
ス
ト
・
ピ
ー
プ
ル
ズ
の
現
在

05
、
サ
ハ
ラ
以
南
ア
フ
リ
カ
』
明
石
書
店
」
、
『
JA

N
ES

ニ
ュ
ー
ス
レ
タ
ー
』
18

: 3
6。

 

佐
川
徹
・
榎
本
珠
良

 2
01

0 
『
東
ア
フ
リ
カ
紛
争
多
発
地
域
に
お
い
て
外
部
介
入
が
生
存
基
盤
の
再
生

に
果
た
す
役
割
』
、
京
都
大
学
グ
ロ
ー
バ
ル

C
O

E
プ
ロ
グ
ラ
ム
「
生
存
基
盤
持
続
型
の
発
展
を
目
指
す
地
域
研
究
拠
点
」
次
世
代
研
究
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
成
果
報
告
書
、

21
p。

 

佐
川

 
徹

 2
01

0 
「
東

ア
フ
リ
カ
牧
畜
社
会
の
武
力
紛
争
と
人
び
と
の
対
処
」
、
『
京

都
サ
ス
テ
イ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
・
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ヴ
報
告
書
』
 

古
市
剛
久

 
古
市
剛
久
・
星
川
圭
介

, 2
00

9.
 島

嶼
部
東
南
ア
ジ
ア
に
お
け
る
流
域
ス
ケ
ー
ル
の
土
地
利
用
変
遷
と
そ
の
主
要

な
影
響
と
し
て
の
表
土
流
出
．
京
都
大
学
東
南
ア
ジ
ア
研
究
所
グ
ロ
ー
バ
ル

C
O

E
プ
ロ
グ
ラ
ム
「
生
存
基
盤
持
続
型
の
発
展
を
目
指
す
地
域
研
究
拠
点
」
20

08
年
度
次
世
代
研
究
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
研
究
助
成
報
告
書

. 

田
中
耕
司

 
田
中
耕
司
「
ア
ジ
ア
の
稲
作
と
日
本
へ
の
伝
播
」
縄
文
文
化
輝
く
会

 松
久
保
秀
胤
（
監
修
）
『
縄
文

 謎
の
扉
を
開
く
』
冨
山
房
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
、

pp
,2

02
-2

20
、

20
09

年
12

月
（
査
読
な
し
） 

田
中
耕
司
「
作
付
体
系
研
究
か
ら
日
本
農
業
の
永
続
性

を
考
え
る
」
『
日
本
農
業
の
永
続
可
能
性
を
め
ぐ
っ
て
』
（日

本
農
業
研
究
所
シ
リ
ー
ズ

N
o.

15
）
、

pp
. 2

25
-2

39
、

20
09

年
6
月
（
査
読
な
し
）
。

 

田
中
耕
司
「
す
べ
て
は
出
会
い
か
ら
始
ま
っ
た
：
地
域
研

究
は
デ
ィ
シ
プ
リ
ン
か
ア
リ
ー
ナ
か
？
」
『
Se

ed
er
』
（
昭
和

堂
）
N

o.
1:

 6
7-

71
、

20
09

年
12

月
（
査
読
な
し
） 

 

田
中
耕
司
「
研
究
資
源
ア
ー
カ
イ
ブ
映
像
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
と
学
術
映
像
」
京
都
大
学
東
京
オ
フ
ィ
ス
開
所
記
念
連

続
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
京
都
大
学
と
学
術
映
像
：
記
録
の
保

存
に
向
け
て
」
於
京
都
大
学
東
京
オ
フ
ィ
ス
、

20
09

年
11

月
14

日
。

 

田
中
耕
司
「
『
ア
ジ
ア
稲
作
圏
』
も
う
一
つ
の
東
ア
ジ
ア
共
同
体
」
第

56
回
京
都
大
学
サ
ロ
ン
ト
ー
ク
、

20
09

年
12

月
8
日
。

 

片
岡
樹

 

 
 

 
 

 
 

片
岡
樹
（
20

09
）
「
新
刊
レ
ビ
ュ
ー
・
塚
田
誠
之
編
『
民
族
表
象
の
ポ
リ
テ
ィ
ク
ス
―
中
国
南
部
に
お
け
る
人
類
学
・
歴
史
学
的
研
究
―
』
」
『
月
刊
み
ん
ぱ
く
』
12

5
号

: 2
5 

片
岡
樹
（
20

09
）
「
南
タ
イ
・
プ
ー
ケ
ッ
ト
の
バ
バ
に
み
る
土

地
神
崇
拝
」
『
フ
ィ
ー
ル
ド
プ
ラ
ス
』
2:

 8
. 

 

片
岡
樹
（
20

09
）
「
麻
薬
」
日
本
タ
イ
学
会
編
『
タ
イ
事
典
』
め
こ
ん
、

p.
36

9.
 

片
岡
樹
（
20

09
）
「
ラ
フ
」
日
本
タ
イ
学
会
編
『
タ
イ
事
典
』
め
こ
ん
、

pp
. 3

96
-3

97
 

荒
木
茂

 
荒
木
茂
，

“8
．
拠
点
基
盤
整
備
部
会
の
活
動

”，
G

-C
O

E2
00

8
年
度
自
己
点
検
評
価
報
告
書
，

pp
.5

5-
59

. 

神
崎

 
護

 
神
崎

 護
. 2

01
0.

 イ
ン
ド
ネ
シ
ア
択
伐
天
然
林
に
お
け
る
集
約
的
植
栽
法
：
持
続
的
林
業
へ
の
チ
ャ
レ
ン
ジ

. 
日
本
熱
帯
生
態
学
会
ニ
ュ
ー
ズ
レ
タ
ー

78
：
7-

12
. 

池
野

 旬
 

池
野
旬
（
20

09
）
 
「
タ
ン
ザ
ニ
ア
の
食
糧
問
題
の
『
失
わ
れ
た
環
』
」
 
『
ア
フ
リ
カ
レ
ポ
ー
ト
』
第

49
号

 
pp

.8
-1

1。
 

池
野

 
旬

 
国
際
協
力

機
構

 
「
国
際
協
力
人
材
赴
任

前
研
修
（
タ
ン
ザ
ニ
ア
国
概
要
）
」
事
業

 
講
師

 

山
田
明
徳

 
山
田
明
徳

, 2
00

9,
 タ

イ
東
北
部
の
ス
ミ
オ
オ
キ
ノ
コ
シ
ロ
ア
リ
の
塚
の
構
造
と
内
部
環
境

, 
し
ろ
あ
り
（
日
本
し
ろ
あ
り
対
策
協
会
協
会
誌
）
第

15
2
号
，

p.
37

–3
9.

 

山
田
明
徳

, 2
00

9,
 琉

球
列
島
に
お
け
る
タ
イ
ワ
ン
シ
ロ
ア
リ
の
隔
離
分
布
に
つ
い
て

, 
し
ろ
あ
り
（
日
本
し
ろ
あ
り
対
策
協
会
協
会
誌
）
第

15
2
号
，

p.
40

–4
2.

 

山
田
明
徳
「
幻
の
キ
ノ
コ
」
ル
ー
ツ
を
追
う
―
琉
大

C
O

E
若
き
研
究
者
た
ち
⑤

, 
琉
球
新
報

20
09

年
4
月

20
日
朝
刊
掲
載

 

山
田
明
徳
「
京
の
人

今
日
の
人
：
京
都
大
大
学
院
で
シ
ロ
ア
リ
を
研
究
、
山
田
明
徳
さ
ん
」
, 
毎
日
新
聞
京
都
版

 2
00

9
年

9
月

2
日
朝
刊
掲
載

 



帯
谷
知
可

 
帯
谷
知
可

 
20

09
 
「
５

 
『
近
代
』
へ
の
胎
動
：
植
民
地

経
験
、
革
命
、
民
族
」
間
野
英
二
・
堀
川
徹
編
『
中
央
ア
ジ
ア
の
歴
史
・
社
会
・
文
化
』
（
韓
国
語
版
）
、
ソ
ウ
ル
：
G

um
 L

ib
ro
、

11
7-

13
4
頁

 

帯
谷
知
可

 
20

09
 
「
１
０

 
現
代
の
中
央
ア
ジ
ア
社
会
：
社
会
主
義
時
代
か
ら
グ
ロ
ー
バ
ル
化
時
代
へ
」
間
野
英

二
・
堀
川
徹
編
『
中
央
ア
ジ
ア
の
歴
史
・
社
会
・
文
化
』
（
韓
国
語
版
）
、
ソ
ウ
ル
：
G

um
 L

ib
ro
、

19
5-

21
4
頁

 

帯
谷
知
可

 
20

10
 
「
書
評

 
高
倉
浩
樹
・
佐
々
木
史
郎

編
『
ポ
ス
ト
社
会
主
義
人

類
学
の
射
程
』
（
国
立
民
族
学

博
物
館
調
査
報
告

78
）
、
国
立
民
族
学
博
物
館
、

20
08

年
、

55
1
頁
」
『
東
北
ア
ジ
ア
研
究
』第

14
号
、

22
7-

23
3
頁

 

太
田

 至
 

太
田
至
、

20
09
「
日
本

学
術
振
興
会
ナ
イ
ロ
ビ
研
究
連
絡
セ
ン
タ
ー
の
役
割

と
そ
の
存
続

 問
題
」
『
地
域
研
究
学
会
連
絡
協
議
会
ニ
ュ
ー
ズ
レ
タ
ー
』
第
３
号
：
7-

10
. 

 

太
田
至
、

20
09
「
ア
フ
リ
カ
人
が
活
用
へ
：
日
本
で
学
ん
だ
研
究
者
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
設

 立
」
『
毎
日
新
聞
（
朝
刊
）
』
20

09
年

4
月

23
日

 

米
澤

 
剛

 
米
澤

 
剛

, 
『
SE

ED
er
－
地
域
環
境
情
報
か
ら
考
え
る
地
球
の
未
来
』
，
研
究
レ
ポ
ー
ト
・
変
化
を
読
む

1「
地
形
変
化
か
ら
見
る
ハ
ノ
イ
の
都
市
変
遷
」
, 2

00
9,

 p
p.

70
-7

3．
 

 



6．
受
賞

 

吉
村

 
剛

 
吉
村

 
剛
：
（
社
）
日
本
し
ろ
あ
り
対
策
協
会
創
立

50
周
年
記
念
表
彰
「
建
築
物
の
耐
久
性
向
上
な
ら
び
に
協
会

の
業
務
運
営
に
関
す
る
功
績
」
、

20
09

年
4
月

6
日

 

吉
村

 
剛
：
（
社
）
日
本
木
材
保
存
協
会
第

25
回
年
次
大
会
ポ
ス
タ
ー
発
表
優
秀
賞

「
ア
フ
リ
カ
ヒ
ラ
タ
キ
ク
イ
ム
シ
の
分
布
拡
大
と
食
害
生
態
」
（
共
同
受
賞
）
、

20
09

年
5
月

21
 日

 

吉
村

 
剛
：
日
本
環
境
動
物
昆
虫
学
会
学
会
賞
「
シ
ロ
ア
リ
の
生
態
と
そ
の
防
除
方
法
に
関
す
る
研
究
」
、

20
09

年
11

月
14

日
 

宮
本
万
里

 
宮
本
万
里
、

20
08

年
度
日
本
南
ア
ジ
ア
学
会
賞
（
「
森
林
放
牧
と
牛
の
屠
殺
を
め
ぐ
る
文
化
の
政
治
―
現
代
ブ
ー
タ
ン
の
国
立
公
園
に
お
け
る
環
境
政
策
と
牧
畜
民
」
『
南
ア
ジ
ア
研
究
』
第

20
号
）
、

20
09

年
10

月
受
賞
。

 

宮
本
万
里
、
「
現
代
ブ
ー

タ
ン
に
お
け
る
開
発
政
策
と
環

境
政
治
」
（
20

09
年

3
月
、
京
都
大
学
、
博
士
（
地
域
研
究
）
）
 

岩
田
明
久

 
岩
田
明
久

 
亀
岡
市
市
政
功
労
者
（
環
境
部
門
）
 
表
彰
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